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　俺の名前は、「ワズ」。

　黒髪の中肉中背の普通？　の男性だと、自分では思っている。

　そんな俺が、あるきっかけを経て、大陸を一周する旅を行う事になった。

　そのきっかけとは、幼い頃に聖女と認定された幼馴染が、勇者として選ばれた者と魔王退治の旅に出て、その旅から帰ってきたら、二人が結ばれていたというものだ。

　けれど、その時起こった本当の出来事は、後に再会した幼馴染から教えられる。

　何でも、俺もその旅に付いていこうとしたのだが、勇者によってボコボコにされる姿を見て、密かに敵てき愾がい心しんを抱いたそうで、その勇者に口付けされそうになったら、思いっ切り殴り飛ばしたそうだ。

　俺はその光景を見る前に逃げ出してしまったので、完全に早とちりである。

　その事を教えられた時は、本当に申し訳ない気持ちを抱いた。

　そんな俺なのだが、その旅の中で、大切な人達と出会う。

　旅を行うきっかけであり、その愛くるしさに癒される小竜「メアル」

　元・エルフの里の守人で、銀髪の美しいエルフ「サローナ」

　溢れる包容力で包み込んでくれる、優しいお姉さん「タタ」

　赤い髪が特徴の、マーンボンド王国の双子王女「ナミニッサ」「ナレリナ」

　元・マーンボンド王国の騎士で、一緒に居ると落ち着くハーフドワーフ「キャシー」

　魔王化していたが、今では誰よりも守る強さを求める勇者「ハオスイ」

　転生者であり、様々な魔法が使え、色々な知識がある頼れる妹「カガネ」

　獣人国の王族で、何でもやってみようとする努力家な金獅子の獣人「マオ」

　俺の早とちりのせいで苦労をかけたけど、ちゃんと再会出来た幼馴染「アリア」

　という、今は奥さん達となった彼女達だ。

　その旅の終わりには、封印から解き放たれた邪神と戦う事になったのだが、その邪神は、水色の髪をオールバックにし、常に胡散臭い笑みを浮かべている執事「フロイド」が前に倒し切れなかった存在でもあった。

　創造神でもあったフロイドが、遠い過去に邪神と引き分け、「光女神様」を筆頭に、「大地母神様」、「戦女神様」、「海女神様」、「空女神様」が、その力と身を使って封印していたそうだ。

　邪神との戦いは結構ギリギリだったのだが、どうにか屠る事が出来たので、世界の平和を守る事は出来たと思う。

　その戦いには、他にも協力してくれた人物が居る。

　白髪が印象的で、自分と家族の身に降りかかった理不尽に絶望し、邪神に協力していた「シロ」だ。

　シロとは戦いを経て和解し、共に邪神と戦ってくれた。

　また、現在はシロの恋人でもある、美しい黒髪をしている「闇女神さん」と共に、世界に迷惑をかけた責任を取りたいと、贖罪の旅を行っている。

　俺にも変化はあった。

　邪神戦で追い詰められた俺は、最後の望みを懸けて邪神のオーラを食べ、「神邪人」という種族へと変わったのだ。

　これは、神の知識と邪神の力に、人の可能性を内包した種族であり、一応、基本となっているのは「人」ではあるが、「完全神格化」、「邪神化」、「神邪人化」と任意で変更する事も出来るようになっている。

　邪神戦からそれなりに時間は経ったが、邪神が復活した際に大陸中に魔物が溢れ返ったので、未だその爪痕は残り、俺は奥さん達とフロイドと共に大陸中を巡り、復興のお手伝いをした。

　もちろん、シロと闇女神さんも。

　大陸中を巡っている間に、奥さん達と光女神様達をきちんと会わせた。

　けれど、最初は互いに探り合うような状態だったので、どうしたものかと考えたが、フロイドからの案を採用する形を取る。

　互いの事を理解するには、やはり戦い合うのが一番であると。

　そんなに好戦的な人達かな？　と思っていたのだが、何故か奥さん達と光女神様が乗り気であったため、そのまま押し切られ、周囲に影響が無いように、フロイドが創造神の力を使って海上に新たな島を創り、俺とフロイドとシロが見守る中、互いの想いをぶつけ合った。

　まぁ、結果的には良かったと思う。

　今では、奥さん達と光女神様達は大の仲良しである。

　そして俺達は、復興の手伝いが終わると、親友でメアルの父親──つまり、俺の義父でもある「龍王ラグニール」の居城で、今は居候としてのんびりとした時間を過ごす。

　ただ、それでも騒がしい日は変わらない。

　例えば、魚の魔物と猫の魔物である。

　この二体の魔物は、何やら大所帯の徒党を作り、俺に挑んできたのだ。

　もちろん、余裕で返り討ちにしたが、別に倒してはいない。

　魚の魔物を筆頭にした魔物の集団からは、魔物特有の邪気を感じなかったので、どうにも殺す気にならなかったのだ。

　というか、どうして狙いが俺だけに集中しているのだろう。

　奥さん達とも戦ったのだが、それは腕試しや鍛錬といった感じで、俺と相対する時だけ殺気が混じっている。

　どうしてと疑問には思うが、出会う度に強くなっていく魚の魔物達が面白く、これはもしかして、この山の新たな上位者へとなるかもしれない。

　これはうかうかしていられないなとラグニール達を煽ってみると、負けてられんと意気込みだした。

　そんな日々を過ごしている内に、俺はふと思う。

　そういえば、既に奥さん達ではあるけれど、結婚式を挙げていなかったなという事を。

　早速その事を奥さん達に告げると、皆笑みを浮かべて応えてくれた。

　結婚式を挙げたいと、ラグニール、ラグニールの奥さんであるメルさん、ラグニールの義母であるメギルさんに伝えると、喜んで協力を申し入れてくれたのだが、寧ろ遅過ぎるぐらいだと、メギルさんには怒られる。

　俺達と一緒に戻ってきたシロと闇女神さんも、手伝うと言ってくれた。

　奥さん達の身内も招くのでかなり広い場所が必要だったのだが、そこはラグニールがこの城を使えば良いと言ってくれたので、有難く使用する事にしたけど、その時、ラグニールの背後にはメギルさんが居たので、きっと言わされたんだろうなと思う。

　飾り付けや席の用意など様々な準備をしていくのだが、皆が協力してくれたため、瞬く間に整っていき、身内の方々にも招待状を出し、皆来てくれるという返答を受け取った。

　送り迎えは、移動魔法の「転移」を使う予定だ。

　そして、俺の花婿衣装も作り終わり、後は奥さん達の花嫁衣裳の完成を待つだけとなったのは、結婚式の予定日まで、あと七日と迫っていた。
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　現在、俺とフロイドとシロと闇女神さんは、天気も良かったので、揃ってラグニールの城の外に出て、そこら辺にある草原でお昼ご飯を食べていた。

　ただ、俺はどこかそわそわとしながら、フロイドに声をかける。

「……俺も手伝った方が良くないか？」

「ワズ様。それは野暮というモノですよ。奥方様達は、自分達の手で花嫁衣裳を作りたいのでございます。確かに、ワズ様のＤＥＸであれば最上の物が出来上がるでしょう。ですが、それは性能が最上の物というだけで、デザインが奥方様達にとって最上とは限らないのでございます」

「それを言われると、何も言い返せない」

「それに、ワズ様は奥方様達のサイズを測る事が出来るのですか？」

「……ごめん。今は無理」

　俺は素直にしゅんと項垂れる。

　だって、そういうのは結婚してからでしょ？

　……ただ、フロイドの言う通り、奥さん達は、自分達が結婚式で着る花嫁衣裳を作っているのだが、結婚式まで残り７日。

　奥さん達は間に合わせるとは言っていたけど、どうにも心配というか、手伝いたくなるというか……。

「なら、フロイドが手伝えば……いや、やっぱり止めて」

「ご安心下さい。奥方様達からも、止められております」

　……フロイド。

　何だろう……今ならちょっと優しく出来そうな気がする。

「僕はワズの奥さん達の行動に賛成かな～」

「そうね。自分達の手でやりたいって言うんだから、好きにやらせておけば良いのよ。本当に困ったら素直に助けを求めてくるんだから」

　シロと闇女神さんも、奥さん達と同じ意見のようだ。

　闇女神さんが言うように、困ったら手を貸せば良いだけだし。

「……でも、闇女神さんは手伝わないの？　光女神様達は手伝っているようだけど？」

　復興をしている間に、自分達の力だけで顕現出来るようになった光女神様達は、奥さん達のお手伝いをしているのだ。

　自分達が、俺と結婚式を挙げる時の予行練習になると言っていたけど、まぁいずれそうなる予感はしているので、何も言わないでおく。

　ただ、俺が言った事に対して、闇女神さんは露骨に嫌な顔をする。

「少し考えればわかるだろう？　……私があの場に行けば、戦いが起こってそれどころではなくなる」

　そう言って、闇女神さんはワインが注がれているグラスを傾けた。

　確かに、その光景は容易に想像出来る。

　奥さん達は、光女神様達ともそうだけど、闇女神さんとの仲も別に悪くない。

　けれど、光女神様達と闇女神さんは、未だに険悪というか、出会えば喧嘩が始まるのだ。

　いつも仲裁する羽目になるのだが、俺としては、仲の良い喧嘩友達のような認識である。

「……そういえば、シロと闇女神さんは結婚式を挙げないの？」

「う～ん。まだ良いかな～。世界への贖罪が終わったとは思えないし、今はこうして一緒に居られるだけで満足だしね」

「シロの言う通りだ。本来であれば、お前との戦いで散っていた命が、今はこうしてシロと共に居られるだけで満足だよ。……ただ、お前達の結婚式を見る事が出来れば、少しは憧れるかもな」

　そう言い終わるのと同時に、闇女神さんはシロを慈しむように見る。

　シロも満更ではないようで、嬉しそうに微笑んでいた。

　……俺も奥さん達とまったりしたい。

　妄想の中で奥さん達とまったりしていると、フロイドが声をかけてきた。

「それでワズ様。本日は、これからどうなさいますか？」

「そうだなぁ……。俺が出来る範囲での結婚式の準備は終わっているし、奥さん達と光女神様達は花嫁衣裳作り。ラグニール達は結婚式に出す料理や催し物を用意するとか言って、どこかに行っちゃったし。……正直言って、やる事が思い付かない」

「なるほど。……では、何か暇潰しになるような」

　フロイドが言い終わる前に、光り輝く幾何学模様の魔方陣が突然地面に展開される。

　魔方陣の中心に居るのは、フロイドだった。

「……え？　何事？」

「何々？　何か面白そうな事が起こりそう！」

「これは一体……」

　咄嗟に魔方陣の外へと出た俺とシロと闇女神さんが困惑する中、フロイドは「ふむ……」と頷く。

「フロイド、何が起こっている？」

　そう尋ねている間も、魔方陣の輝きは大きくなっていった。

「……どうやらこれは、他の世界から私に救援を求めているようですね。その世界は……どうやらかなり危機的状況のようです」

「………………ふ～ん」

　そう言いながら、フロイドがゆっくりと俺に近付いてくる。

　その動きに合わせて、俺も下がった。

　何やら、嫌な予感がする。

「……一つ聞きたいんだけど、どうして俺に近付いてくる？」

「ワズ様。私の神としての力は非常に弱っているのです。それは御存じですよね？」

「あ、あぁ。……どうしてそれを今言うのかが気になるが」

「そんな弱っている私では、他の世界を救う事など出来ません」

「いや、お前なら余裕で出来そうだと思うんだけど？」

「ワズ様からそのような評価を頂けるのは嬉しいのですが、今回の事は現在の私の力を超えている事態であると認識しております。それに、そもそも主と執事は、常に一緒に居るのが運命というもの」

「そんな運命聞いた事ないけど？」

「ですので！」

　フロイドが俺に向かって飛んでくるが、甘い！

　今の俺のステータスであれば、お前の動きから逃げる事など簡単なのだ。

　しかし、それは失敗する。

　俺が逃げ出そうとした瞬間、両腕をシロと闇女神さんに摑まれ、一瞬身動きが取れなかったのだ。

　その隙を突いて、フロイドが俺の両肩をがしっと摑む。

「さぁ、ワズ様の勇名を他の世界にも届けましょう」

「いや、そんなの良いから！」

「面白くなってきたぁ～！」

「これで結婚式までの暇を潰せるかしら」

　俺が何かを言う前に、魔方陣の輝きは最高潮まで達し、その輝きに俺達は包まれた。
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　目を開けると、そこは異世界でした。……多分。

　結婚式まであと七日なのに、どうしようか？　帰る事は出来ないんだろうか？

　俺は、少しそわそわしながら周囲の様子を窺う。

　俺、フロイド、シロ、闇女神さんは、床に描かれている巨大な魔方陣の中央に立っていた。

　白一色の壁面に囲まれた広大な室内で、魔方陣は他にも何個かあり、その周囲に頭から白色のローブを被っている人達が居る。

　当然、俺達が立っている魔方陣の周囲にも居た。

　その中の一人が、こちらへと駆け寄って来る。

「ｋｔｂｈｗｋｒｍｓｋ？」

　……おぅ。言っている事がさっぱりわからない。

　聞いた事が無い言葉に、俺達が居た世界とは違う世界であるという事が、否応無しに叩き付けられる。

　声の質から女性というのはわかるのだが、ただそれだけだ。

　フロイドなら何となくわかりそうなので、翻訳でも頼もうかと思ったけど、フロイドは何やら考え事でもしているのか、どこか上の空である。

　となると、「完全神格化」でもすれば、俺にも言葉がわかるかな？

　けれど、それをする前に、白ローブの人が人数分の指輪を差し出してきて、はめろという仕草を行ってきた。

　う～む……と、少し警戒するのだが、フロイド達はあっさりと指輪を取ってはめる。

　大丈夫か？　と思うけど、よくよく考えれば、こちらを害そうとしても、俺を含めてどうにでも対処出来る人しか居ない。

　なので、俺も指輪を取り、サイズ的に一番合う小指にはめた。

　俺達が指輪をはめた事を確認した、白ローブさんが声をかけてくる。

「私の言っている事がわかりますか？」

　おぉ。言葉がわかる。

　俺は白ローブさんに向けて、言葉がわかると頷いた。

　指輪をはめた途端に言葉がわかるなんて、一体どうなってんの？

　白ローブさんは、安堵と共に言葉を続ける。

「……ほっ。良かった。指輪がきちんと作動しているようですね。あっ！　今、皆さんにはめて貰った物は、『翻訳の指輪』と言いまして、このように相手の言葉がわかるようになるのです。また、皆さんの言葉もわかるようになっているので、普段通りに話して頂いて構いませんので」

　便利な指輪なんだな。

　こそっと一瞬だけ「完全神格化」をして指輪を調べてみたが、本当にその機能しか付属されていない。

　どうやら、俺達を害そうという気は無いようだ。

「突然の事で困惑されていると思われますが、端的に申しますと、皆様をこことは別の世界から召喚させて頂きました。詳しい事は後で姫様から伝えられますが、この世界を救うため、その御力をお貸し下さい」

　白ローブさんが深々と頭を下げる。

　そういえば、ここへと召喚される前に、フロイドがこの世界の危機だって言っていたのを思い出す。

「世界を救うためかぁ…………うん。楽しそう！」

「ほどほどにしておきなさいよ、シロ」

　シロが楽しそうに声を上げ、闇女神さんが窘める。

　確かに、俺達なら多分大丈夫だろう。

　俺とフロイドは何も言わなかったが、白ローブさんは沈黙を肯定と受け取ったのか、ほっと胸を撫で下ろしていた。

　まぁ、シロのやる気が聞こえていたのだろうし、それも関係しているのかもしれない。

　ただ、俺としては、やっぱり一旦帰りたいです。

　別に、この世界を救う事に異論は無いのだが、今は時間に余裕が無い。

　あと七日で結婚式なので、それが終わってからでも良いですかね？

　一回帰ってぇ……また来る的な？

　………………駄目ですかね？

　白ローブさんにそう提案しようと思ったのだが、既に手遅れだった。

　突然大きな地震が起こり、揺れが治まると同時に魔方陣の周囲に居た他の白ローブさん達が、次々と倒れていく。

　え？　何事？

　突然の事態に、俺達の前に居る白ローブさんも驚いていた。

「ちょ、ちょっとここでお待ち下さい」

　そう言って、この場から駆け出してどこかへと向かう。

　あれ？　俺達放置？

「……どうやら、この世界が閉じたようですね」

　隣に居るフロイドが、そんな事を呟く。

　え？　どゆ事？

　フロイドに説明求むと視線を向けた。

「言葉通りの意味でございます、ワズ様。突然の事でしたので、先程まで光女神達に念波を飛ばし、事情を説明していたのですが、それが途絶えたのでございます。……こう、ぷっつりと。……簡単に言いますと、この世界が膜のようなもので閉ざされたのです。現状、私達はこの世界に閉じ込められたようなので、この事態をどうにかしない限り、私達の世界へ帰る事は出来ないという事でございます」

「お前の力でも無理なのか？」

「通常であれば、力の落ちた私でも可能ですが、閉じた今では無理でございます。今の状態を例に挙げるのであれば、町の門が閉じて外へ出られないようなモノ。それに、無理矢理門を突破したとしても、町と町を繫ぐ街道をどう進めば良いのかわからないような状態でございます。無理に私達の世界へと帰ろうとしても、恐らく辿り着く事は出来ないでしょう」

「そうなった原因は何なんだ？」

「受けた感じですと、この世界を支える聖なる力が弱まった事で、魔の力がこの世界を覆い尽くしたといった具合でしょうか」

「……そっか」

　……う～ん。やっぱり、この世界の問題を解決するのが先という訳か。

　早く終わらせないと結婚式に間に合わないし、少し急いだ方が良さそうだな。

　……。

　…………。

　………………ん？　ちょっと待て。

　今、フロイドは何つった？

「………………なぁ、フロイド」

「何でございましょうか？　ワズ様」

「……念波を飛ばして事情説明って何？」

「言葉通りの意味でございます。光女神達を通して、奥方様達にこちらの事情を説明しておきました」

　……なるほど。そんな事が出来るのか～……。

　…………………………。

「……それってさ、俺でも出来る？　例えば、奥さん達と直接話す事が」

「『完全神格化』状態であれば可能でございます」

「……でも、今は出来ないんだよね？」

「はい。世界が閉じる前でしたら出来ておりました」

「……何で俺に教えなかったの？」

　そう言うと、フロイドは、おや？　と首を傾げる。

「御存じなかったのですか？」

「うん。知らない」

「お～っと。これは失念しておりました。ワズ様が完全に神格を得てから日が浅かったのでした」

「うん。わざとだろ？」

「それは心外でございます。このフロイド。ワズ様に仕える執事として、連絡が取れる事を伝え忘れていた事、恥じ入る気持ちで一杯でございます」

　……うん。その気持ちが全然伝わってこないんだけど。

「出来ないものは仕方ないか。……それで、奥さん達と光女神様達に俺達の現状を伝えたんだよね？」

「はい。万事抜かりなく。ただ、その際に光女神達からワズ様に向けての伝言をお預かりしております」

　え？　何か問題でも起きたの？

　言葉を区切ったフロイドが、姿勢を正し、喉を少しいじって咳払いをする。

「『浮気は許さないんだからね！　現地妻ならぬ、異世界妻なんて認めないんだから！』との事です」

「………………そんな気は無いって、伝えて欲しかった」

　フロイドが正確に告げた。

　それはもう、光女神様の声色まで真似て。

　本当に、無駄に何でも出来るな、この執事。

「大変だね～、ワズは」

「あんな女神達に気に入られてしまったのだから、それも仕方ないのよ。同情だけに止めておくのよ、シロ。あの女神達に関わると、碌な事にならないからね」

「はぁ～い」

　シロと闇女神さんは完全に他人事である。

　いや、確かにそうだけどさ。

　でも、もう少し関わってくれても良いんだよ？

　俺達、友達だろ？　もっとがっつり絡もうよ？

　そして、俺達はどこに行けば良いかもわからないため、白ローブさんが迎えに来るまで、とりあえずここで待ち続け、その後、白ローブさんによって俺達が連れて行かれた場所は、謁見の間のような部屋だった。

　豪華な絨毯が奥へと向かって敷かれ、その脇を固める全身鎧姿の兵士達。

　俺達は、その絨毯の上に立っている。

　部屋の奥には一段上がっている場所があり、そこには玉座のような椅子に鎮座し、頭に王冠を載せている男性と、上等なドレスを着た女性が居た。

　というか、いつの間にか、この部屋へと案内をしてくれた白ローブさんが居なくなっている。

　その代わりにとでも言えば良いのか、俺達の他に、ここに居る人達とは別の見慣れぬ服装や鎧を身に纏っている十数人の男女が居た。

　多分、俺達と同じく召喚された者達だと思う。

　俺達がその十数人を見ているように、向こうも俺達を見ていた。

　ただ、その視線にこちらを値踏みするようなとか、嫌な感じは一切含まれておらず、同じ境遇の仲間を見つけたような優しいモノである。

　これは、こちらから話しかけた方が良いかな？

　そう思って一歩前に踏み出すと、向こうからも一歩前に踏み出す者が居た。

　茶髪の青年で、非常に整った顔立ちに、騎士鎧を身に纏い、腰に巻かれているベルトには剣が下げられていた。

　その人物も俺と同じ事を考えていたのだろう。

　俺とその人物は、互いの視線が交わると苦笑いを浮かべる。

　と、その時、玉座に鎮座する男性が立ち上がった。

「まずは、このような突然の召喚を行った事を詫びよう。……本当に申し訳ない」

　そう言って、頭を下げた。

　あれ？　良いのかな？　多分だけど、ここで一番偉い人だよね？

　なので、俺としては寧ろ恐縮するというか、申し訳ない気持ちになる。

　茶髪の青年が、気にしないで下さいと、声をかけていた。

　その言葉を受けて、男性は頭を上げる。

「……本当に済まぬ。何故召喚を行ったのかの説明をしなければならないが、まずは互いを知るために、紹介を行うべきだろう。我の名は『オムロレル』。この国──ガーリスの王をしている者である」

　その男性──オムロレルさん……様？　……さん？　……さんで良いか。

　オムロレルさんは王様というだけあって、非常に仕立ての良い服を身に纏っている。

　緑色の髪に精せい悍かんな顔付きだと思うのだが、今はどこか憔悴しきっていた。

　そして、オムロレルさんの隣に立っていた女性が一歩前に出てくる。

「お初にお目にかかります、勇者様達。私の名は「オレリア」と申します。ガーリスの王、オムロレルの娘でございます」

　そう言って、その女性──オレリアさんは、父親譲りと思われる緑色の長い髪をたなびかせ、俺達に向かって一礼する。

　非常に整った顔立ちで、間違いなく美人だ。

　俺は奥さん達が居るので、相手が美人だろうが何とも思わないが、茶髪の青年側の男性達は、目を奪われたように見ていた。

　そんな中、オレリアさんがもう一度俺達に向かって一礼して、言葉を続ける。

「本来であれば父が勇者様達へと説明を行うべきなのですが、今は体調が優れないため、代わりに私から説明させて頂きます」
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　そして、オレリアさんの語った説明はこうだった。

　この世界の名は「イルムシュタッド」。

　この世界では、神から授けられたと伝えられる、四つの大きなクリスタルがあり、それぞれが「火」「水」「風」「土」の四大元素と呼ばれる力を司っている。

　その力の恩恵を得て、この世界の秩序と均衡は保たれているそうだ。

　けれど、そんな大きな力があるのなら、当然のように悪用しようとする者も現れる。

　それらを撃退し続け、各クリスタルを守護するのが、守護国家と呼ばれる国。

　ここは、その内の一つだそうだ。

　各クリスタルを守護する四大国家が、密に連携して事に当たるため、並大抵の者ならやる前に断念するし、並大抵でない者も四大国家を敵に回して生きていける程、この世界は生易しくないらしい。

　四大国家の方も、どこかが裏切れば、他の三国から攻められるというのがわかっているため、そうなるのは馬鹿らしいと、四大国家間は仲良くやっているそうだ。

　まぁ、クリスタル自体、奉っている場所は厳重に保管しているそうで、四大国家の人達でもそうそうその場所へと向かう事も出来ないし、それは王様達でも難しいらしい。

　だが、それを行える者達が現れた。

　巨大な力を有している、四人の魔王。

　圧倒的な戦力と魔物の軍勢を率いて、瞬く間にクリスタルが奪われたのだ。

　奪われたクリスタルは、「火」「水」「土」の三つ。

　四人の魔王の内の三人がそれぞれ一つを保有し、その強大な力でクリスタルを闇色へと堕としているらしい。

　全てのクリスタルが闇色へと変色してしまうと、秩序と均衡を保つ力が破壊の力へと変わり、今の世界は崩壊して、大魔王の庇護がなければ生きていられない世界へと変わると言われているそうだ。

　魔王の上が居るのか……。

　つまり、四人の魔王は大魔王とやらの直属とかそんな感じで、自分達が暮らしやすい世界を造ろうとしている……という認識で良いのかな？

　そして、残りの一つである「風」は当然この国にあり、それを奪うために、魔王がいつ現れてもおかしくないそうで、状況はかなり切羽詰まっている。

　このままでは、「風」のクリスタルが奪われてしまう訳だが、だが、四大国家はこの世界での最大国家であり、国家間の力は大体似たり寄ったりらしく、魔物はまだしも、他の国家が魔王に勝てていない以上、この国も同様の結末を辿る事になるのは間違いない。

　そこで、クリスタルを守り抜くため、奪還するために用いられたのが、クリスタルの力と何十人分もの魔力を使って、他の世界から魔王を倒せる者を呼び寄せる「勇者召喚の儀式」だった。

　それを行った結果が、ここに居る俺達と数十人の男女という訳である。

　まぁ、俺達は少し事情が違うけど。

　元居た世界へ送還する事も出来るのだが、今はクリスタルの力が落ちているため不可能であり、これ以上の召喚も出来ないそうなので、ここに居る俺達が最後の希望らしい。

　オレリア姫の話だと、クリスタルに力が戻れば送還は可能であり、それまでの間だけでも助けて欲しいと言っているのだが、それは無理だと俺達だけは知っている。

　フロイド曰く、今この世界は閉じているため、結局は全てのクリスタルを取り返して、元の状態に戻さないといけない。

　なので、俺としては、さっさと魔王を倒して、クリスタルを回収する方向でいこうと思う。

　だって、あと七日で結婚式なので、それまでにどうにかしないといけない訳だし、フロイドに巻き込まれたような形だけど、事情を聞いた以上、放ってはおけない。

　さっさと終わらせてやると密かに意気込んでいると、突然声を張り上げる者が居た。

「お任せ下さい！　オレリア姫様！　このディソール、元居た世界では仲間達と共に龍を倒した事もございます。私の後方に居る彼等は、その時共に戦った力強い仲間達ですので、どうか安心して下さい。魔王と呼ばれるような存在であろうとも、私達が必ず打ち倒してみせましょう！」

　そう言ったのは、茶髪の青年だった。

「おぉ！」

「まぁ！」

　突然の名乗りに驚きつつも、どこか希望を見つけたような表情を浮かべるオムロレルさんとオレリアさん。

　茶髪の青年──ディソールは、共に召喚されたという仲間達を紹介していく。

　十数人の内、大体半分くらいだろうか。

　……多くね？

　いや、こっちも俺を入れたら四人だけどさ。

　そして、ディソールに続けと、他の人達も自らを名乗り出し、その大体が伝説上の魔物を倒したとか、自分は最強の魔法使いだとか、何かしら付け足されていた。

　……えぇと、そういう事も言わないといけないのだろうか？　俺なら、邪神倒しましたとか？

　………………何か恥ずかしい。

　そんな事を考えながらディソール達を見ていると、彼等の視線が俺達に向けられている事に気付く。

　オムロレルさんとオレリアさんも、俺達へと視線を向けていた。

　…………………………あっ。俺達の番か。

「………………えっと、ワズです」

　やっぱり何か恥ずかしいので、簡潔に済ませた。

　周囲の人達は、それで？　と目で訴えかけてくるが、何かを成し遂げたとか、そういう事を言うつもりは無いので、もう見ないで下さい。

　続くフロイド、シロ、闇女神さんも簡単な自己紹介だけで終わったのだが、闇女神さんの時は、さすがにそのまま言う訳にもいかず、「ミヤ」と名乗っていた。

　闇を逆に呼んだだけだね。

　俺達が簡潔な紹介だけで終わらせるつもりであると理解したのか、オレリアさんが、こほんと咳払いして注目を集める。

「では皆様、私達の世界を救うためにご協力して頂けるという事で宜しいでしょうか？」

「お任せ下さい、オレリア姫様」

　ディソールが一礼しながら告げる。

　十数人の召喚された人達も一礼したり頷いたりと、了承を告げていた。

　何やら、彼がリーダーみたいになっている。

　……あの、俺達急ぎたいので、別行動したいんですけど。

「ありがとうございます」

　オレリアさんが、深々と頭を下げる。

　王様であるオムロレルさんも、同じように頭を下げた。

　そして、頭を上げたオレリアさんが告げる。

「それでは、最後にもう一つだけ伝えておかなければならない事があります。召喚された皆様には、元の力はそのままですが、世界を越えた事で何かしらの新しい力が、世界神からの恩恵として付与されておりますので、そちらを確認して頂けますか？　きっと、皆様の役に立つ事でしょう。この世界では、『ステータスチェック』と念じて頂ければ確認が取れますので」

　……え？　出来んの？　ステータスの確認が？

　ステータス。

　それは、自分の力をわかりやすく数値化したモノだ。

　だが、俺のステータスはよくわからない。

　もちろん、ステータスはきちんと表示されるよ………………うん。

　でも………………文字表記なんだよね。

　いや、文章とでも言えば良いのか……。

　と、とにかく、まともな表示でない事は間違いない。

　ちなみに、俺の最近のステータス表示はこうである。





　名前：ワズ　種族：人族　年齢：十八歳







　ＨＰ：誰も踏破出来ない高き山　　　　ＭＰ：訪れない春を待つ芽







　ＳＴＲ：理から外れし力　　　　　　　ＶＩＴ：侵されぬ神域

　ＩＮＴ：届かぬからこそ高嶺の花　　　ＭＮＤ：その全てが無為

　ＡＧＩ：捉えられぬ夢幻　　　　　　　ＤＥＸ：金に変わる泥







　スキル

「剣術」Ｌｖ：２　　　　　　　「格闘術」Ｌｖ：Ｍａｘ

「気配察知」Ｌｖ：Ｍａｘ　　　「危機感知」Ｌｖ：Ｍａｘ

「極食神」（固有）　　　　　　「状態異常ほぼ無効」

「完全神格化」（固有）　　　　「固有魔法：神」（固有）現在使用不可

「邪神化」（固有）　　　　　　「神邪人化」（固有）







　ｂｙ　永久の執事・フロイド






　………………そう、俺の隣に居るフロイドが書いたモノだ。

　俺のステータスは、神様達によって全て文字で表示されていた。

　どう見ても考えても、さっぱりわからない。

　何となく強いというのはわかるのだが、具体的な数値でないため、よくわからないのだ。

　他の人達は数値化されているのに……。

　ただ、スキルの方は光女神様達が元の世界に居るため、今はまともな表記である。

　だが、しかぁし！　これは、俺が居た世界での話。

　今居るここは、別の世界なのだ。

　という事は、俺のステータス表示も、この世界のモノに変わっているはずである。

　それはつまり、数値化されているという事だ。

　……………………漸ようやく……………………漸くだ。

　俺のステータスも、遂に数値化される時が来たという訳である。

　ディソール達も「ステータスチェック」と念じて、新たに授けられたという力を確認して喜んでいた。

　何やら、「速度がかなり上がった」とか、「魔力が大幅に増えた」とか、色々と耳に届くのだが、今はそれどころではない。

　俺にとって一番優先しなければならないのは、自分のステータスを確認する事である。

　これでも一応神ではあるし、邪神も倒しているのだ。

　きっと凄い数値なのだろう。

　俺は、逸る気持ちを一旦落ち着かせるように息を吐く。

　そして、「ステータスチェック」と念じると、頭の中にステータスが表示される。





　名前：ワズ　種族：人族ですか？　年齢：十八歳







　ＨＰ：初めまして　　　　　　　　　　　ＭＰ：イルムシュタッドで







　ＳＴＲ：世界神をしている　　　　　　　ＶＩＴ：女神です

　ＩＮＴ：ワズ様の事は、創造神様から　　ＭＮＤ：お聞きしました

　ＡＧＩ：私の世界を救うために来て頂き　ＤＥＸ：誠にありがとうございます







　スキル

「剣術」Ｌｖ：２　　　　　　　「格闘術」Ｌｖ：Ｍａｘ

「気配察知」Ｌｖ：Ｍａｘ　　　「危機感知」Ｌｖ：Ｍａｘ

「極食神」（固有）　　　　　　「状態異常ほぼ無効」

「完全神格化」（固有）　　　　「固有魔法：神」（固有）現在使用不可

「邪神化」（固有）　　　　　　「神邪人化」（固有）

「イルムシュタッド神は、ここに気付いた」（固有）







　ｂｙ　イルムシュタッド神






　……。

　…………。

　………………だよね。

　……わかってた。……わかっていたよ。

　結局、こうなるんだって事が。

　俺の淡い期待をことごとく潰すのが、神であるという事に。

　というか、お前もか、イルムシュタッド神様！

　いや、何となくわかっていたんだよね。

　俺の世界の創造神であるフロイドに連絡を取っていた時点で、こちらの神様もまともではない可能性があるという事に。

　それが見事に的中しただけ。

　………………たったそれだけの事。

　…………………………はぁ。

　というかさ、書き方間違っていますよ、イルムシュタッド神様。

　多分、俺の強さは変わらないんだろうけど、ＨＰとかＳＴＲとかの項目は、その数値を言葉にする場所であって、決して全てを使って一つの文章にするところではないと思います。

　挨拶は別のところで……と、思いながらステータスを確認していくと、スキルが増えている事に気付く。

　どうやら、確認したい項目を強く念じれば、詳細が表記されるようだ。

　なので、一応確認してみる。





「イルムシュタッド神は、ここに気付いた」（固有）




　…………………あれ？　こんなところがあったんですね。

　あっ！　ここに挨拶文を載せれば良かったのですか。

　これは大変失礼致しました。

　私は、イルムシュタッドの世界神をしている女神です。

　どうか、この世界をお救い頂けるよう、願っております。

　………………ステータスも直しておきますので。






　……。

　………………ん？　んん？

　直しておきますって………………もしかして、これって今なのかっ！

　現在進行中である事を証明するように、俺のステータス表示の一部がもう一度変わる。





　ＨＰ：永遠に減らないお菓子のお城　　ＭＰ：残された空箱







　ＳＴＲ：決して砕けない飴玉　　　　　ＶＩＴ：割れないお煎餅

　ＩＮＴ：残ったアイスの棒　　　　　　ＭＮＤ：溶けないチョコ

　ＡＧＩ：瞬く間に味が無くなるガム　　ＤＥＸ：積み上げられていくケーキの段






　………………全くわからん。直されても、さっぱりわからん。

　というかさ、このイルムシュタッド神といい、フロイド、光女神様といい、俺のステータスで遊び過ぎだと思うんだけど。

　普通に数字表記でお願いしたいのだが。

　今の俺の気持ちとしては、もしこれがカードに表記されているモノであれば、思いっ切り叩きつけていただろうという事だ。

　てかさ、何で俺と関わる神様は碌なのが居ないのだろう。

　……いや、戦女神様は、俺にとって良心の塊のような存在なので別だけど。

「はぁ～……」

　思わず溜息が出てしまう。

　そして俺は、フロイドへと視線を向ける。

　俺以外のステータスは、どう表記されているのかが気になったのだ。

「……そういえば、お前のステータスって、どんな感じなの？」

「ご覧になられますか？」

　え？　見れんの？

　そう思っていると、オレリアさんが壇上から声を上げる。

「良ければでございますが、『ステータスオープン』と念じて頂けると、自分以外の方にも見えるようになりますので、私に勇者様達の力をお見せ頂けないでしょうか？　もちろん、秘匿しておきたいのを非表示にも出来ますし、強制ではございません」

　ふ～ん。そうだったのか。

　なので、フロイドのステータスを見せて貰ったのだが、普通に数字表記だった。

　……解せぬ。

　何で俺だけ文字表記なのだろう。

　ただ、フロイドのステータスを見て、思う事が一つあった。

「……何か低くない？　これだと、思っている以上に弱いと思うんだけど」

　そう。フロイドのステータスが思っている以上に低いのだ。

　どれぐらいかというと、冒険者でいえばＢランクの上位くらいで、Ａランクには届かないくらいの強さしかない。

　いやいや、いくら力が落ちているとはいえ、仮にも創造神のはずなのに、これはありえないと思うんだけど。

　俺がそんな事を思っている間、少し向こうでは、ディソール達がオレリアさんに自分のステータスを見せ、もの凄く喜ばれていた。

　これで魔王にも勝てる！　と、ディソール達のステータスを見た、この世界の人達が叫んでいる。

　ちらっと見えたディソール達のステータスは、冒険者で言えばＳランクの上位に部類するぐらいの強さだと思う。

「もちろん、ここに表示されているステータスは、『偽装』しております。何せ、ここに居る私達は、既に全員人ではございませんので、見せる訳にはいかないのでございます」

「偽装？　そんな事も出来んの？」

「はい。完全神格化状態のワズ様であれば、可能でございます」

　それも初耳である。

　先程の念波といい、小出しに情報を与えるのは止めて欲しい。

　……いや、一気に教えられても覚えきる自信はないので、やっぱ良いや。

　念のため、シロと闇女神さんのステータスも見せて貰ったが、大体フロイドと同じようなモノだった。

　偽装は完璧という事か。

　なら俺も！　と、一瞬だけ完全神格化し、ステータスを偽装化する。

　そして、もう一度ステータスチェックした。





　ＨＰ：永遠に減らないお菓子のお城　　ＭＰ：残された空箱







　ＳＴＲ：決して砕けない飴玉　　　　　ＶＩＴ：割れないお煎餅

　ＩＮＴ：残ったアイスの棒　　　　　　ＭＮＤ：溶けないチョコ

　ＡＧＩ：瞬く間に味が無くなるガム　　ＤＥＸ：積み上げられていくケーキの段






　…………………………何も変わっていなかった。

　おいぃ～！

「何も変わっていないんだけど……一体どういう事？」

「ふむ……。どうやら、私達のモノとは違い、かなり厳重にロックがかけられていますね。私達の世界であれば突破出来るでしょうが、異世界ではそちらの神の方が優先されるようでございます。ワズ様のステータスは、イルムシュタッド神が直接書かれたモノですから、私達がこの世界に居る限り、ステータス表記の変更は出来ないかと」

　フロイドの言葉に泣きたくなった。

　つまり、俺はこの世界に居る限り、このステータス表記で過ごさなければならないという事か。

　……このやりきれない思いは、魔王にぶつけようと思う。

「そちらの皆様のステータスは、如い何か程ほどでしょうか？」

　オレリアさんが、俺達へと声をかける。

　こちらへと向ける眼差しは、どこか期待しているように見えた。

　ディソール達のステータスが思っている以上に高かったからこそ、俺達のステータスにも期待しているのだろう。

　けれど、フロイド達ならいざ知らず、さすがに俺のステータスを見せる訳にはいかない。

　文字ステータスなんて、明らかに異常だしね。

　ディソール達からも期待の眼差しを向けられるが、どうしようかと考えていると、フロイドが一歩前に出て一礼する。

「私のステータスはこのようになっております。ただ、私達の全員が同じようなステータスであり、神の恩恵も得られなかったようでして……。どうやら、私達は皆様の御期待には添えられないようでございます」

　その言葉を受けたオレリアさんが、開示したフロイドのステータスを見て、どこかガッカリしたように気落ちする。

　まぁ、それも仕方ないだろう。

　かなり大変な思いで召喚したのに、そのステータスが大した事ないのだから。

　そんな風に思っていると、フロイドが俺へと視線を向けている事に気付く。

「これで、私達に期待する事はないでしょう。縛られる事無く、自由に動けなければ、残り七日で帰る事は出来ませんからね」

　小声でそう呟いた言葉は、俺だけに聞こえていた。

　こういう事をするから、この執事は侮れない。

　多分だけど、フロイドなりに、俺を巻き込んだ事に対する責任を感じていて、こういう行動に出たのだろう。

　………………そうだと良いなぁ。





２






　ステータス確認が終わった後、オレリアさんから告げられたのは、ここは四大国家・ガーリスの王城であり、俺達のための部屋も用意しているそうで、まずはゆっくりと休んで体と心を落ち着かせて欲しいという事だった。

　そして、俺達やディソール達に、お世話係のような人が付けられる。

　ただ、そこには明確な差が出来ていた。

　オムロレルさんとオレリアさんから向けられる期待値の差だろうか？

　ステータスが高かったディソール達には、各個人に一人から二人の見目麗しい異性がお世話係として付けられ、偽装とはいえ、ステータスが低かった俺達は一纏めにされ、一人しか付いていない。

　まぁ、別に良いけど。

　そんな俺達のお世話係として現れたのは、金色の短髪がよく似合う女性だった。

　凜々しい顔付きに、仕立ての良い服を身に纏っているのだが、その体付きはかなり鍛えられているので、鎧でも着込んでいれば騎士にしか見えないだろう。

　ただ、その女性は片腕だった。

　左腕しかない……所いわ謂ゆる、隻腕である。

　それでも、そんな事は気にするなとでも言うように、その女性は快活な笑みを浮かべた。

「初めまして。私の名は『セリアス』。君達のお世話係を仰せつかった者だ。宜しく頼む」

「あっ、どうも」

　会釈しながら返す。

「それで、君達は一つのパーティーみたいだけど、誰がリーダーなんだい？」

　リーダー？　誰だろう？　と、振り返ってみる。

　フロイド達が一歩下がり、俺に向けて手の平を見せた。

　……うぅん。違うよ。

　そういうの、止めてくれないかな？

　まるで俺がリーダーみたいじゃないか。

「なるほど。君がリーダーなんだな。宜しく頼む」

　そう言って、その女性──セリアスさんが手を差し出す。

　ほらぁ～。やっぱり誤解されるじゃないか。

　俺はフロイド達に向けて非難の目を向けるが、笑みで返される。

「私はワズ様に仕える執事ですので」

「僕はワズに負けたしね」

「シロと同じく」

　……ぐぬぬ。

　どうしても、俺に押し付けたいようだが、要は考えようだと思う。

　俺がリーダーという事は、俺の好きなようにしても構わないという事だ。

　……誰も言う事を聞かなそうなのは間違いないが。

　俺は溜息を吐いて、セリアスさんと握手を交わす。

「ワズです。宜しくお願いします。セリアスさん」

「あぁ、宜しく頼む」

「それで、これから俺達はどうすれば良いんですか？」

「そうだな。まずは君達が使用する部屋へと案内しよう」

　そして俺達は、先導するセリアスさんの後を付いていくのだが、ディソール達の方も移動を開始していた。

　ただ、そちらにはオレリアさんも同行していて、この部屋から出るまでは一緒だったのだが、互いに会釈を交わした後、俺達は違う方へと向かって歩いていく。

　そのまま先導するセリアスさんの後を付いていくと、城から出た。

　……あれ？　城内じゃないの？

　外はすっかり夜でした。

　まぁ、説明が長かったし、夜になっていてもおかしくはない。

　周囲の様子を窺いつつ上を見上げると、星の光に照らされて、この城がかなり大きいというのがわかる。

　そして、俺達が連れて行かれた場所は、城の裏手にある広場の、近くにあった小屋だった。

　……おっと、もしや？

「……えっと、ここですか？」

　俺は、小屋を指差しながら尋ねる。

　すると、セリアスさんが申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「……あぁ。すまない。私達としても心苦しいが、ここを使ってくれ」

　俺は、改めて小屋へと視線を向ける。

　木造建築の小屋で、ここに建てられてからそこそこ経っているのが見てわかった。

　ただ、俺達四人が使用するため、外観だけで言えば、室内はそれなりに広そうではある。

「……実は、王城にある部屋は魔王が向かってきている事もあって、様々な用途に使われていてな、召喚者の人数が予定より多くなった事もあり、急遽全員分は用意出来なかったのだ。君達をこのような場所に泊める事になったのは、本当に申し訳なく思う。一応、既に掃除と食事の用意は終わっているそうなので、中にある物は好きに使って良いそうだ。それと、もし必要な物があれば、可能な限り用意するとも言われている」

　……まぁ、仕方ないんじゃない？

　一応、見せたステータスに関しては、ディソール達の方が圧倒的に高いし、そちらの方を優先するのは当然だろう。

　まぁ、ここに長居するつもりは無いので、寝られるならどこでも構わない。

　だから、俺としては、こんな小屋でも泊めてくれるだけありがたいと思う。

　寧ろ、城内の部屋で、この国の王族や貴族と相対しないだけ、気が休まると思った。

「別に構わないですよ。実際、俺達のステータスは低かったですし、あちら側を優先するのは当然だと思います」

　そう言うと、セリアスさんがほっと胸を撫で下ろして、小屋の扉を開いて中へと入っていく。

　俺は、一応念のために、フロイド達へと尋ねた。

「別に良いよな？」

「ワズ様の隣が、私の居る場所でございます」

「良いんじゃない？　そもそも時間がないんだから、長居するつもりはないんだ」

「私は、シロが居るならどこでも良い。ワズは、結婚式までに帰る事だけを考えていれば良い」

　フロイドの発言は聞かなかった事にするとして、全員特に気にしていないようなので、俺達も小屋の中へと入る。

　すると、入るのに合わせて、室内が明るくなった。

　光の発生源へと視線を向けると、天井に石が付けられている。

「……石が光っている？」

「うん？　あぁ、あれは魔石だ。私も詳しくは知らないが、魔力が込められた石という認識で良い。この世界では、魔石は様々な用途に使われていて、天井にある魔石は見たままで、室内を照らすだけだ」

　呟いた疑問に、セリアスさんが答えてくれた。

　そして、改めて室内を確認する。

　まずあったのは、少しだけ広いリビングと簡易なキッチンに、二人掛けのソファーが二脚と、大きなテーブルが置かれているだけだった。

　テーブルの上には、用意された食事が置かれている。

　リビングから続く通路には、手前に一つと奥に二つの扉があった。

「ここがリビングで、手前にある扉の先に洗面所と浴室があり、奥の二つが寝室となっている」

　セリアスさんが、小屋の中を簡単に説明してくれた。

　それで終わりかな？　と、思ったのだが、セリアスさんが帰る素振りを見せない。

　………………ん？

　疑問に思って視線を向けていると、セリアスさんがソファーへと腰を下ろし、テーブルの上にある食事へと手をつける。

　あれ？　それは俺達への食事じゃ？

　さすがに、このままという訳にもいかないので声をかける。

「……えっと、セリアスさん？」

「ん？　どうした？　食べないのか？」

「いえ、食べますけど」

「なら、一緒に食べようじゃないか。一人で食べるより、皆で食べた方が美味しいしな」

「……はぁ。……じゃなくて！　どうしてセリアスさんも一緒に？」

「………………？」

　言っている意味がわからないと、セリアスさんが首を傾げる。

　いやいや、俺も意味がわかりませんけど。

「………………あぁ。私は、君達のお世話係であるのと同時に、護衛でもあるんだ。君達のステータスでは、いざって時にその身を守れない可能性があるという事で、オレリア姫様から守護して欲しいと頼まれていてな。だから、一時の事ではあるが、私が君達と行動を共にする」

「……護衛ですか？」

「ん？　その目は疑っているな？　さては、私が片腕だからか？　私のステータスは、片腕でも君達よりかなり高いから安心してくれて構わない。これでも、元ガーリスの聖騎士隊長だからな」

　元とはいえ隊長という事は、かなり強い人なのだろう。

　そんな人がどうしてここに？　と思うが、悪い人ではないようなので、俺達もソファーへと腰を下ろし、食事に手をつける。

　用意された食事、美味っ！

　そのまま食事を続けるが、やっぱり気になったので尋ねた。

「えっと……『元』という事は、今は違うんですよね。という事は……」

「あぁ。察しの通り、両腕があった頃の話だ。今は、オレリア姫様付きの騎士となっている。……まぁ、お飾りではあるがな」

　どこか、自分を卑下するような笑みを浮かべるセリアスさん。

　そして、左腕で右肩をさすりながら言葉を続ける。

「……私の右腕は、魔王の一人──ファファルとの戦いによって失った。ファファルは好戦的な魔王として有名なのだが、こうして生きていられるのは運が良かっただけかもしれない」

「魔王ファファルですか？」

「あぁ。現在、『火』のクリスタルを所持している魔王だ。ガーリス聖騎士隊は、『火』のクリスタルを奪還するため、魔王ファファルへと挑んだのだが、結果は手も足も出ずに全員返り討ちとなった。魔王ファファルは、誰も殺さなかったよ。私のように体の一部を失う者は居たがな」

「慈悲深いって事ですか？」

「いいや、それは違う。魔王ファファルは好戦的と言っただろ？　戦いに飢えているのさ。期待を持てる相手であれば、あえて生かしてまた挑んでくるのを待っているのだ。そういう意味では、私達聖騎士隊は魔王ファファルの期待に応えたと言えるだろう」

　何それ、ちょっと怖い。

　戦闘狂という奴だろうか？

　そんなのとは正直関わりたくはないけど、元の世界に帰るためには相対しなければならない。

　ついでだから、もう少し魔王の事を聞いておくか。

「そんなのが居るんですね。……ちなみに、他の魔王ってどんなのが居るんですか？」

「他のか？　私は相対していないが、『水』のクリスタルを奪ったのは魔王ティアンで、『土』のクリスタルを奪ったのは魔王ズードというのはわかっている。ただ、それがどんな魔王であるかはわかっていない」

「どこに居るとかは？」

「魔王ファファルは闘技国レマンダに、魔王ティアンは水の都ガルドレーンに居るのは確認されているが、魔王ズードは地下迷宮に居ると言われている」

「なるほど。それじゃあ、残ったもう一人の魔王がここに向かっているという事ですね？」

「そうだ。魔王ルマルフが、『風』のクリスタルを奪いに向かってきている」

　……なるほど。

　魔王がどこに居るのかわかったのは助かるな。

　ただ、その場所がどこにあるのかさっぱりわからないから後で確認したいけど、地図とか見せて貰えるだろうか？

　でも、正直言って面倒臭いので、まとめて現れてくれないかなと思う。

　そして、セリアスさんを交えて軽く雑談を交わし、それぞれが浴室で体を洗い流してさっぱりした後、俺達は就寝した。

　ちなみに、部屋割りは、俺、フロイド、シロの男性陣と、闇女神さん、セリアスさんの女性陣で分けてある。

　ベッドに潜り込み、ウトウトしながら今後の事を考えていたのだが、中々寝付けない。

「何か、新しい世界に興奮して眠れないんだけど」

「気のせいだ、シロ」

　シロが今の状況に興奮しているのか、眠れないと言ってきた。

「私もでございます、シロ様」

「あっ、やっぱり！」

　お前もか、フロイド。

　……明日から魔王退治……もとい、クリスタル奪還に動かないといけないんだから、もう寝なさい。

「……四人の魔王かぁ～。どれぐらい強いんだろうね？」

「そうですね。この国の騎士達を拝見する限り、四大国家と言われるだけあって、それなりに精強である事が窺えます。それを物ともしないという事は、魔王はかなり強いのでしょう」

「それって、僕らよりも強いと思う？」

「いえ、充分対処可能かと。ワズ様に至っては、一撃ではないでしょうか？」

「あはは。さすがワズだね。でも、異世界の魔王はどんな姿をしているか気になるから、早く見たいな～」

　観光気分かと言いたい。

　けれど、今言うべき言葉は別にある。

「もう寝ようよ。今日を除けば、後六日しかないんだから、さくさく進んでいかないと結婚式に間に合わないんだから」

「心得ております、ワズ様」

「はいは～い。わっかりました～」

　これで漸く眠れる。

　俺はもぞもぞと動いてから、思考をゆっくりと休ませていく……。

　……。

　………………。

　…………………………。

「……あのディソールって人、オレリアって姫様に惚れたとみた」

「一目惚れではないかと愚考致します」

「それは俺も思った」

　もう良いよ。付き合えば良いんでしょ？

　わかったよ。眠くなるまで話をしようじゃないか。

　そして俺達は、互いに眠るまでくだらない事を話し続けた。

　……はぁ～。でも、やっぱり奥さん達に会いたい。








別章　龍王様。おつかいに行かされる









　我の名は「ラグニール」。龍王である。

　そう、龍王なのだ！　龍を統べる王なのだ！

　龍と言えば、それは正に力の象徴、権化と言っても過言ではない。

　我はその龍達を統べる王なのだから、それはつまり、この世界を統べる存在であってもおかしくないという訳だ。

　…………………………うむ。

　負けてない。我は負けていないぞ。

　この程度の事、我であれば容易に超えられるはずだ。

　何も問題は無い。

　そう！　何もどこにも問題は無いのだ！

「……何を考えておるのか知らんが、そろそろ限界のようじゃの」

　我の頭上から、義母様の声が聞こえた。

　義母様は、我の妻である白龍──メルの母で、同じく白龍でメギルという名である。

　言葉と共に、パタンと本が閉じる音がした。

　どうやら、義母様は我を見ながら本を読んでいたようだ。

　……全く、趣味が悪い。

「何か失礼な事を考えておらんか？」

　ビクッ！

　最近は、勘が鋭くて困る。

「……まぁ良いさね。今日の分はもう良いよ」

「ありがとうございます」

　ちなみに、今この場は、我が城の謁見の間である。

　義母様は、土下座を行う我を玉座から眺めていたのだ。

　何故、我が土下座をしていたかだが、良い所を見せようと頑張った結果、義母様が大事にしていたティーカップを誤って割ってしまったからである。

　そう、誤って。

　これ大事。

　なのに、謝罪のため、義母様から要求されたのは、決められた時間の間、土下座で過ごす事を義務付ける事であった。

　そして、本日の時間が終わったので、我は土下座から立ち上がったのだが、その瞬間、足から始まる痺れが全身を駆け巡り、そのままへたり込む。

　………………その体勢のまま、痺れが取れるまで待った。




　足の痺れが取れたので、城外に出てワズの所へと向かう。

　もちろん、親友で、これから義理の息子となるワズと一緒に遊ぶためだ。

　だが、その時、我は目撃してしまう。

　現在、我が城に滞在しているワズ、フロイド様、シロ、闇女神様が突然光に包まれ、その姿を消したのだ。

　一体何が起こった？

　ただ、何らかの異常を感じた我は、報告をするために城の中で花嫁衣裳を作っているワズの奥方達の下へと向かう。

　ワズの奥方達の中には、我の娘であるメアルも居るが、ただ愛娘に会いたいがためではないという事を、心の中で言い訳しておく。

　だって、メアル超可愛いし。

　そして、ワズの奥方達が居る部屋の扉を、けたたましい音を上げながら開く。

　決して我の存在を知らしめるためではない。

　こう、大きな音を立てた方が、緊急感が出ると思ったからだ。

「大変である！　我の目の前で、ワズ達が光に包まれて」

「今、向こうからの連絡を受けていますから、少し黙っていて下さいね、あなた」

　即座に妻に怒られた。

　しゅんとしながら部屋の様子を窺うと、ワズの奥方達と光女神様達の他に、我の妻であるメルも居る。

　七日後に行われる結婚式に向けて花嫁衣裳を作っているのだが、今は全員その手を止め、光女神様に視線を向けていた。

　その光女神様は集中しているのか、天井を見上げたままの姿勢で固まっている。

「……どういう状況なのだ、これは？　いや、そうではなく、実はワズ達がだな」

「あなた、少し黙っていて下さいと言いましたよね。それに、ワズさん達が他の世界へと転移した事も聞いています」

　隣に居る妻へと小声で話しかけたのだが、その反応がこれである。

　というか、少し待って欲しい。

　え？　他の世界へ転移？

　あれ？　直接現場を見た我よりも、既にそれ以上の情報が届いているのだが、一体どういう事なのだろう？

　もしかして、我ってここに居る意味が無い？

　……………………う～む。いや、我は龍王で、ここは我が居城。

　そんなはずは無い。

　……無いのだが、最近、周囲の者達の中で、我の存在が小さい気がする。

　少し悲しくなって、何故か泣きたくなってきた。

　よくよく見てみれば、ワズの奥方達もどこか緊張した面持ちをしている。

　その中には、当然我の娘であるメアルも居た。

　うむむ。

　メアルにあんな表情をさせるなど……これは、ワズが帰ってきたら義理の父親として一喝しなければならんな。

　そんな事を考えていると、光女神様が一呼吸置き、ワズの奥方達へと視線を向け、ワズ達が置かれている状況を語った。

　そして最後に、こう付け加える。

「どうやら、今は大丈夫なようです。ただ、向こうの世界が閉じたため、今は連絡を取る事が出来ません。ですが、創造神様からは、どうにか結婚式までに戻ってこられるように動くとのことです」

「……えぇと、ワズ様は無事なのですか？」

「問題無いそうです。……闇女神は召喚のついでに滅べば良かったのに」

　ワズの奥方達の内、ナミニッサが尋ねたが、光女神様が微笑みを浮かべて答える。

　答えを聞いて、ワズの奥方達はほっと胸を撫で下ろしていた。

　ただ、光女神様が浮かべる笑みの裏に、何かしら恐ろしいモノを感じるのは気のせいだろうか？

　最後の呟きは聞かなかった事にしておこうと思う。

「えぇと……これはどうしたら良いのだ？　私達に出来る事はないのだろうか？　このまま結婚式の準備を行っていて良いのか？」

　ワズの奥方達の内、サローナが不安そうに聞く。

　恐らく、夫であるワズの事が心配で、居ても立っても居られないのだろう。

　だが、光女神様は問題無いと、安心させるために微笑みを浮かべたままだ。

「現状、確かに私達に出来る事は何もありません。ただ、ワズさんなら、結婚式までの残り七日で、向こうの世界を救って帰ってくると思いませんか？　何が何でも結婚式を挙げるために」

　その言葉を受けて、ワズの奥方達は確かにと頷く。

　我も、それには同意である。

　何しろ、ワズが結婚式を挙げるために頑張っていた様子を我も間近で見ていたのだ。

　ワズであれば、どうにかこうにかして、結婚式までに帰ってくるだろうという予感があった。

　先程までと違って、部屋の中の雰囲気が明るくなった事に満足した光女神様は、再度自分に注目を集めるため手を叩く。

「さて、そうなると、私達もうかうかしていられません。ワズさんが帰ってきても、私達の方の準備が終わっていなければ、意味は無いのですから。さぁ、私達に残された期間も、残り七日。頑張りましょう！」

　おー！　と、全員がやる気を漲らせる。

　その様子に、我もうんうんと頷いた。

　すると、ワズの奥方達の内、カガネがぽそりと呟く。

「……それにしても、下手すれば、お兄ちゃんと七日も会えないのかぁ～」

　その言葉に、この部屋に満ちる空気が重くなる。

　…………………………う、うむ。

　このままここに居ても仕方ないし、そろそろお暇しようかな。

「あっ！　そうだ！　どうせなら、お兄ちゃんが帰ってきた時、驚かせるような事しようよ！　何か喜ぶような事を！」

　この場に居る全員が、それだっ！　と、天啓を受けた。

　そして、それぞれから様々な案が出るが、中々決まらない。

　やはり決め手に欠けている理由として最も大きいのは、時間が足りない事である。

　ワズの奥方達と光女神様達は、花嫁衣裳の製作で手一杯なのだ。

　それでも、やはりワズを喜ばせたいという思いが強いのか、次々と案が出てくる中、その最有力だったのが、ワズの奥方達の内、アリアが出したモノだった。

「そういえば、今思い出したんだけど、私とワズが幼い頃、遠目にだけど結婚式を見た事があって、ワズはその結婚式に目を奪われていたの。その後、どうしてそんなに見ていたの？　って聞いたら、色んな色の花が沢山着飾られていて綺麗だったって」

「色んな色の花？」

「そう。確か、赤、オレンジ、黄色、緑、水色、青、紫色の七種類の花だったはず」

　アリアの言葉でその様子を想像したのか、ワズの奥方達がうっとりとした表情を浮かべる。

「……でも、その七種類を集める時間が無いのもそうだけど、確か今は花が咲き始める時期だから、まだ芽吹いていない子が居るかもしれませんね」

　大地母神様がう～んと考えながら告げる。

　その言葉に、ワズの奥方達も悩み出す。

　すると、ワズの奥方達の内、キャシーが尋ねる。

「大地母神様の御力でもどうにもなりませんか？」

「う～ん。……種子があれば、私の力で芽吹かせる事は出来ますけど、その種子が手元に無い事には」

　つまり、手詰まりと言う事である。

　これはやはり、他の案にするしか──。

「大丈夫ですよ。それなら、夫に七種類の花、もしくはその種子を集めて来て貰いましょう」

　我の妻がそんな事を言った。

　………………おや？　我の妻が？　夫に集めて来て貰う？

　それはつまり、我が集めてくるという事か？

　あれ？　我としては、ワズも居ないし、愛娘のメアルと一緒に過ごしたいと思っていたのだが。

　しかし、この場に居る全員の視線が我に向く。

　………………圧を感じる。

　我の妻が、にっこりと微笑んだ。

「……メアルの晴れ舞台でもあるのだし、もちろん行ってくれるわよね？　あ・な・た」

「…………………………う、うむ。我に任せろ」

『宜しくお願いします！　龍王様！』「……宜しく」「キュイッ！」

　そして我は、震えながら親指を立てて了解を示し、泣きながら城から飛び出した。

　七種類の花を集めるために……。










「正直言って助かりますけど、良かったんですか？」

「良いのよ、ナミニッサ。土下座させっぱなしなのも可哀想でしょ。まぁ、お母様には私から言っておくから気にしないで」

「それは別に構わないのですが」

「それに、ワズさん達が居ないとなると、この城に居る男性は自分だけっていうのは寂しいでしょう？　だから、夫にも息抜きさせないとね」

「そういう事でしたか」

「ふふふ。それだけじゃないのよ」

「というのは？」

「夫が居なくなった事で、今この城には女性しか居ないのよ。なら、偶たまには女性同士で楽しむのも一興じゃない？」

「そうですね。お付き合いさせて頂きます」

「ええ。目一杯楽しみながら、夫とワズさん達の帰りを待ちましょう」
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　……。

　………………ん？

　何か、体を揺り動かされている気がする。

　気のせいだろうか？

「ワズ様、起きて下さい。緊急事態でございます」

　フロイドの声が聞こえる。

　けれど、目蓋が重くて中々開く事が出来ない。

　夜遅くまで起きていた影響で、体がまだ寝足りないと訴えているようだ。

　けれど、どこか遠くの方で、多くの人の歓声というか、騒がしい音が耳に届く。

「……うぅ～ん。一体何事だよ？」

　目を擦りながら上体を起こす。

「おはようございます、ワズ様」

「……おはよ」

　朝から元気だな、フロイドは。

　というか、俺と同じ時間に眠ったはずなのに、どうして普通に起きているのだろう？

　視界に入るフロイドの表情は、いつも通り胡散臭い笑みであった。

　……起きて見るコイツの笑みは、より一層胡散臭いな。

「それで、一体何事だよ？」

　そう言いながら、部屋の中を確認する。

　ベッドに潜った時から、何も変わっていない。

　シロも普通に眠っていた。

　……え？　何で俺だけ起こすの？

　不機嫌な表情を浮かべつつ、フロイドへと視線を戻す。

「魔王が攻めて参りました」

　……。

　………………。

　あれ？　おかしいな？　俺の耳がおかしくなったのだろうか？

　確認するために尋ねる。

「………………もう一回言ってくれる？」

「はい。魔王が現れました」

「ふ～ん……」

　ええええええええええ～！

　え？　もう？

　いや、確かに向こうから攻めてきてくれるなら、時間の節約になって助かるなぁって思ったけど、寝て起きて今ですか？

　せめて、ゆっくりと眠った後の昼過ぎにして欲しかった。

「……で？　今どんな状況なの？」

「私が調べましたところ、城と町を覆う壁の外にこの国の戦力を可能な限り配置し、魔王と付き従う魔物達を迎え撃っているようでございます。今のところは、魔王側も積極的ではないというか、遊んでいるようでして、まずは魔物の群れを先行させているので、それを迎え撃っているというところでしょうか。こちら側には、ディソール様達も当然居られ、オムロレル王様とオレリア姫様も参加されているようでございます」

　ディソール達はわかるけど、王様と姫様まで参加しているのか。

　まぁ、それだけの一大事だし、当然だろう。

「セリアスさんは？」

「セリアス様も、大剣を担いで向かわれました」

「大丈夫なの、それ？」

「本人が言うには、片腕でも盾ぐらいにはなれると」

　死ぬ気ですか？

　知っている人が死ぬのは、さすがにちょっと……。

「それで、俺達はどうしたら良いの？　参加しろって言われた？」

「セリアス様からのお言葉では、私達のステータスでは対応出来ないだろうという事で、この小屋で隠れておくようにと言付かっております」

　あぁ、そういえば、俺達のステータスは偽装していたんだっけ。

　でも、ここに「風」のクリスタルがあるのは間違いない訳だし、それを守る事も重要だ。

　俺達が他のクリスタルの所に行っている間に奪われては元も子もないし。

　それに、この世界の人達にとって、魔王は脅威的なようだし、その数を減らすのも必要だろう。

「そっか……。じゃあ、行くか」

「魔王退治ですね。かしこまりました」

「シロも起こさないとな」

「お任せ下さい」

　フロイドがシロを起こしている間に着替えを済ませ、リビングへと向かうと、そこにはソファーに座って優雅に紅茶を飲んでいる闇女神さんが居た。

「おはよ」

「……あぁ、やっと起きたのか。おはよう。事情は聞いているか？」

「さっきフロイドから聞いた。これから魔王のところに向かう予定」

「それは構わないが、随分と眠そうだな？」

「………………まぁ、色々あってね」

　あまり突っ込まれても困るので、そこで一旦会話を終わらし、テーブルの上に用意されていた朝食を口へと運んでいく。

　そうこうしている内にシロがフロイドと共に現れたので、朝食は歩きながら食べて貰う事にしたのだが、闇女神さんが甲斐甲斐しくシロの世話を焼いているのを見て、俺も奥さん達に会いたくなった。

　その光景を横目で見ながら、フロイドの案内で戦場へと向かったのだが、城が静寂に包まれているのが気になる。

「……魔王が攻めて来たっていうのに、城の方は随分と静かだな」

「魔王迎撃のために出払っているというのもありますが、残っている方のほとんどが眠っているからでしょう」

「ふ～ん……この緊急時に眠っているって……」

　フロイドの言葉に、一抹の不安を覚える。

「……何で眠っているって知っているんだ？」

「それはもちろん、私が情報収集のために催眠を施し、聞いて回ったからでございます」

　………………。

「……お前、何やってんの？」

「口の固い方が多くて、つい」

　いやいや、つい、じゃないでしょ！

　そういうのはやっちゃいけない事だと、俺は思うなぁ。

「ちゃんと責任取ってね」

「………………？」

　フロイドが、意味がわからないと首を傾げる。

「いやいや、どうしてわからない？　ちゃんと、事前に催眠をかけると言ってやったよね？」

「もちろん、事後承諾でございます。皆様、気にするなと申されておりました」

「催眠かけた後に承諾取れるのは、当たり前だろ！」

「ご安心下さい。私と出会った事は記憶から消しておりますし、回復魔法の方も一緒にかけておりますので、目覚めれば疲労も完全に無くなり、寧ろ元気一杯かと」

「そういう問題じゃなぁい！」

　目を離すとこれである。

　今度から、寝る時はどこかに縛り付けておいた方が良いかもしれない。

　ただ、どれだけ縛っても、普通に縄抜けしそうなのは、きっと気のせいじゃないと思う。

　そして、そのままフロイドの案内で城を出て、城下町の大通りを進んでいく。

　中々門まで辿り着かないので、それなりに大きな町である事がわかる。

　俺達の世界でいえば、王都イスコア並だろうか？

　歩きながら町並みの様子を確認すると、俺達の居る世界とそれほど変わらないように見えた。

　ただ、時折、よくわからない道具や食べ物がちらほら視界に入るので、今回の事が終わって結婚式を無事に挙げる事が出来たなら、奥さん達と共にこの世界に来て、色んな場所を巡るのも楽しいかもしれない。

　けれど、今そう思うのは不謹慎と思える程に、町に居る人達は全員怯えきっていた。

　まぁ、町を囲む高い壁の向こうには、魔王の一人が魔物の群れと共に来ているのだから、それも仕方ないだろう。

　それでも……そう、それでもと言いたい。

　魔王が来たと聞く先程までは、普通の日常だったのは間違いないのだ。

　俺達が進む大通りには、様々な屋台が並んでいた。

　多分、召喚されたディソール達を祝うためのものだと思う。

　そして、屋台からは、芳醇な匂いが漂ってくる訳で……ごくり。

　わかっている。わかっているさ。

　今は、そういう状況じゃないというのはわかっている。

　門の外では、ディソール達が戦っているのだろうし。

　けれど、用意された朝食では少し物足りなかったし……これから戦うかもしれないのだから、ご飯はきちんと食べておかないと力が出ないかもしれない訳で……。

「……なぁ、フ」

「かしこまりました」

　ロイド──と、名前を呼ぼうとしただけなのに、その行動は相変わらず速かった。

　肉の串焼きを販売している屋台へと赴き、かなり厚みのある肉が三つ付いている串焼きを三本買って、俺、シロ、闇女神さんへと手渡す。

「……あ、あぁ、ありがと」

「わ～い！　ありがとう！」

「……私は頼んでないんだけど。……というか、朝からこんなの無理だから、シロにあげる」

　闇女神さんが、シロに串焼きを渡す。

　どうやら、フロイドはいらないようである……じゃなくて。

「いやいや、どうして買えてんの？　お金は？」

　創造神としての怪しげな力でも使ったのだろうか？

「問題ございません。セリアス様から、もしもの時用にと、いくらか頂戴しておりますので」

　なら、安心だな。

　良かった。変な力を使ってなくて。

　……。

　………………いやいやいや、全然良くない。

　それはそれで問題があるよ？

　え？　あれ？　俺ってリーダー的な立ち位置じゃなかったっけ？

　皆、俺を指し示していたでしょ？

　なんで、受け取った後に黙っていたの？

　普通はさ、金を頂戴しましたと、俺に報告があっても良いんじゃないのかな？

　しかも、仮にも俺を主と呼んでいる執事だよね？

　金を受け取って、それを主に言わないってどういう事よ？

　いや、主と認めた訳じゃないけどさ。

「……俺、何も聞いていないんだけど？」

「些細な事でございます。ワズ様は主として悠然と構えていて頂ければ問題ありません。雑事は、全て私にお任せ下さい」

「いや、問題大有りだと思うんだけど？」

「なるほど。私を試されているのですね。大丈夫でございます。ワズ様のサポートを行うのが、執事である私の使命であると断言致します」

　フロイドの声からは、何かしらの決意のようなモノを感じる。

　そんな決意は捨ててしまえと言いたい。

　そもそも、別に試してもいないから。

　改めて、こんなのが俺達の世界の創造神で、よく世界が大丈夫だったなと思う。

　そうこうしている内に、門まで辿り着く。

　そして、俺とシロの手には、肉が無くなった串があった。

「……これ、どうしよう」

　シロと互いに顔を見合わせ、苦笑いを浮かべる。

　俺とシロは別に武器は必要無いんだけど、この串を武器にして戦えば良いんだろうか？

　いや別に、串を武器にして戦っても、魔王の一、二人、相手じゃないんだけどさ。

　……う～む。

　こういう時、メアルが居れば、「時空間魔法」の中にしまって貰って、後で捨てるんだが。

　ポイ捨てはしませんよ。

　俺とシロがどうしようかと悩んでいると、フロイドから声がかかる。

「お困りのようですね。では、今はこの中にしまっておきましょう」

　そう言って、フロイドが「時空間魔法」を発動して、串をその中にしまう。

　………………使えたんかい。

　まぁ、基本的にコイツは何でも有りだから、今更だな。

「……じゃあ、行くか」

　そして俺達は、門を潜って外へと出た。





２






　町の外に出た俺達の視界に飛び込んできたのは、大勢の騎士達や戦士達の背中と、その向こうに居る魔物の群れだった。

　どうやら、魔物の群れは周囲を取り囲んで、誰も逃がさないようにしているようだ。

　ただ、まだ睨み合っているままで、本格的な戦いは始まっていないように見える。

　大勢の騎士達と戦士達の中を搔きわけるように前へと出ると、ある一部分では戦闘が起こっているのがわかった。

　ディソール達である。

　四枚羽の巨大な緑色の龍と、激闘を繰り広げていた。

　ディソール達の後方では、完全武装しているオムロレルさんとオレリアさんが、心配そうな表情を浮かべて眺めている。

「ディソール達は、もう戦っているみたいだな」

「そのようですね」

「あの緑色の龍が魔王なのかな？」

「魔王であろうとなかろうと、どちらでも構わないが、劣勢のように見える」

　そう。闇女神さんが言うように、ディソール達はかなり追い詰められていた。

　装備している防具は所々剝がれ落ちていて、傷も負っている。

　対して、緑色の龍の方は無傷に近い。

「くっ！　召喚された勇者として、ここで負ける訳にはいかない！　『聖光剣』」

　ディソールがそう叫びながら剣身を撫でると、撫でた部分から剣身が光を纏っていく。

　多分、必殺技なのだろう。

　……俺の「神キック」のようなものか。

　そして、その光は更に輝きを増していき、元となっている剣の倍の長さになった。

「これでどうだぁ～！」

　ディソールがそのまま突撃する。

　その動きに合わせて、ディソールの仲間達や、他の召喚された者達が緑色の龍に対して牽制を行って、隙を作り出した。

　その隙を突くようにして、光り輝く剣が緑色の龍に向かって振り下ろされる。

　手応えを感じたのか、ディソールは笑みを浮かべるのだが、緑色の龍には傷一つ付いていないのがわかると、驚愕の表情へと変わった。

　緑色の龍が煩わしそうに顔を顰め、尻尾を振り回してディソールを打ち飛ばす。

「馬鹿なあああぁぁぁ～！」

　ディソールは、叫び声を上げながらオレリアさんの前まで飛ばされた。

　ただまぁ、もちろんそれでやられてはおらず、剣を支えにして何とか立ち上がる。

　そんなディソールの所へと仲間達も向かった。

「フハハハハハッ！　どうしたどうした！　四大国家と大層な呼ばれ方をされておきながら、この程度でしかないのか？　我が配下の龍にすら、満足に勝てないのか？　んん？」

　ディソール達の様子を見て、そう声を上げる者が居た。

　そいつは魔物の群れ側に居て、魔物達よりも一歩前に出ている。

　高級そうな服を身に纏い、緑色の長髪を振りまきながら、両腕を広げて大仰な構えを取っていた。

　頭には二本の角が生えており、鋭い目付きの顔立ちに、今は愉快そうな笑みを浮かべている。

　あれが魔王で良いのかな？

「力の差は歴然だろう？　だから、お決まりの台詞を言ってやろう！　命が惜しければ、この魔王ルマルフに『風』のクリスタルを渡せ！　あぁ、それとも、蹂躙されて奪われる方がお好みか？」

　あっ、魔王で良いんだな。

　俺達はのほほんとその光景を眺めていたが、ディソール達やオムロレルさん、オレリアさんは悔しそうな表情を浮かべていた。

　なので、俺はフロイド達へと声をかける。

「じゃ、そろそろ行くか」

「かしこまりました」

「よ～し！　遊ぶぞ～！」

「やれやれ。面倒臭いから、さっさと終わらせるか」

　そして、魔王に向けて歩き出そうとしたのだが、その前に、俺達に向けて人の形をしている大型の魔物が現れた。

　周囲に居た兵士達は、俺達を置いて後方へと下がる。

「グフフフ……何やら、美味しそうな者達が居るなぁ」

　笑みを浮かべる口からは、涎がだらだらと垂れているのだが、それを拭おうともしない。

　その大型の魔物は、ゴブリンのような顔に、赤黒い肌を鎧で隠している。

　手には、一振りで何十人も斬れそうな程の大剣を持っていた。

「どれ、魔王ルマルフ様が蹂躙する前に、味見をしてやろう」

　そう言って、俺達を摑もうとしてきた大きな手を軽く弾く。

「ぐっ！　貴様ぁ、弱い人間が調子に乗るなよ！」

　大型の魔物が、手に持つ大剣を俺に向かって振り下ろしてきた。

　……短気だなぁ。

「危ないっ！」

　叫び声が聞こえてきたので、そちらの方へちらっと視線を向けてみれば、セリアスさんが俺達に向けて駆けてくるのが見える。

「大丈夫ですよ、セリアスさん」

　俺は、セリアスさんを安心させるために、そう言った。

　ついでに、大型の魔物が振り下ろす大剣を片手で受け止めて。

「な、なにっ！」

　大型の魔物は驚き、大剣を手元に戻そうとするが、俺ががっちり摑んでいるため、ビクともしない。

「………………」

　セリアスさんは信じられないと、ポカンとしていた。

「それじゃあ、セリアスさん。後の事は任せて下さい」

　そう言って、俺は大型の魔物の腹に一発入れる。

「ぐふぅっ！」

　そんな声と共に、大型の魔物が蹲うずくまった。

　俺は、そのまま大剣ごと大型の魔物を持ち上げ、先にあるモノを確認する。

　えぇと……あそこに居るから……もうちょっと角度を変えて……うん。これで問題無い。

　そして、俺は魔王に向けて大型の魔物を投げる。

「ほいっ！」

　魔王に向けて、地面を削りながら飛んでいく大型の魔物。

　だが、魔王はその存在に気付くと、ひょいっとよけた。

　大型の魔物は、そのまま魔王の後方に居た魔物達を巻き込んで、視界から消える。

　そして、魔王は俺達へと視線を向けてきた。

　完全にガッチリ固定されているのだが、まるで俺達を値踏みするようなモノを感じる。

　気持ち悪い……と、思う反面、まさか？　と疑ってしまう。

　仮にも魔王と呼ばれている存在と力を持っているのだ。

　俺達の力の一端を感じているのかもしれない。

　まぁ、だからといって、どれだけ警戒しようとも、そう簡単にやられる俺達ではないが。

　……ただ、気になる事がある。

　魔王の視線は、確かに値踏みするようなモノなのだが、もの凄く嫌悪感を覚えるのだ。

　しかも、俺、フロイド、シロ、と男性陣しか見ていない。

　闇女神さんが見えていないかのように。

　………………どうしよう。その視線の意味を理解したくないと、本能が訴えかけている。

　………………あっ！　背中に嫌な汗が！

「よし！　決めた！」

　魔王がそう言って、涎を垂らしながら淫靡な笑みを浮かべる。

　うぇ～……。

「今夜の相手は、君にしよう！　この国を滅ぼして『風』のクリスタルを奪った後、たっぷりと可愛がってあげるために、君は生かしてあげよう」

　どうやら、この魔王は男色家のようだ。

　その魔王が指差したのは………………俺、ではなく、隣に居るシロだった。

　ほっと、心から安堵する。

　シロさん、頑張って下さい。お疲れ様で～す。

　俺とフロイドは、即座にシロから距離を取り、健闘を称えるように一礼する。

「ありがとう、シロ。俺達のために、尊い犠牲になってくれるなんて……」

「シロ様との友情を育んだ時間は短かったですが、その分濃いものでした。私は……決して忘れません」

「いやいやいやいやいやいや！　犠牲になんてならないから！　いや、犠牲って何されるの？　もちろん、知りたくないけどね！　その前に、何で僕から距離を取るのさ！　逃げないでよ！　僕達、友達でしょ？」

　シロが、俺とフロイドの下へと近付いてくる。

　だが、俺とフロイドは、近付かれた分距離を取っていく。

「……あぁ、そうだな。俺達は友達だ。何があろうとも……そう、何があろうとも。……くっ」

「シロ様……頑張って下さい」

「頑張らないから！　何も頑張る必要はないからね！」

「え？　頑張る必要がない？　……それってつまり」

「シロ様は、既にそういう経験がお有りという事でございますか」

「「あぁ～……」」

「勝手に納得しないでよ！　そんな訳ないでしょ！　あぁ、もう！　ほんと、ワズとフロイドが組んだら、厄介でしかない！　全然勝てる気がしないし！」

　止めろよ！　俺とフロイドを厄介者みたいに言うのは。

　まぁ、大体一緒に居るのは間違いないのだが、それでも心外である。

「………………褒めても何も出ないぞ？」

「ワズ様。私の時空間魔法の中に収められていた、このよくわからない花など如何でしょうか？　きっと、シロ様が何かを乗り越えた時に、何かしらの反応を示すと思うのですが？　例えば、ぼとっと落ちたり」

「良いねっ！」

「全然良くないからねっ！」

　シロから突っ込みが入る。

　さて、そろそろおふざけも止めておこう。

　あんまり相手を待たせるのも失礼だし。

　ただ、少しやり過ぎた感はあるので、俺とフロイドは、シロに冗談だからと謝った。

「…………………………本当に冗談だったんだよね？」

　嫌だ！　疑心暗鬼でいらっしゃる！

　後で、何か甘い物でも買い与えておこう。

　今は肯定するように力強く頷いておく。

　友達を売り渡すような真似はしないし、そもそも、向こう側に居る魔王と魔物の群れぐらいなら、シロ一人でもどうにでも出来ると思う。

　シロも以前の俺と同じく「神格化」する事が可能であり、神の領域に片足を突っ込んでいるのだ。

　いくら戦闘向きの力ではないとはいえ、その力は魔王や魔物の群れを同時に相手取っても余裕だろう。

　まぁ、シロには切り札として、「神・混合」という闇女神さんと一体化する手段があるのだ。

　その時の戦闘力は、俺の「完全神格化」状態に近い力を有している。

　だからこそ、余裕を持って事に当たれるのだ。

　もう一度謝るとシロも機嫌を直したので、俺達は魔王へと視線を向ける。

「さぁ、さくっと終わら………………あれ？」

　確認するように目を擦ってから、もう一度見る。

　………………。

　………………既に魔王がボコボコにやられていた。

　闇女神さんによって。

　俺、フロイド、シロも何でこうなったかの事態に付いていけず、ポカンとしてしまう。

　………………どゆ事？

「てめぇ！　私のシロに色目使って手を出そうとするなんて、舐めた事してくれるじゃないか？　……おら！　聞いてんのか？」

「………………」

　魔王は既に虫の息だった。

　その状態で話は聞けないと思うので、無茶苦茶だなと思う。

　ただ、状況は何となく理解出来た。

　シロに手を出そうとした魔王に、闇女神さんがキレたという事で間違いないだろう。

　そして、俺、フロイド、シロが会話をしている間に、闇女神さんが魔王をボコボコにしたと。

　………………うん。闇女神さんに愛されているね、シロ。

　シロもその事に気付いたのか、嬉しそうに顔を綻ばせている。

　フロイドは、相変わらずニコニコと胡散臭い笑みを浮かべていた。

　闇女神さんは、魔王に対して追い打ちをかけるように何度も蹴りながら、「おい、聞いてんのか？　コラッ！」と柄が悪い。

　しかも、きちんと手加減して魔王を殺さないようにしているのが、心底怖いと思った。

　シロをからかうのは程々にしておこう。

　俺、フロイド、シロは闇女神さんの事を知っているため、すんなりと受け入れる事が出来るのだが、その光景を見ている他の人達や魔物の群れはそうもいかないようで、皆固まっていた。

　その中で、最初に気が付いたのは緑色の龍である。

　ハッ！　と、我に返ると、魔王を助けるためか、闇女神さんに向けて襲いかかった。

　無謀な事を。

「あぁ？　てめぇもぶっ潰されたいのか？」
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　闇女神さんの一睨みで、緑色の龍は沈黙した。

　ビタッと動きを止め、少し逡巡した後、どこから取り出したのか、白旗を掲げる。

　……うん。怖いよね。

　緑色の龍を一睨みで黙らせた事で、ディソール達やこの国の人達が更に驚いている。

　魔物の群れの方も、どうしたら良いのかわからないのか、ピクリとも動かない。

　多分、動けば闇女神さんの注意を引く事になって、殺されるとでも思っているのだろう。

　その気持ち……わからないでもない。

　ただ、このまま傍観している訳にはいかないので、俺達は闇女神さんの所へと向かって駆け出した。

　闇女神さんの所へと辿り着くと、シロがそのまま闇女神さんと熱い抱擁を交わす。

　シロには、闇女神さんの怒りを鎮めて欲しい。

　今はちょっと、怖くて近付けないから。

　フロイドも、俺の隣に陣取っていた。

　なので、闇女神さんの怒りが治まる間にやるべき事を済ませておこうと思う。

　俺とフロイドは、足元に居るボコボコにされた魔王へと視線を向ける。

「……見事にやられているな。しかも、辛うじて生き残らせているとか……怖いな」

「私達も気を付けておきましょう。いつ、彼女の怒りの矛先が、こちらへと向かうかわかりませんから」

「……まぁ、そうなったら、大体がお前のせいだと思うけどな」

「執事の責任は主の責任。それに、今の私の力は闇女神さんよりも劣っているため、守って頂きたいのですが？」

「確かに、俺なら対処出来るだろう。だが、俺は涙を吞んで、怒りを鎮めるためにお前を生贄に差し出そうと思う」

「安心して下さい。必ず逃げ切って、ワズ様の下へと参りますので」

　……多分、実際そうなったら、フロイドは必ず俺の所に来るだろう。

　巻き込むために。

　そうなる事が容易に想像出来たが、今の問題はそれではない。

　目の前の魔王である。

「……さすがに、このまま放置する訳にはいかないよな？」

「そうですね。またここに来られて、その時私達が居なければ、『風』のクリスタルが奪われてしまうかもしれません。なので、力を封印して、後の事はこの国の人達に任せましょうか？」

「封印？　出来んの？」

「出来ますよ。こんな風に」

　そう言って、フロイドが何かしらの言葉を呟くと、魔王の体を中心に円形の魔方陣が出現し、それが段々と小さくなって、最終的には魔王の首へと巻き付くように固定される。

「……え？　これで、もう大丈夫なの？」

「はい。きちんと、魔王の力はこれで封印されております。さすがに弱っていなければ抵抗されていたでしょうが、今は弱り切っていましたから簡単でございました」

　相変わらず、大体何でも出来るな。

　これで、普段の行動が改善されれば完璧なのだが……。

「終わったぁ～？」

　シロから声がかけられる。

　そちらの方へと視線を向けると、満面の笑みを浮かべるシロと闇女神さんが居た。

　既に怒りが消えているようなので、ほっと胸を撫で下ろす。

「何だ、生かしたのか？　殺してしまえば簡単なのに」

　………………闇女神さんの闇を感じた。

　ただ、もう力を封じたから、後はこの国の人達に任せる事にしたのを伝える。

　それを聞いた闇女神さんは「ふ～ん。まぁ、もうどうでも良いけど」と、完全に興味を失っていた。

　シロとの熱い抱擁によって、かなりご機嫌のようだ。

　腕も組んでいるし。

　……はぁ、俺も早く奥さん達に会いたい。

「魔王の方は理解したけど、あっちはどうするつもり？」

　闇女神さんが、空いている手を使ってある場所を指差す。

　そこに居たのは、緑色の龍だった。

　指差された緑色の龍は、ビクッ！　と体を反応させ、カタカタと震え出す。

　あぁ～、そういえば、まだコレが居たな。

　ざっと見た限り、ディソール達の力量で対処出来ないのは、魔王と緑色の龍だけだと思う。

　そして、魔王の方は力を封じたので問題無いのだが……さて、どうしようかな。

　緑色の龍へと視線を向けると、向こうも俺を見る。

　すると、鼻で笑われた。

「はっ！　私が平伏したのは、そこの女にだ。貴様ではな」

「言っておくけど、そいつは私よりも圧倒的に強いから。ちなみに、私達を束ねているのもそいつ」

「………………」

　緑色の龍の言葉を遮って、闇女神さんが告げると黙ってしまった。

　というか、こいつ喋れたのか。

　感心するように見ていると、突然、緑色の龍が土下座した。

「どうか、命だけはっ！　これでも、生まれたばかりの娘が居まして、まだ死ぬ訳にはいかないのです。今回の事も、娘を安全な場所で育てるため、魔王ルマルフ様に従っていただけなのです」

　………………何だろう。

　どこかの龍王を思い出してしまう光景だな。

　そういえば、元気にやっているのだろうか？

　俺が居ない事でメアルを構い出すのだが、結局怒られていそうな気がしないでもない。

　親友のラグニールの事を考えるが、今は目の前の龍の事だと頭を振って切り替える。

　ふと、思った事を尋ねてみた。

「一つ聞きたいんだけどさ」

「はっ！　何なりとお聞き下さい」

「……えっと、他の魔王の居場所ってわかる？」

「魔王ファファル様は闘技国レマンダに、魔王ティアン様は水の都ガルドレーンに、魔王ズード様は地下迷宮に居られます」

　なるほど。セリアスさんから聞いた通りの場所に居るんだな。

「なら、俺達をそこまで案内する事は出来る？　例えば、空を飛んでとか？」

「可能でございます。ただ、魔王様達は私よりも格段に強いため、戦闘の協力は出来ないかと」

「あぁ、それはこっちでやるから問題無い」

　それは別に期待していない。

　道案内さえきちんとしてくれれば問題無いのだ。

　何しろ、この世界の地図を見ていないから、どこに何があるかとかわからないので、困っていたのは間違いない。

　しかし、この緑色の龍が居れば、それも解決である。

　なので、早速出発しようと思ったのだが、力を封印した魔王の事を伝えておかないといけない事を思い出す。

　この国の王であるオムロレルさんに伝えれば良いかなと考えていると、こちらへと向かって駆けて来る人が居る事に気付く。

　それは、セリアスさんだった。

　俺達と少なからず接していたからこそ、他の誰よりも一早く立ち直ったのだろう。

　セリアスさんが俺達の傍まで来ると、一旦呼吸を整えてから声をかけてきた。

「……色々聞きたいのだが、君達は一体何者なんだ？」

「あ～……え～……まぁ～……」

　どうしようかと考えながらフロイド達へと視線を向けると、口々に答えていく。

「ワズ様と忠実なる従者達」

「ワズとその友達一行」

「化け物と一般人達」

　ちょっと待って。

　まず、俺を中心にして矢面に立たせようとするのは止めて貰おうか。

　そして、闇女神さん……俺を化け物と呼称するのも止めて欲しい。

　いや、もしかしたら、俺は一般人枠で、フロイドが化け物枠かもしれないな。

　………………ないか。

　フロイド達の言葉を聞いて、セリアスさんは困ったような笑みを浮かべ、説明を求めるように俺へと視線を向けてきた。

　勘弁して下さい。

　もう色々面倒になってきたので、セリアスさんに全て伝えて任せようと思う。

「えっと……俺達の事は、詮索しないで頂けると助かります。あっ、味方であるのは間違いありません。ただ、俺達には俺達の目的があるので、このままこの国に留まる気はありませんので」

「え？」

　セリアスさんが困惑した表情を浮かべるが、このまま押し切ろうと思う。

「それで、さすがにこのまま行くのは色々と不安なので、まずはこうします」

　そう言って、俺は「完全神格化」状態へと変わり、城と城下町を覆う結界を構築した。

　パキパキと音を立てながら、半円の結界が出来上がっていく。

　まぁ、これでここは大丈夫だろう。

　魔王は封じたし、魔物の群れぐらいなら、ここに居る人達でも充分対処可能だろうし、そもそも、そこまで面倒を見る時間が俺には無いのだ。

　自分達でどうにか出来る部分は、どうにかして貰わないと。

　セリアスさんが、驚きで目を見開く。

「これでもう大丈夫でしょう。たとえ魔王であろうとも、そう易々と破壊される事はありませんし、魔物も結界内に入る事は出来ないようになっています。皆さんは自由に出入り出来ますよ。それで次にそこの魔王ですが、力を封印していますので、後の事はお任せします」

　え？　え？　と、セリアスさんは視線を俺や町、魔王へと向けていく。

　飲み込む時間は後でくると思うので、頑張って下さい。

「それじゃ、俺達はもう行くので。……そうそう、セリアスさんにはお金の工面とか色々助かりましたし、これはそのお礼です」

　俺はセリアスさんの右肩へと向かって手をかざし、「固有魔法：神」を使用して、セリアスさんの右腕を再生させる。

　右腕が再生されていくのを、セリアスさんは信じられないとでもいうように凝視し続けた。

「……これで大丈夫かな。ただ、感覚は前のようにはいかないと思いますので、これから大変だとは思いますけど」

「………………そこまで気にしなくても良い。……今、言うべき言葉は感謝だけだ。……ありがとう」

　セリアスさんは再生された右腕を見続けながら、涙を流す。

　喜んでいるようなので、良かったと思う。

　さて、最低限伝える事は伝えたので、そろそろ行こうかとフロイド達へと視線を向けるのだが、そこには誰も居なかった。

　……おや？　どこに？

　周囲を確認すると、フロイド達は既に緑色の龍の背へと乗っていた。

　行動が速いな……。

「それじゃ、セリアスさん。お世話になりました」

　セリアスさんに向けて一礼して、俺も緑色の龍の背へと乗る。

「……また……この国に来てくれるか？」

　緑色の龍が飛び立とうとした時、セリアスさんの声が届く。

　なので、俺は笑みを浮かべて答えた。

「その時が来れば！」

　セリアスさんに聞こえたかはわからないが、そう答えておいた。

　そして、空高くまで上昇すると、緑色の龍が尋ねてくる。

「まずは、どちらへ向かえば宜しいでしょうか？」

「そうだな……。ここから一番近い魔王は誰？」

「水の都ガルドレーンに居られる、魔王ティアン様でございます」

「じゃ、そこで」

「わかりました」

　そして俺達は、緑色の龍の背に乗って、水の都ガルドレーンへと向かう。
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　住処である城から飛び出した我は、空を飛びながら考える。

　七種類って多くないだろうか？

　一種類でも良くないだろうか？

　確かに色は一つかもしれないが、数多く集めれば壮観ではないだろうか？

　だが、仮に一種類だけ持ち帰ったとしよう。

　妻や義母上様、ワズの奥さん達、光女神様達から向けられる、蔑むような……残念な子を見るような目に耐えられる自信が無い。

　それに、ワズの奥さん達の中には、我の娘であるメアルも居るのだ。

　もしメアルにそんな目で見られた日には………………生きていく自信を失う気がする。

　折角ワズが居ないのだから、メアルと一緒に戯れたかった。

　父と娘の大切な時間が中々取れない。

　けれど、これは考え方次第ではないだろうか？

　ここで、全員が喜ぶような七種類の花を持ち帰る事が出来れば、最近落ちている我の威厳も回復するのではないだろうか？

　それに、即座に集めて帰る事が出来れば、それだけメアルと共に居られる時間も増える。

　………………おぉ！　これは良い考えではないだろうか？

　七種類の花でメアルが喜ぶ。

　そんなメアルから、向けられる尊敬の眼差し。

　そして、父と娘が大切な時間を過ごす。

　………………うむ。

　我も嬉しいし、メアルも嬉しい。

　完全勝利の結果である。

　そう考えれば、我の体に力が漲っていく。

　七種類の花など、我にかかれば即座に集めてみせようぞ。

　意気込んだ我は、その日、七種類の花を求めて山の中を飛び回った。

　……。

　………………。

　…………………………翌日、ある問題に気付く。

　それは、七種類の花をどう集めるかである。

　そこいらに生えている花を七種類集めるのは論外という結論に至った。

　どうせなら、龍王らしく、豪華な花を集めたい。

　娘の晴れ舞台なのだしな。

　しかし、そうなってくると、当てが全く無い。

　さてどうしたものかと少し考えた末、我は知人を頼る事にした。

　ワズと同じく？　人族なのだし、きっと妙案を出してくれるだろうと期待して。

　ただ、龍形態で向かうと余計な混乱を招くのはわかりきっているので、目的地の近場に降り、人化してから向かう。

　それから少し歩くと、目的地が見えた。

　目的地の門には少しだけ列が出来ていたので、それに並ぶ。

　前回ワズと共に来た時に、その程度の事は学習しているのだ。

　……ふっ。何しろ、我は龍王だからな。

　この程度の事、造作もない。

　程なくして、我の順番になると、門を守るように立っている人族が声をかけてきた。

「ようこそ、城塞都市リニックへ。身分証をお持ちでしたら、確認させて頂けますか？」

　……はて？　身分証とは？

　我が首を傾げると、門を守る人族が困ったような笑みを浮かべる。

「……身分証？　……あぁ、身の証を立てろという事か？　ならば、我は龍王であるぞっ！」

　我は、ふんぞり返って身の証を立てる。

　どうだっ！　この溢れんばかりの龍王のオーラを！　フッ！　ハッ！

　我こそが、大陸中央の山の頂点に君臨する龍王であるぞっ！

　グワハハハッ！

「………………」

　……む？　反応が無いな。

　いや、我の溢れ出ている龍王のオーラに当てられたのかもしれん。

　やはり、我は龍王。そこいらの者とは格が違──。

「はいはい。面白かった、面白かった。でも、このリニックで、そういう冗談は言わない方が良いよ。何せ、ここは一度、龍王様に助けられた事があるんだからさ。それ以来、住民全員が龍王様に感謝して、毎日祈っているんだからね。町の中でそんな事を言うと、住民全員から袋叩きにされるよ？」

　おぉう。そういえば、そんな事があったな。

　しかし、この町の者達は見事な心掛けである。

　我を慕う人族の町か。

　………………良いな。今度、メアルと共に来よう。

　この町で、我がどれだけ慕われているかを知れば、凄いと褒めてくれるのは間違いない。

　自分の父親であると思ってくれるかもしれない。

　いや、絶対そう思うはずだ。

　………………って、ちょっと待て！

　我がその龍王なのだぞっ！

　なのに、どうして目の前の人族は気付かない！

　いくら人化しているとはいえ、名乗ったのに、それを信じないとは一体……。

　もう一度名乗ってみるか。

「我がその龍王である」

「よぉし、わかった！　つまり、リニックに喧嘩を売りに来たんだな！」

　そう言って、目の前の人族が腰に下げている鞘から剣を抜き、その切っ先を我へと向けてきた。

　何でそうなるっ！　我は正直に名乗っただけなのに！

　しかし、これは困った。

　目の前の人族を葬るなど簡単な事だが、我を慕う者を手にかけるのは気が引ける。

　それに、それをしてしまった場合、これから会う知人に迷惑をかけてしまうかもしれないし、ワズが帰ってきた後、その事を知ってしまったらどうなるかわからないし、義母上もどう出るかわからないのが心底怖い。

　最悪……命を失う可能性もある。

　………………おや？　これは……詰んだ？

　ぐぬぬ。このままでは、おつかいも満足に出来ない父親の烙印を押されてしまうのは間違いない。

　それは駄目だ。それだけは駄目だ。あぁ、駄目だ。

　やはり、この状況をどうにか打開しなければならない。

　何かこの状況をどうにか出来るモノでもないかと、我は周囲を確認する。

　すると、門の向こうから出てくる者の姿が目についた。

　そいつは、とても自然体な感じで、目の前の人族の後ろを歩いていく。

「後ろ通りま～す」

「え？　……あぁ、ルト殿か。これからまた、例の場所ですか？」

「その通り！　……フッ。仕方ないだろう？　私が来るのを待っている女性達が多いのだからな。モテる男は時間に追われるものだよ」

「……その噓、もう皆知っていますよ？」

「噓じゃないから！　本当だからっ！　……まぁ、実際待っているのは男性エルフで、戦闘訓練をお願いされているだけなんだがな」

　最後の方は呟きだったのでよく聞こえなかったが、そいつは間違いなく、我の友の一人であるハイ・エロフ──ルトだった。

　しかも、目の前の人族と話す雰囲気は、親しさを感じる。

　これは助かったかもしれない。

　我はルトに、希望を見た。

「お、おぉ！　ルトではないか！」

「「………………」」

　目の前の人族からは、まだ居たのかよ、お前？　という嫌悪の視線を向けられ、ルトからは、誰？　という懐疑の視線を向けられる。

　……最近、龍王って何だろう？　って思う。

　いやいや、弱気になってはいかん！

　我は龍王……我は龍王……我は龍王……よし。

「てめぇ、まだ居たのかよ！　この龍王様を語る偽者がっ！」

　目の前の人族の変わりようが恐ろしい。

　………………泣きたくなってきた。

「え？　どういう事？　ラグニールって名乗ってるの？　こいつが？」

「そうです、ルト様」

「それは駄目だよ、君。リニックは、ラグニールの信奉者が多いところなんだからさ。これ以上噓を重ねると、袋叩きで終わらない可能性も出てくるぞ」

　………………もう泣いても良いかな。

　というか、目の前の人族ならまだしも、どうしてルトが気付かない？

　我等の友情は、その程度のモノではなかったはずだ。

　……ワズなら、きっと気付いてくれるぞ。

　そこは親友という事だろうか。

　ワズよ、帰ってきてくれ～！

　いや、そもそも、我がおつかいに行かされたのは、ワズが勝手に居なくなったせいでもあるか。

　ぐぬぬ。帰ってきたら、更に強力になった我の「ファイアブレス」をおみまいしてやる。

　……それでどうにかなるとは毛ほども思わないが。

　けれど、それは後々の事。

　今は、目の前の人族とルトをどうにかしなければならない。

　相変わらず敵意剝き出しの人族と、もう行って良いかな？　と欠伸をするルト。

　これはもう仕方ないかもしれない。

　あまり騒がれるのは好きではないのだがな。

　我は溜息を吐いた後、人化を解いて龍の姿へと戻る。

　そして、遥か頭上から声をかけた。

「……これで良いか？　矮小な人とルトよ」

　それだけ告げて、再び人化する。

　すると、我の目に映ったのは、ポカーンとしたルトと、土下座をしている人族だった。

　それはそれは、見事な土下座である。

　我もよくするから、土下座の完成度が高い事がわかった。

　うむ。見事である。

「誠に申し訳ございませんでした。まさか本当に龍王様とは思わず、失礼な事を何度も言ってしまい、本当に申し訳ございません。最近、漸く娘がパパと呼ぶようになったのです。どうかお許し下さい。命だけはどうか……」

　……そうか。この人族も親か。

「うむ。我にも娘が居る。そなたの娘に免じて許そう。それに、そなたは職務を全うしただけ。それを責めるのは筋違いというモノだ」

　器の大きさも見せつけねばな。

　何しろ、この者もまた、我を信奉する者の一人なのだから。

　我がうんうんと頷いていると、目の前の人族は涙を流しながら、ははぁ～と頭を更に下げる。

「……で、ラグニールはどうしてここに？」

　漸く立ち直ったルトが、我に問うてくる。

　ルトに対しては、色々と文句を言いたくはあるが、今は時間が惜しい。

　何しろ、ワズが帰ってくる前に、七種類の豪華な花を集めなければならないのだから。

　なので、我は端的に答える。

「我の友の一人である、レーガンに会いに来たのだ」

「レーガン？　……あぁ、この町の領主か」

　ほう。レーガンはこの町の領主だったのか。

　確か前は、ここの冒険者ギルドマスターであったと思うが、中々出世したようだな。

　友として、素直に喜ぼう。

「なら、私が領主の館へと案内しよう」

　ルトがそう言うので、我は平伏している人族へと尋ねる。

「通っても構わんか？」

「はい！　龍王様。どうぞお通り下さい。龍王様のご来訪、心よりお喜び申し上げます」

「うむ。そなたの仕事もこの町を守るために必要な事なのだ。励めよ」

「はい！」

　こ・こ・ち・い・い～！

　これこれ！　龍王はこうでなければならない！

　この町でなら、失った龍王の威厳を回復出来るかもしれない。

「それじゃ、行こうか」

「うむ」

　ルトの後を続いて、門をくぐる。

「……ルトよ、用事の方は良かったのか？」

「………………女性エルフが居ない所に行って、何が楽しいのか」

　何やら、ルトから闇を感じる。

　そして我は、リニックの中へと入った。
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　人化した我はリニックの中へと入り、友の一人であるルトの案内で領主の館へと向かう。

　ここへ来るのも久々なので、町の様子を窺うが、誰しもが幸せそうに笑みを浮かべている。

　良い町であるというのがわかった。

　すると、何かを叫びながら走っている男が目に付く。

　その男が近付くにつれて、何を言っているのかが耳に届く。

「龍王様が……今、龍王様が町の外に現れたぞ～！」

　どうやら、我がここに来た事を喧伝しているようだ。

　それを聞いた住民達は、次々と片膝を突き、祈るように両手を重ねる。

「「「……龍王様」」」

　その姿は、我への感謝の気持ちに溢れている。

　あぁ、なんと素晴らしい町だろう。

　我は満面の笑みを浮かべながら、ルトの後を付いていく。

　そして、程なくして領主の館へと辿り着いた。

　敷地内を取り囲む壁の奥には、二階建ての立派な屋敷が見える。

　門を守るように男二人が立っており、その内の一人にルトが話しかけるのだが、怪しむ訳でもなく、普通に受け答えしていた。

　どうやら、ルトはこの町にかなり馴染んでいるようである。

　話し終えた男が屋敷の中へと入っていく。

　我が来た事を伝えに行ったのだろう。

　その姿を目で追っていると、もう一人の男が我に向かって片膝を突く。

「龍王様。再びリニックへと来られた事、非常に嬉しく思います」

　おっと、ここにも我の信奉者が居るようだ。

「うむ。感謝の言葉を受け取ろう。それにしても、よく我だとわかったな？」

「はい。先程、ルト様がそう仰っていたのもそうですが、私はそれ以前に、龍王様が人化した姿を見た事がありましたので」

「以前？　……なるほど。ゴブリン共が大量に湧いて出た時の事か」

「はい。あの時は、ちょうど龍王様が龍の姿へと変わった場所の近くに居りましたので」

　なるほど。

　それなら、我の人化した姿を知っていてもおかしくはない。

　それにしても、ここの住人は大変素晴らしいな。

　我は満足するように、何度も頷く。

　その姿を見ていたルトが、どこか可哀想な者を見るような視線を送ってくる。

　お前も女性エルフに囲まれたら、同じような……いや、もっと酷い事になるだろうが！

　我がルトを睨むと、ルトも我を睨んでくる。

　バチバチと火花が散っている間に、屋敷へと向かった男が戻ってきた。

「お待たせしました、龍王様！　領主様がお会いになります！」

「うむ。わかった」

　その言葉を合図に、我はルトから視線を一度外して、戻ってきた男へと了承の返事をする。

「もうここまで来れば問題無いだろ。私も予定があるし、そろそろ向かわないと」

「おぉ、すまんな。助かったわ」

　そう言って、ルトがこの場から去っていくので、手を振って送る。

　ルトの姿が見えなくなってから、我は戻ってきた男へと声をかけた。

「では、参ろうか」

「は、はい！　龍王様！　こちらでございます」

　先導する男の後を付いていき、我は屋敷の中へと入っていった。

　そして、案内されたのは、あまり調度品が置かれていない質素な部屋である。

　恐らくだが、実用性に重きを置いているのだろう。

　部屋の奥に大きな机が置かれているのだが、その上には何十枚もの紙が束となって載っていた。

　その内の一枚と睨み合っているのが、この町の領主となったレーガンである。

　相変わらず、頭がキラキラと光っていた。

　剃っているだけだと言っていたが、伸ばさないのだろうか？

　既に剃るのが習慣化しているのかもしれん。

「龍王様をお連れしました、領主様」

「……ん？　あぁ、ご苦労。何か飲み物を運ぶよう、誰かに伝えてくれ」

「かしこまりました」

　了承の意を告げた男が部屋から出て行くと、レーガンが紙から視線を外し、立ち上がって一礼してくる。

「お久し振りでございます、龍王様」

「うむ。久し振りである。それと、そう構えなくても良いぞ。共に酒を酌み交わした仲ではないか」

　そう。以前、この町へと来た時、レーガンと一緒に酒を酌み交わしたのだ。

　その時から、我の中では既に友である。

　いや、仲間……同好の士と表現した方が正しいのかもしれん。

　共に娘を溺愛する父親として。

　楽しい酒を酌み交わしたのを、懐かしく思う。

　……その後は、反省の時間であったが。

「そう言って頂けると助かります。どうぞ、お掛け下さい」

　レーガンもその時の事を思い出したのか、苦笑を浮かべながら、我をソファーがある場所へと招く。

　部屋の中央に置かれているソファーへと腰を下ろし、テーブルを挟んだ対面にあるソファーにレーガンも腰を下ろす。

「……それで、突然来られて、どうかされたのですか？」

「うむ。実は、大変困った事が起こってな」

「困った事ですか？　龍王様が困るような事を、私が手助け出来るとは思えないのですが？」

　レーガンが渋面を作って唸る。

　恐らく、無理難題を言われると思っているのだろう。

　だが、そう難しい話ではない。

　……いや、我にとっては難しい話ではあるのだが。

「そう身構えなくても良い。……実はな」

　そして我は、七種類の花が必要な事と、どうして必要なのかを語り、城を出てからの事をレーガンに語っていく。

　その途中、紅茶が運ばれてきたので、一旦休憩を取ってから再開する。

　語り終えてから、もう一度紅茶を飲んで喉を潤す。

　はぁ……酒が飲みたい。

　……いや、今は飲むべき時ではないというのは、わかっているのだが。

「……えぇと、七種類の花を集めるという事で良いんですか？」

「うむ。その通りだ」

　レーガンの言葉に頷いて答える。

「………………それなら、簡単に集まりますが？」

「何だと！　本当か！」

　我は驚きで目を見開いて立ち上がる。

　なんと、簡単に集める事が出来るのか？

　それは本当なのだろうか？

　……それが事実なら、これまでの我の苦労は一体何だったのだろうかと思うが、集まるならそれで良い。

　突然立ち上がった事でレーガンが少し驚いていたが、今はそれどころではないのだ。

　念のため、もう一度確認する。

「……本当に集まるのか？」

「え、えぇ。町一番の花屋であれば、用意していると思います。龍王様が仰っていた七種類の花で飾るのは、夫婦の幸せを祝う結婚式として有名でして、よく行われているのです」

「おぉ！　有名なのか！　それなら確かに、直ぐ用意出来なければいけないな！」

　おぉ！　やはりここに来て良かった！

　友を頼って良かった！

　我だけでは、七種類の花を集める事が出来なかったかもしれん。

　しかし、これで七種類集まるのであれば、後はワズが帰ってくるまで、メアルと楽しく過ごせば良いだけである。

　自然と拳を握ってしまうのは、仕方ないだろう。

「そ、それでは、私が町一番の花屋まで案内しますよ」

「うむ。宜しく頼む」

　そして、我とレーガンは、町一番の花屋へと向かう。

　やはり、持つべきは友であるな。

　レーガンと共に、リニックの町を歩いていく。

　一応、今のレーガンには、この町の領主という立場があるため、護衛として二人の兵が付いてきている。

　我が居れば問題無いと思うが、まぁ人間には色々あるという事か。

　我々の目的地は、七種類の花を扱っているという、この町一番の花屋である。

　こんなに早く手に入るのであれば、最初からここに来ておけばと思わなくもないが、世の中そう簡単に物事は進まないという事だろう。

　だが、我は勝った。

　メルやワズの奥方達も、こんなに早く手に入れてくるとは思ってもいなかっただろう。

　きっと、これで我の評価もかなり上がるのは間違いない。

　グワハハハッ！　完全勝利である！

「どうですか？　この町は？」

　勝利を確信していると、レーガンが話しかけてきた。

　なので、我は思っている事を素直に答える。

「素晴らしい町である。何より、我の信奉者ばかりというのが、その素晴らしさに拍車をかけている」

「それは仕方ないかと。何しろ、この町はゴブリンの大氾濫の時に、龍王様に救われたようなモノなのですから」

「まぁ、我にかかれば、ゴブリンなどいくらいようとも、物の数ではないがな！　グワハハハッ！　……ところで、レーガンのその喋り方はどうにかならんのか？　我はいつも通りで構わんのだが？」

「領主をやる以上、粗雑な話し方では舐められると、友のギャレットに矯正されてしまいまして……。酔えば元に戻るのですが、今はどうかこのままで勘弁を」

「ふぅ～む。レーガンも色々あるという事だな」

「えぇ……。ギルドマスターをしている頃よりも、胃薬の量が増えました」

　そう述べるレーガンの顔からは、確かに疲労の色が見て取れた。

　どうやら、かなり苦労しているようである。

「………………後で、よく効く胃薬を与えよう。ワズの執事であるフロイドが処方したモノで、大変よく効く」

「………………助かります」

「構わんよ。我とレーガンの仲ではないか」

　互いに疲れたような笑みを浮かべる。

　ほんと、我も最近よく服用するようになったのだ。

　龍王も大変なのである。

「……あぁ、見えてきました。あちらにあるのが、この町一番の花屋でございます」

　レーガンが指し示す方向へと視線を向ける。

　そこは、この町の大通りに面した一画に構えている場所だった。

　外から見てもわかるように、大通りに少しはみ出すようにして、様々な花が置かれている。

　なるほど。あそこか。

「うむ。では、早速行こうではないか」




　そして、我とレーガン、護衛の者達が、花屋に向かって歩み出した瞬間、周囲一帯に怒声が轟く。

「どけぇ～！　邪魔だ！　邪魔だ！　どかねぇと轢いちまうぞ！」

　我を庇うようにして、レーガンが前に出る。

　その前を、馬車が駆け抜けていった。

　馬車の御者台に乗っている者が、先程の怒声を上げた者だろう。

　ちらりと見えた感じだと、粗野な印象を受ける無精髭の男であった。

　身に纏っている服装も薄汚れており、何かから逃げているようだ。

「……何事だ？」

「恐らく……」

　我の呟きにレーガンが答えようとした時、鎧を着込んだ者達が、我々の前を走り抜けていく。

「何かしらの犯罪を起こし、衛兵から逃げている最中かと」

「……ふむ。衛兵か。何やら慌ただしいな」

　やはり、ここは我も動いた方が良いかもしれんな。

　何しろ、この町は我のための町と言っても良いのだ。

　我の信奉者に、七種類の花も手に入る。

　恩返しではないが、この場で手助けすれば、我の事をもっと敬う者が増えるというもの。

　……グワハハハッ！　完璧だ！　完璧である！

　そう！　ここは我の憩いの場！　我だけのオアシス！

　そこを荒らす者は許しておけん！

「レーガンよ。我があの者を退治──」

　言い終わる前に、衝突音が響く。

　一体何事かと視線を向ければ、大きな土煙が空へと昇っていくのと、その周囲を舞うように踊る花びらが見えた。

　舞う花びらの色は七種類あり、陽の光を浴びてキラキラと輝き、不謹慎にも綺麗だと思う。

　……。

　………………。

　…………………………ん？　花びらが舞っている……だと？

　目を凝らして見れば、土煙が晴れた事で、馬車が転倒しているのがわかる。

　そして、転倒した馬車が突っ込んでいる場所が花屋であるという事も……。

「くっ！　この駄馬が！　この程度の速度で転倒しやがって！　おい！　無事か！」

「「「へいっ！」」」

　残った土煙の中から、御者台に居た男が出て来る。

　そして、その男の声に反応して、三人の男が出てきた。

　最初の男と同じように、薄汚れた服を身に纏っており、それぞれその手には大きな袋が握られている。

　恐らく、馬車の中に居たのだろう。




「ちっ！　囲まれてやがる……」

　御者台に居た男が、周囲を確認して焦り出す。

　吐いた言葉の通り、男達の周囲を取り囲むようにして、衛兵達が槍や剣を構えている。

　衛兵達に対抗するため、男達も懐からナイフを取り出した。

　だが、それだけでは分が悪いのは間違いない。

　男達が取った手段は、花屋の女性従業員を人質に取る事だった。

「それ以上近付くな！　こいつがどうなっても良いのか！」

「きゃあああぁぁぁ～！」

　衛兵達の動きが止まる。

　その一連の流れを視界に捉えていた我だが、心中は穏やかではなかった。

「りゅ、龍王様？」

　レーガンが我を呼ぶが、それどころではない。

　我はゆらりゆらりと、男達へと近付いていく。

「あっ？　何だてめぇ！」

「退避！　退避～！」

　レーガンが何かを察して叫ぶ。

　しかし、我は止まらない。

　本能の赴くままに、我は人化を解いて龍の姿へと戻る。

「き・さ・ま・らぁ～！　なにしてくれとんじゃあ～！」

「「「「「ひええええええええええ～」」」」」

　男達と共に、人質になっていた女性も叫び声を上げて気絶するが、そんな事はもう関係無い。

　我にとって、今は七種類の花の方が大事である。

　花屋へと視線を向けるが、それは見事に全て散っていた。

「花が！　花がぁ～！　うおおおぉぉぉっ！」

　起こった出来事の結果に対して、涙を流しながら地面を何度も叩く。

　花が……七種類の花がぁ……。

　何でだ！　先程まであったではないか！　何で我の目の前で全て散るのだ！

　我はこの世の不条理を嘆く。

「えぇと……助かりました、龍王様。どうやら、あの男達は大型商店に押し入った強盗で、衛兵達はそれを追っていたようでして……。あの男達を捕らえる事が出来たのも、龍王様のおかげです。あの場に居た衛兵達は龍王様に感謝していましたし、もちろん、人質になっていた女性も」

「………………」

　再び人化した我は、ぶすっとしながら目の前にある酒を一気に呷る。

「……おかわりを」

「……はい」

　我の催促に、レーガンが答える。

　今ここは、レーガンの妻と娘が運営している「風の光亭」の食堂だ。

　そこで我は、テーブルの上に置かれている酒を飲んで憂さ晴らしをしていた。

　手に入ると思っていたのに……。

　七種類の花が手に入ると思っていたのに……。

「しかし、これでこの町の龍王様への信奉は更に増していくと……。何しろ、龍王様が強盗を懲らしめたと、既に町中に話が浸透していますので」

　レーガンが我の隣に座りながら、気遣うように声をかけてくる。

「……それよりも、我は七種類の花が欲しかった」

　テーブルに突っ伏す。

　あぁ～……このままでは、我はお使いも出来ない龍王だと認識されてしまう。

　………………泣きたい夜とは、この事か。

「……どうにか出来んか？　レーガン」

　我は一縷の望みを託して、レーガンへと尋ねる。

「う～む……。既に町中の花屋を調べましたが、やはり龍王様のご希望を叶えるような七種類の花はありませんでした」

「……そうか」

「ですが、大きな町の花屋であれば、あると思われます。例えば、王都マーンボンドであれば」

「それだっ！」

　さすが我が友、レーガンである。

　望みは繫がった。

　希望はまだ残っているのだ。

　今ここで諦める訳にはいかない。

　全ては、メアルに出来る父親と思って貰うために。

　父親としての威厳を取り戻すため、我は必ずやり遂げてみせる！

「うむ！　そこへと向かうのは明日にして、今は我が七種類の花を手に入れる前祝を行おうではないか！　もちろん、レーガンも付き合ってくれるよな？」

「領主としての仕事も残っていますが、それは明日に回しましょう。もちろん、龍王様にお付き合い致します」

「そうこなくてはな！　グワハハハッ！」

　そして我とレーガンは、存分に酒を酌み交わす。

　……ただ、騒がしくし過ぎて、レーガンの妻と娘に怒られた。








第三章　結婚式まで、あと五日
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　緑色の龍の背に乗り、空を飛んで移動する。

　目的地は、『水』のクリスタルを奪った魔王──魔王ティアンが居るという水の都ガルドレーンだ。

　緑色の龍が言っていただけではなく、お世話になったセリアスさんも同じ事を言っていたので、そこにあるのは間違いないだろう。

　というか、緑色の龍って何か言い辛い。

　なので、名前があるかどうか聞いてみる。

「ちょっと聞きたい事があるんだけど？」

　……。

　………………。

　…………………………無視された。

　いやいやいやいや、まさかの無視ですか？

　泣くよ？　俺、泣いちゃうよ？

　………………い、いや、待て。

　よく考えれば、緑色の龍に聞こえていない理由は簡単だった。

　今、俺達は緑色の龍の背に乗って、かなりの速さで空を飛んでいるのだ。

　俺達はフロイドが張った結界によって守られているが、結界の外はもの凄い風圧なのは間違いない。

　それなら、普通に話しかけるだけでは、俺の声は届かないだろう。

　やれやれ……仕方ない。

「ちょっと、聞きたい事があるんだけど～？」

「………………ん？　今、何か聞こえたような気が」

　少し声を張ってみたのだが、気のせいで終わる。

　駄目だ、これ。

　目的地に着いたら下りるだろうし、その時に聞けば良いか。

　そう判断して、俺は空から見える景色へと視線を向ける。

　空から見たからこそわかったのだが、どうやら、この世界はかなり広大だ。

　多分、俺達の世界よりも……。

　その事を踏まえると、緑色の龍の背に乗って移動するのは効率が良いかもしれない。

　何しろ、目的地まで空を飛んでいけるのだ。

　地を駆けていたら、色々と寄り道事案が発生していただろう。

　だって、空から見るだけでも、ちょっと見てみたいような場所がいくつもあるのだ。

　そういう所に行くのは、今度奥さん達とこの世界へ遊びに来た時である。

　……フロイドに頼めば、何となく世界を越えられそうな気がするし、きっとどうにかするだろう。

　なので、その時まで我慢だ。

　そのまま、空からの景色を眺めていると、陽が落ちて夜になる。

　……まだ着かないのかな？

　そんな事を考えながら、俺は緑色の龍の背の上で眠った。
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　……陽の光を感じて、目を覚ます。

　ゆっくりと体を起こして周囲を見渡せば、空を飛んでいない事に気付いた。

　目的地に着いたのだろうか？

　緑色の龍の背から飛び降り、もう一度周囲を確認すると、ここが森の中というのがわかる。

　……森？　水の都じゃないの？

　どういう事だろう？　と、緑色の龍へと尋ねる事にした。

　ちなみに、フロイド、シロ、闇女神さんは、まだ眠っている。

「……えっと、もう着いたのか？」

「はい。つい今しがた。ただ、正確には、水の都ガルドレーンの近くにですが」

「近く？　直接乗り込んでも問題無いけど？」

「そ、それはさすがに……。私の力では、乗り込んだ瞬間にやられてしまいます。一応、この森の中を少し進めば、水の都ガルドレーンは直ぐ見えます。何しろ、森の中にある湖の中央に作られた都なので」

「ふ～ん……」

　そんな場所にあるのか。

　なら、方角さえ教えてくれれば直ぐだな。

「それはわかったけど、乗り込んだ瞬間やられ……っと、その前に聞きたいんだけど、名前ってあるの？」

「……私の事ですか？」

「そう。どう呼んだら良いかわからなくてさ」

「なるほど。私は『ナーゼ』という名でございます」

　緑色の龍──ナーゼが、今更ですか？　と少し困惑したような表情を浮かべるが、本当に今更だと思うので、そこは気にしないでおく。

「ナーゼね。わかった。それで、どうして乗り込んだ瞬間にやられるんだ？　水の都ガルドレーンってそんなに危険な場所なのか？」

「……水の都ガルドレーン自体は、別に危険な場所ではありません。そこに居る魔王ティアン様が危険なのです。苛烈な性格と言いましょうか、気に入った者には優しく接するのですが、そうでない者には容赦がない方でして……」

　なるほど。それなら、ナーゼが気にするのも仕方ないだろう。

　まぁ、「水」のクリスタルを取り返さないといけないし、どんなのでも関係ない。

　あと五日の内に帰らないといけない事に、変わりはないのだ。

　相手がどんな奴でも、そこへ行く事に変わりはない。

　せめて、俺も連絡が取れるようにならないかなぁ……とは思うけど。

　やるせない気持ちになって溜息を吐くと、ナーゼが気遣うように声をかけてくる。

「えっと……大丈夫ですか？　ま、まぁ、仕方ありませんよね。魔王ティアン様は苛烈ですし」

「いや、それは別に気にしていないけど？」

「は、はぁ……。確かに、あの女性から感じた圧力は相当なモノでしたし、魔王ティアン様を倒す事も出来るかもしれません……。ただ、魔王ティアン様の他にも気を付けなければならない者が居ます」

「へぇ～、どんな奴？」

「それは」

　ナーガが続きを言おうとした瞬間、大きな咆哮が周囲一帯に響く。

　その衝撃に、周りの木々も震えていた。

「……ふむ。これは一体？」

「もぉ～、何々？　煩うるさいなぁ……」

「最悪の起こし方ね」

　周囲に響く音に反応して、フロイド、シロ、闇女神さんも起きた。

　というか、何故か、ナーゼも震えている。

「あれ？　何でナーゼも震えてんの？　というか、さっきの話の続きを」

「………………」

「お～い？」

　俺が困ったように視線を向けている間に、フロイド達もナーゼの背の上から飛び降りて、こちらへと歩いてくる。

「どうされましたのですか、ワズ様」

「いや、ナーゼが急に震え出しちゃって」

「ナーゼ？」

「あぁ、この龍の名前」

　そして、俺達が揃ってナーゼへと視線を向けると、漸ようやく話し出す。

「……う、うぅ。まさか、気付かれるとは……ここなら大丈夫だと思っていたのに」

「だから、一体どうしたんだって？　何をそんなに震えているんだ？」

「……気付かれたのです。先程述べた、魔王ティアン様の他に気を付けなければならない者に……私達の事が」

　ん？　つまり敵という事か？

　そう言う前に、めきめきと、いくつもの木が折れるような音が耳に届く。

　その音は、段々とこちらへと近付いていき、比例してナーゼの震えが大きくなっていった。

　何かを恐れるように、前足を使って頭を抱え出す。

　そして、直ぐ近くで木々が折れて倒れ、そこから姿を現したのは、ナーゼよりも大きな体軀の青色の龍だった。

　その瞳も鱗と同じく青く、ナーゼを捉えていたかと思えば、俺達へと視線を移し、興味が失せたかのように鼻で笑うと、もう一度ナーゼへと戻す。

　ちょっとカチンとくる態度である。

「大きな龍でございますね」

「おぉ！　何か強そうな奴が出てきた！」

「……どうでも良い。それよりも朝食は？」

　フロイド、シロは青色の龍に興味があるようだが、闇女神さんは全く興味を示さない。

　寧ろ、おなかが空いているようなので、ご飯をご所望である。

　フロイドが時空間魔法を発動して、テーブルと椅子を取り出して設置し、そのまま紅茶と軽食をテーブルの上に置いていく。

　俺達はそのまま椅子に座って、朝食を頂きながら事態の様子を窺う事にした。

　というか、相変わらずフロイドは準備万端である。

　何でも直ぐ用意していたが、時空間魔法を用いていたという訳か。

「懐かしい匂いを辿ってみれば、貴様だったのか、ナーゼ」

「うぅ……。まさか、この距離で気付かれるなんて思っていませんでした」

「フッ。我の力を見誤ったようだな」

　どうやら、ナーゼと青色の龍は知り合いらしい。

　ただ、それぞれの様子から、上下関係はきっちり決まっているようだ。

　ナーゼは震えながら応対し、青色の龍の方は完全にナーゼを下に見ている傲慢な態度だった。

　……この朝食美味いな。

　フロイドが取り出した朝食は、普通のサンドイッチかと思ったのだが、格別の美味さである。

　シロと闇女神さんの口にも合ったのか、顔が綻んでいた。

　フロイドは紅茶をいつでも淹れられるように俺の後方で控えているのだが、正直落ち着かないので、シロか闇女神さんの後ろに控えて欲しい。

「……私の匂いがしたから、ここまで来たのですか？　あなたには、水の都ガルドレーンを守るという役目が与えられていたと思いますが？」

「そんなモノ、他の魔物共に任せておけば良い。我は暴れたい時に、好きに暴れるだけだ」

「……つまり、そのために来たと？」

「それ以外に何がある？」

　ナーゼは怯えたような表情を浮かべるが、青色の龍は好戦的な笑みを浮かべる。

　あぁ、嫌だ嫌だ。

　戦闘狂の龍のようで、本当に迷惑である。

　平和が一番だと、どうして思えないのだろうか？

　しかし、この青色の龍が水の都ガルドレーンの守護に就いていたようだ。

　勝手に抜け出して、後で魔王に怒られても知らないぞと助言してやるべきだろうか？

　ただ、俺達が向かえば結果は同じだと思うので、特に言うような事はしない。

　……紅茶も美味い。

　どうしてこんなに美味い紅茶を淹れられるのか、本当に不思議である。

「ありがとうございます」

「……俺はまだ何も言っていないぞ、フロイド」

「表情は雄弁に語っておりますので」

　そんなにわかりやすく出ていたのだろうか？

　ペタペタと頰を触る。

　すると、シロと闇女神さんも、うんうんと頷いていた。

　……どうやら、俺が浮かべる表情はかなりわかりやすいようだ。

　その間も、ナーゼと青色の龍の会話は続く。

「私に交戦の意思はありませんが？」

「貴様の意思など関係ない。ここに居る事が、既に問題だとは思わないのか？　それに、貴様は魔王ルマルフの下に居るはずなのに、どうしてここに居る？　魔王ルマルフはどうしたのだ？」

　そう言って、青色の龍が俺達へと視線を向けてきた。

「そもそも、脆弱な人間共と行動を共にしているのを恥ずかしいとは思わないのか？　龍種は魔王の次に優れた種族だ。それを貴様は、魔王の下を離れ、人間と共に行動をしているとは……制裁されても文句は言えんなぁ」

　青色の龍の口角が吊り上がる。

「こ、これには訳が」

「そんな言い訳は通用しない。あぁ、別に抵抗してくれても良いぞ。一方的なのは趣味ではないし、抵抗してくれても構わん。もちろん、貴様が我に勝てば、今回の事は見逃してやろうではないか」

　ごちそうさまでした。

　美味しい朝食で、やる気が上がる。

　よぉし、一気に魔王の所まで行ってやろうじゃないか。

「……勝てればとは……無茶を言います。私とあなたの力の差は歴然でしょう？」

「そういえば、貴様の頼りは逃げ足の速さだけだったな」

　青色の龍がナーゼを指差して、馬鹿にしたように笑う。

　フロイドが時空間魔法を使用してテーブルと椅子を仕舞い、俺達はナーゼへと声をかける。

「それじゃ、ナーゼ。俺達は水の都ガルドレーンに向かうから」

「行ってまいります」

「ここまでありがと～！」

「ご苦労様」

　時間を無駄には出来ないので、そのまま行こうとするが、ナーゼから声をかけられた。

「はい、いってらっしゃいませ。……で、ではなくて、正直に申しまして、助けて頂けないでしょうか？」

「おいおい、ナーゼ。まさかこの脆弱な人間共に助けを求めるとは……。龍種として落ちるところまで落ちてしまったようだな」

　青色の龍が信じられないという驚きの表情を浮かべ、俺達を指差す。

　まぁ、この龍の事は放っておいて、ナーゼの事を考える。

　このままここに置いていくと、ナーゼが青色の龍にやられるのは間違いないだろう。

　見た感じ、ナーゼと青色の龍の戦闘力には、確かな差を感じられた。

　だが、ここまで連れて来て貰った恩はある。

　時間が惜しいので早く向かいたくはあるのだが、ここで終わりではないのだ。

　次があり、ナーゼの移動速度は充分役に立つ。

　先を急ぐ俺達にとっては、貴重な戦力に足る存在だろう。

　ただ、そのためには聞いておかなければならない事があるので、俺は確認の意味を込めて尋ねる。

「……一応もう一回確認するけど、ナーゼは他の魔王の居場所はわかっているんだよな？　俺達を連れて行く事も可能なの」

「も、もちろんです！　必ずお連れします！」

　俺の問いかけに希望を見出したのか、ナーゼが食い気味で答える。

　かなり必死なようだ。

　闇女神さんが魔王を倒した所は見ただろうけど、俺達の戦う姿は見せていない。

　せいぜい、俺が大型の魔物をぶん投げた程度だ。

　なのに、俺達へと助けを求めるという事は、そこまで追い込まれているという事なのだろう。

　ナーゼにとって、それ程の相手という事か。

「で、そこの龍にナーゼがやられてしまうと、移動するのに支障が出る訳だ？」

　ナーゼが必死に何度も頷く。

　まぁ、残り五日で残りの魔王を倒してクリスタルを奪い返すには、ナーゼの案内と速度は必要である。

　なら、今だけかもしれないが、ナーゼは仲間である。

　その仲間が困っているのなら、助けるのは当然だ。

「じゃあ、邪魔されないように、やっておくか」

　そう呟くと、ナーゼが安堵するように息を吐く。

　対して、青色の龍の方は激怒した。

「脆弱な人間の分際で調子に乗っているようだな！　我の気分を害した事を後悔しながら死ぬが良いっ！」

　そう言って、青色の龍が前足を振り上げ、叩きつけるように振り下ろしてきた。

　その前足を、俺は難なく受け止める。

「なっ！」

　青色の龍が驚愕の表情を浮かべるが、時間が惜しいので、さっさと終わらせようと思う。

　この後、魔王の下へと向かわなければならないのだから。

　そのまま俺は前足を跳ねのけ、青色の龍の眼前へと軽く飛び上がる。

「ていっ」

　拳を握り締め、青色の龍の頰を軽く殴る。

　青色の龍は受けた威力の大きさに耐え切れず、目を回してそのまま地に伏した。

「さすがでございます」

「やっぱ、ワズはでたらめな強さだよね～」

「まぁ、当然の結果か」

　フロイド、シロ、闇女神さんが口々に感想を述べる中、ナーゼは最初ポカンとしていたが、事態を理解すると拍手を送ってくる。

「これで良いか？　ナーゼ」

「ありがとうございます！　そちらの女性だけでなく、あなた様もお強いとは……。龍を一撃で昏倒させるなど、魔王でも出来ない所業。魔王すら超える存在だったとは……」

　まぁ、これでも邪神相手に勝っていますから。

　すると、ナーゼが恭しく頭を下げる。

「このナーゼ、皆様に心から忠誠を誓わせて頂きます」

「別に気にしなくて良いよ。俺達を魔王の下へと連れて行ってくれるだけで、ナーゼには助けられているから」

「勿体なきお言葉。このナーゼ。皆様を必ず魔王の下へとお連れ致します。この命に代えても」

「いや、奥さんと生まれたばかりの娘が居るんだよね？　良いから、ほんと良いから、生きる事だけを考えていてね？」

「お気遣いありがとうございます」

　ナーゼが更に深く頭を下げる。

　いや、何か向けられる忠誠心が重いんだけど。

　ほんと、連れて行ってくれるだけで充分なんで。

　まぁ、ナーゼの忠誠はとりあえず置いておいて、これで後は、水の都ガルドレーンに居る魔王を倒すだけなので、今日中に終わらせてみせる。

　結局、青色の龍は何だったのかをナーゼに尋ねた。

　俺がぶっ飛ばした青色の龍は、魔王ティアンの配下で、これから向かう水の都ガルドレーンの守護をしている存在なのだそうだ。

　まぁ、それだけの強さは確かに持っていると思う。

　まともに戦っていないので、多分だけど。

　それでも、殴った感触だけで判断すれば、ラグニールより確実に弱いのは間違いない。

　龍王と呼ばれる存在と比べるのは間違っているかもしれないけど。

　けど、これで魔王ティアン的には大きな痛手となっただろうし、結果としては良かったのかもしれない。

　そして、ナーゼとの関係を少しだけ聞いたのだが、何でも数年前に、互いに気に入らないと喧嘩になって、ボッコボコの返り討ちにあったそうだ。

　それ以来、苦手意識を持ってしまい、無意識で体が震えてしまうらしい。

　トラウマというやつだろうか？

　ただ、俺がぶっ飛ばした事でスッキリしたそうで、あの時は羽が傷んでいたとか、前の日に食べた魔物の毒に中あてられたとか、色々言い訳を述べて自分は弱くないアピールをしだしたが、最終的には──。

「あの時は……私も若かった……」

　と、締め括っていた。

　お前は一体いくつなんだと問いたい。

　さっきまで震えていた姿は鮮明に覚えているので、落差が激しいと感じる。

　けれど、ナーゼから向けられる視線の強さが怖い。

　尊敬するようなモノが込められているので、別に不快という訳ではないのだが、良ければ嫁と娘にも会って下さいと言われた時は、さすがに困った。

　今はそんな時間が無いので、今度この世界に来た時と伝えておく。

　そして、いざ水の都ガルドレーンへと向かおうとしたのだが、ナーゼから待ったがかかる。

「……あの……このまま置いていかれると困るのですが……」

　そう言って、ナーゼが青色の龍を指し示す。

　……ごめんごめん。普通に忘れていた。

　あっ！　そうだね。さすがにこのまま放置する訳にはいかないよね。

　殴りはしたけど、殺してはいないので、青色の龍は気絶しているだけである。

　それはつまり、俺達が水の都ガルドレーンに行っている間に、目を覚ましてしまう可能性もある訳だ。

　となると、ナーゼがここから場所を移動しても、見つかる可能性は高い。

　では、どうするのが一番良いのかと考えると、誰かがここで留守番するのが確実という結論に至る。

　幸いと言うべきか、俺達なら誰が残っても充分対処出来るだろう。

　その結論に全員至ったのか、闇女神さんが手を挙げる。

「では、私がここに残ろう」

「……良いの？」

　率先して言ってくれるのは助かるのだが、一応確認してみる。

「構わないさ。私一人が抜けようとも、そもそもワズが居るだけで充分だろう？　それに、今はゆっくりしたい気分だからな」

　闇女神さんの厚意に甘えておこう。

　俺とフロイドは軽く挨拶を交わすが、シロは闇女神さんの下へと一旦戻って手を握る。

「行ってくるね、闇女神様」

「あぁ、大丈夫だと思うが、気を付けてな。もし何かあったら遠慮する事なく、ワズを身代わりにしろ」

「うん、わかった～」

　わかったじゃねぇよ！

　さらっと俺に全てを押し付けようとしないで下さい。

　そして、シロは行ってきますと、闇女神さんの頰に口付けをする。

　……良いなぁ。俺も奥さん達に同じ事をして見送られたい。

　…………………………はぁ。
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　ナーゼが指し示した方向を少し進むと、目的地が見えてきた。

　俺、フロイド、シロは、森の中に隠れて様子を窺う。

　水の都ガルドレーン。

　反対側の木々が霞んで見える程の巨大な湖の中央辺りに、浮かぶようにして築かれた都だった。

　都に行くためには、小舟を用意するか、架けられている橋を利用するしかないだろうけど、距離が少しあるので、それなりに時間がかかるかもしれない。

　一応程度に外壁が存在しているので、中の様子は見えないが、神秘的な都だとは思う。

　ただ、それは平常の時。

　今は、その都の周囲を、魔物達が警戒するように回っている。

　魔物達の表情が、どこか緊張しているように見えるのは、多分だけど、青色の龍が居なくなった事が関係しているのかもしれない。

「それで、どうされますか？」

　フロイドが尋ねてくる。

　さっさと終わらせたいと思っているので、やる事は一つだ。

「もちろん、正面から最短距離でいく……と言いたいけど、クリスタルってどこにあるんだ？」

「ふむ。………………あの都から感じる、大きく邪悪な力の気配は二つ。その二つとも、都の中央付近で感じられますね」

　つまり、その中央付近に魔王が居て、クリスタルの力を堕としているという訳か。

「なら、そこを目標に突き進むのみ」

「かしこまりました」

「簡単で良いね～」

　簡単って言うなよ。

　何か、俺が何も考えられない馬鹿っぽい感じがするじゃないか。

　それに、そもそも俺達の力であれば、力押しでいくのが一番手っ取り早いのは間違いない。

　という訳で、俺達は森の中から飛び出し、水の都ガルドレーンに向けて一気に駆けていく。

　姿など隠していないため、魔物達は俺達に気付き、当然のように襲いかかってきた。

「何か多いなぁ」

「そうでございますね」

「視界に一杯だぁ～」

　シロが言うように、一体どこに居たのかと問いたくなるくらい魔物が次々と溢れ出て来て、視界を埋め尽くしていく。

　そういえば、昨日の魔物の軍勢もかなり多かったし、魔王にはそれなりの数の魔物が従っているのかもしれない。

　けれど、こちとら魔物相手に割く時間は余り無いので、最初から飛ばしていく。

「よい、しょぉ～っ！」

　かけ声と共に、一番近くに居る魔物を殴り飛ばす。

　粉砕しないように手加減したので、そのまま吹き飛んでいき、後ろに居る魔物達を巻き込んでいく。

　それだけで、魔物達の間に緊張が走るというか、怯え出すのだが、逃げる様子はない。

　覚悟を決めるように、咆哮を上げながら襲いかかってくる。

「ガアアアアアァァァァァッ！」

「少々耳障りですので、どうぞご退場下さい」

　他の魔物より、一際大きく咆哮を上げる魔物を、フロイドが瞬殺する。

　あぁ、結構大きかったので、殴り飛ばして巻き込ませた方が良さそうだったのに。

「あははははは～！　全然減らない～」

　シロが笑いながら、魔物達を殴り飛ばし、蹴り飛ばしていく。

　ただ、シロが言うように、あまり減っていないというか、次から次へと魔物が現れる。

　どれだけ居るんだよ！

　でも、それは一時だけだった。

　段々と、俺達の殲滅力の方が上回っていき、次第に魔物の数が減っていく。

　そして、残る魔物は、水の都の門を守るように立ち、ガタガタと震えている二頭だけとなったところで、俺達は一息吐いた。

「ふぅ～……意外に多かったな」

「思っている以上に多かったですね」

「これさ～、さすがに浄化しておかないと不味いんじゃない？　このままだと、土地が穢れそうだよ？」

　シロの言葉に、周囲を確認する。

　そこかしこが魔物の死骸や血で汚れ、悪臭が漂っていた。

　湖の水も汚れているので、さすがにこれは不味いと思う。

「ふむ。確かにそのようですね。では、ここは私が浄化しておきましょう」

　そう言って、フロイドが自分の力の波動を周囲へと響かせる。

　それだけで魔物の死骸と血は消え、空気も澄み渡り、浄化されたのが目に見えてわかった。

　……す～は～……空気が美味い。

「さすが、力は落ちているとはいえ、創造神様だね～」

「いえいえ、今は只の執事でございますよ、シロ様」

　シロの言葉に、一礼で返すフロイド。

　そして、俺達は都の門へと視線を向ける。

　都の中へと入るための門は閉じられ、その前には門番として立っている大きな牛形の魔物が二頭居たのだが、もの凄く震えていた。

　そんなに怖がる事はないよ？　と、両手を広げて一歩前に出る。

　すると、その二頭の魔物は即座に踵を返して、門を激しく叩く。

「助けて下さい、ティアン様～！　化け物です！　それも三人も！」

「殺される！　おら達、殺される～！」

　でも、門は開かれない。

「くっ！　もうおら達はここで終わりか。……今回の事が終わったら、故郷に居る幼馴染と結婚する予定だったのに」

「そっちもか。おらも結婚の約束をした相手が居るだ。……くぅ」

　何やら、涙を流し始める牛形の魔物達。

　……どうしよう。

　何か、殺すのを躊躇うんだけど。

　本当にどうしようかと思っていると、涙を強引に拭った牛形の魔物達が、俺達へと向き直る。

「……こうなったら、やるしかねぇ。勝って、故郷に帰ってみせるだ！」

「んだ、んだ。覚悟を決めるだ！」

　そして、牛形の魔物達は、咆哮を上げながら突進してくる。

　俺達は、互いに顔を見合わせて一つ頷き、スッと左右に分かれた。

　通り道を作るように。

　すると、牛形の魔物達は俺達の前を駆け抜けていく。

「もう故郷に帰るだ～！　戦いなんてやってられるか～！」

「んだ、んだ！　命あっての物種だ～！　故郷に帰って、畑を耕すだ～！」

　そのまま森の中へと消えていった。

　………………狙った通りだけど、まぁ良いか。

　どうかお幸せに。

　そして、俺達はそのまま門へと向かう。

　門を開けるために軽く押したのだが、内側から閂かんぬきでも差されているのか開かない。

「やはり閉められていますか」

「壊しちゃえば？」

「う～ん……。それはさすがに不味くないか？　一応、この都を守るためにある訳だし……」

　後で修理費を要求されても困る。

　なので、俺達は外壁を飛び越えて都の中へと入った。

　都の中は、迷路のような水路が流れている以外これといった特徴は見当たらないが、特に荒れ果ててはおらず、戦闘があった形跡は見えない。

　ただ、陰鬱な空気が流れている。

　様子を窺うように周囲へと視線を向けると、人の姿も確認出来るのだが、誰しも俯いてビクビクしていた。

　都の中にも魔物が居り、我が物顔で歩いているからだと思う。

　完全に魔王の支配下に置かれているようだ。

「ふむ。どうされますか？」

「あんまり楽しそうな雰囲気じゃないね」

　同じモノを視界に捉えたフロイドとシロが尋ねてきた。

　好ましくない光景として、不快に思っているようである。

　なので、俺は指示を出す。

「フロイドは右回り、シロは左回りで、都の中に居る魔物を一掃しろ。俺はこのまま中央へと向かって、魔王をぶっ飛ばす」

「かしこまりました」

「わかった～。任せてよ！」

　二人からの了解を受け取った後、俺はフロイドへと尋ねる。

「……一応確認だけど、俺でもクリスタルの浄化は出来るよな？」

「可能でございます。聖属性の力、もしくはクリスタルが司る属性の力を、直接触れて注ぎ込めば、クリスタルの汚染を取り払う事が出来るでしょう」

「完全神格化」状態であれば、余裕で出来るという訳か。

　なら、問題はどこにもない。

　そして、俺達は互いに視線を合わせて頷き合った後、行動を起こす。

　フロイドは右へ、シロは左へ、俺は中央に向けて駆けていく。

　もちろん、目の前に現れる魔物は、拳一発で黙らせながら。

　都の人達は何事かと慌て出すが、中には感謝の言葉を述べる人も居た。

　というか、左右から聞こえる魔物達の阿鼻叫喚が酷い。

　断末魔とでもいうような叫びに、都の人達はビクビクしながら不安がっていた。

　……うん、まぁ、状況がわからず、周囲の至る所から叫び声しか聞こえてこないって……普通に怖いよね。

　もう少しの辛抱だと思うので、都の人達には耐えて貰うしかない。

　程なくして、俺は都の中央へと辿り着く。

　そこには、青色を基調とした大きな神殿のような建物があり、ここまで近付けば、俺でもその中から発せられる邪悪な気配は感じられた。

　突然現れた俺に対して、守るように立っていた魔物達が襲いかかってくるが、問題無く蹴散らす。

　襲いかかってくる魔物が居なくなった後、俺は神殿内へと足を踏み入れる。

　神殿内も都の雰囲気に合わせた神秘的な造りで、最低限の明かりしかないため、ほんのり薄暗く、部屋の扉がいくつも見えるが、今立っている大きな廊下は奥に向かって一直線に伸びているため、迷う事はないだろう。

　その奥の方から、邪悪な気配がする。

　それと、少しひんやりとした感じがするのは、やはりここが水の都だからだろうか？

　目を凝らして周囲を確認すると、廊下の脇にある小さな水路に水が流れているので、その影響かもしれない。

　ただ、何となくというか、全体的に薄暗い事もあって、どこから何が現れてもおかしくないような雰囲気が漂っている。

　ごくっと喉を鳴らす。

　どうにも、死霊の類が出てきそうな雰囲気だ。

　………………。

　そこで、ふと過去を振り返る。

　そういえば、俺って肉体が無いモノと戦った経験が無い事に思い至った。

　ネクロマンサーのニールは骨があるので論外として……。

　さすがの俺のＳＴＲでも、当たらなければ意味が無いのだ。

　………………これは、少し不味いかもしれない。

　けどまぁ、そうそう死霊の類なんか出る訳もないか。

　一旦落ち着くように息を吐き、少し警戒しながら進む事にした。
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「「ケタケタケタ……」」

　……。

「「ケタケタケタ……」」

　………………。

「「ケタケタケタ……」」

　…………………………。

「「ケタケ」」

「あ～！　もううるさいっ！」

　固く握り締めた拳を振るう。

　だが、俺の拳は空を切るだけだった。

「あぁもう！　やっぱり当たらない！」

「そりゃあ仕方ねぇぜ、にいちゃん」

「だって、俺等幽霊っスから！」

　明るい口調でそう告げたのは、幽霊の男性二体。

　一体は、三十代くらいの男性で、何やら職人のような風貌だ。

　もう一体は、二十代くらいの男性で、その弟子といった感じを受ける。

　共に、膝から下は消えていた。

　……そう。俺は今、この幽霊二体に絡まれている。

　警戒しながら神殿内を進んでいたのだが、唐突にこいつ等が壁をすり抜けて現れたのだ。

　少しの間、互いに見つめ合った後、俺はいつものように拳を振るったのだが、その拳はすり抜けるだけで、こいつ等に対して何も出来なかった。

　それはもう、何度も何度も拳を振るったのだが、全てすり抜けるだけで終わる。

　思った通りの結果であったのだが、ついつい悔しい表情を浮かべてしまったのが悪かった。

　それが面白かったのか、こいつ等は俺に絡んできたのだ。

　俺が手を出せない事に調子付いて、こいつ等は大声で下ネタを口走ったり、俺のある事無い事を勝手に作り上げて喋り出したりと、正直かなり鬱陶しい。

　俺もそれに対して一々反応していたのだが、それでは駄目だと無視する事にしたのが、先程の状況である。

　耳元でずっとケタケタ笑うだけという……嫌がらせ以外何物でもない。

「……というか、いつまで俺に絡むつもりですか？　俺に絡んでも、どうにもならないのはお互い様というのはわかっているんだから、どこか他所に行ってくれませんか？」

　確かに、俺が幽霊二体に手を出す事は出来ない。

　ただ、それは向こうも同じだった。

　この幽霊二体の力では、肉体的にも精神的にも俺の防御力を突破出来ないのである。

　俺も先を急ぎたいのだが、このままこいつ等が付いてくるのは、さすがに勘弁して欲しかった。

　けれど、幽霊二体はそんな気は更々無いようだ。

「いやいや、そうもいかないんだって。何せ、どういう訳か俺達はここから出られないんだから。都の中ならいざ知らず、神殿内に人が来るなんて滅多に無いんだから、相手して貰わないと」

「そうそう、それだけで絡み甲斐があるっスよ！　しかも、俺達を祓えないんスから……確実に絡むっス！　相手してくれっス！　暇なんスよ！」

　はぁ……。本当にどうしよう。

　幽霊二体は構え構えと言いながら、片腕を何度も上げている。

　くっ！　俺の拳が当たれば一撃なのに。

　……せめて、魔法が使えたらなぁ。

　………………。

　…………………………いや、そういえば、「完全神格化」すれば、「固有魔法：神」が使用出来るんだった。

　……本気で忘れていたので、少し恥ずかしい。

　何せ「完全神格化」しても、大抵は肉弾戦しかしていなかったから、魔法が使用出来る状態である事を失念していた。

　これはうっかり。

　なので、早速「完全神格化」する。

「ん？　何か雰囲気が変わったような？」

「そんなのどっちでも良いじゃないっスか！　今大事なのは、相手して貰う事っスよ！」

「それもそうだな」

　簡単に納得しないで欲しい。

「「か・ま・え！　か・ま・え！　か・ま・え！」」

　………………。

「「か・ま・え！　か・ま・え！」」

「……『浄化』」

　まずはこれでいけるかどうか、軽い力で魔法を発動する。

　幽霊二体の体を、青白い光が覆った。

「「はあああああぁぁぁぁぁっ！」」

　絶叫というよりは、どこか艶めかしいと思えるような叫びが響く。

　その叫びに伴って、幽霊二体の体が少し薄くなった。

　どうやら、これで良いようだ。

　このまま魔法の力を更に込めようとした時、幽霊二体が俺へと視線を向ける。

「はぁ……はぁ……。まさか、魔法を使えるとはな。……そ、それもこんな快感を与えるような魔法を……」

「凄いっス……凄いっス！　新たな扉が開く感覚がするっス！」

　……何言ってんの？

　というか、それは天に召されようとしているだけだと思うのだが。

「……はっ！　わかったぞ！」

　三十代くらいの幽霊が、俺を指差す。

「さては、俺達をそっち方面に引き込む」

「『浄化ぁ』！」

「「はあああああぁぁぁぁぁっ！」」

　目一杯、魔法の力を込める。

　これ以上何かを言わせるのは、危険な感じがしたためである。

　そして、幽霊二体が何かを言う前に、その体が眩しいくらいに輝く青白い光に包まれ、天へと召されていく事を証明するように、体が段々と薄くなっていく。

「……あぁ、俺達もここまでか。……思えば、仕事しかしていなかった人生だったな」

「……そうっスねぇ。……でも、何やら満たされた気分っス」

「………………生まれ変わったら……また会おうな」

「………………楽しみにしてるっス」

「…………………………あっ！　そういえば……お前に金を貸していたよな？」

「もう時効じゃないっスかね？」

「そうか？」

「だって、もう死んでるんスから」

「これは一本取られた。確かにその通りだな」

「いや、早く天に召されろよ！」

　何てしぶといんだ。

　もう目を凝らさないと見えないくらい薄くなっているのに、辛うじて残っている。

　うぅむ。もう一度『浄化』してみるか？

「そういえば、お前、娘に」

「あれは娘さんの方」

　言葉の途中で、幽霊二体は完全に天へと召された。

　………………。

　ちょっと待ってよ！　何でそんな途中で終わるの？

　娘が何なんだよ！　続きを言っていけよ！

　気になって仕方ないじゃないか！

　けれど、もうその答えをくれる存在は居ない。

　………………はぁ。

　とりあえず、深く考えるのは止めておこう。

　気にしたら負けのような気がした。

　何やら鬱陶しい幽霊に出会ったが、彷徨える魂を二つ救ったという事で良いじゃないか。

　やるべき事は、クリスタルの浄化だ。

　今回の事で、「完全神格化」状態で「浄化」すれば、それも可能だという確信を得られた。

　なら後は、実際に浄化するだけである。

　そして俺は、邪悪な気配が段々濃くなっていく、廊下の奥へと向けて歩み出す。
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　廊下の奥へと進んでいくと、その終着点には、巨大な扉があった。

　その巨大の扉の向こう側から、邪悪な気配を強く感じる。

　間違いなく、この扉の向こうにクリスタルがあり、魔王も居るだろう。

　……あれ？　魔王の名前って何だっけ？

　………………まぁ良いか。

　一旦落ち着くために息を吐き、俺は扉を開けて中へと入る。

　思ったよりも広い室内は、天井の一部がガラス張りで作られ、そこから差し込んでいる陽の光によって、神秘性を増しているような気がした。

　だが、この室内で最も神秘的なのは、中央に設置されている円形の台座の上に浮いている、巨大なクリスタルなのは間違いない。

　その大きさは、龍よりも大きく見える。

　ただ、クリスタルに起きている異変は見るだけでわかった。

　青く輝いているのは一部だけであり、表面の八割以上が黒く染められているのである。

　あれを浄化すれば良い訳か。

　しかし、それをするのは簡単ではないと思う。

　確実に、邪魔する者が居るからだ。

　その人物は、クリスタルの直ぐ傍に居た。

　青黒い長髪に、その髪で片眼を隠している女性で、顔立ちは整っているのだが眼光が鋭く、非常にきつめな性格をしていそうな印象を受ける。

　服装はゆったりとしたローブを纏っているのだが、その身から溢れ出ている大きな魔力を隠せてはいない。

　まず間違いなく、その女性が魔王だろう。

　……ただ、名前が思い出せない。

　う～んと考えていると、その女性が俺へと視線を向けている事に気付く。

「……人間か」

　女性がそう呟いた後、俺と少しの間見つめ合う。

　その間も俺は女性の名前を思い出すのに必死だったが、女性から向けられる視線は、俺を値踏みするようなものだった。

　だが、唐突にその視線が外され、溜息を吐かれる。

　……何で？

「……全くお主には興味は湧かないが、ここまで来たという事はクリスタルが目的なのだろう。門番を任せた魔物を倒すとは中々の強さだが、私を倒せるとは思わない事だな」

「えぇと……まぁ、クリスタルが目的なのは間違いないけど、そう簡単に俺を倒せるとは思わない方が良いよ？」

「……全くお主には興味は湧かないが、中々の自信家のようだな。己の力を正しく理解しているのか、過信しているのかはわからないが、お主の方こそ私を軽く見過ぎているのではないか？　私は魔王の一人なのだぞ？」

「もちろん、わかっているさ。それでも、俺にはクリスタルの浄化をしなければならない理由がある」

「……全くお主には興味は湧かないが」

「ちょっと待って」

　俺は魔王の言葉を一度止める。

　魔王も律儀に一度止め、俺に訝し気な視線を向けてきた。

「えっと……どうして最初に、全くお主には興味は湧かないって言うんですか？」

「……そのままの意味だ」

「そのままですか？」

「そのままだ」

　……あれ？　……何だろう。

　急に、この魔王は駄目な類のような気がした。

「ふぅ……。話を続けても良いか？」

「……えっと。……まぁ、はい」

「では、全くお主には興味は湧かないが」

　それを言わないと気が済まないのだろうか？

　別に良いんだけど、それはそれで傷付くのだが。

「理由くらいは聞いてやろう。ただ、私は無闇に人間を殺そうとは思わない。どうせ、全てのクリスタルが汚染されれば、そこまでの命だ。それまでは、大切な労働力だからな」

　あぁ、それで都の人は生き残っていたのか。

「だから、残り僅かの命が惜しければ、即座にこの場から退散する事をお勧めしよう」

「……はぁ。まぁ、退散するつもりはないですけど、理由は別に言っても良いですよ。結婚式を挙げるためです」

　そう言った瞬間、この場の空気が凍った……ような気がした。

　具体的には、魔王の付近で。

　そして、魔王が肩を小刻みに震わせ、歪いびつな笑みを浮かべる。

「……全くお主には興味は湧かないが……殺す」

　えええええ……！　何でいきなりそうなんの？

　ていうか、そもそも興味が湧かないのなら、どうして殺意を抱くの？

　けれど、魔王は間違いなく殺気を……殺気を……あれ？

　寧ろ、殺気というよりは、怒気のように感じるんだけど。

「ちっ。何なんだよ、本当に。こんな奴ですら結婚するなんて、世の中間違っているんじゃないのか」

　こんな奴って失礼だな。

「はいはいはいはい。どうせ私は結婚した事ありませんよ。生まれてこのかた独身ですよ。え？　今いくつですかって？　三百七十五歳ですけど、何か？」

　……いや、何も聞いていませんけど。

「それをこんな十年、二十年しか生きていない若造が結婚って！　嫌みか！　私への嫌みか！　当てつけか！　勝ち組とかほざくのか！」

　……いや、何も言っていませんけど。

　というか、もしかして……俺は触れてはいけない部分に触れてしまったのか？

　先程までの、魔王らしさが一切感じられない。

「……なぁ、どうしたら良いと思う？」

　聞かないで！　俺に聞かないで！

「……わかっている。……あぁ、わかっているさ。私が結婚出来ない理由くらい」

　魔王ががっくりと肩を落とし、自嘲するような笑みを浮かべる。

　……情緒の浮き沈みが激しいな、この魔王。

　それに、先程から俺が何も発していないのに、話が進んでいく。

　魔王の独壇場と化していた。

　まぁ、聞くだけ聞けば落ち着くと思うので、最後まで聞いておこう。

「単純な理由さ。……私の好みがピンポイント過ぎるのがいけないのさ。……だって仕方ないだろう。それが好きなんだから。……でも、そのせいで婚期を逃しているのも事実。……だから、私はこの世界を壊す！　どれだけ捜しても私好みの男が居ない世界なんて必要無い！」

　後半は宣言するようだった。

　でも何だろう。……ちょっと病でも患っているかのように見えてしまう。

　それしか手段が無いと思い込んでいるようにも見えた。

　出来れば触れたくはなかったけど、聞き捨てならない言葉があったので、踏み込んでみるか。

「えっと……ちょっと良いですか？」

「…………………………何？」

　魔王は、何故か涙目でした。

　もしかして、自分で言っておきながら悲しくなったのだろうか？

　けど、何でこっちは何もしていないのに、罪悪感を覚えてしまうのか……不思議である。

　ただ、話はしてくれるようなので、少し安堵した。

「……先程、好みの男が居ないから、世界を滅ぼすみたいな事を言っていましたけど」

「あぁ、言った」

「……えっと……本気ですか？」

「もちろん、本気。だからこそ、こうして『水』のクリスタルを奪い、魔王の力を以って汚染しているのではないか。お主には汚染されているクリスタルが見えていないのか？　……近眼？」

　バッチリ見えていますけど！

「……まぁ、正直そういう理由で世界を滅ぼすのはどうかと思うんだけど、ただ、世界を滅ぼしてしまうと、そもそも誰も生き残っていないと思うんだけど？　それに、これから生まれてくるかもしれないんだし、希望を捨てちゃいけないと思うんですが？」

「ふっ。……もう散々待った……でも、生まれなかった。……だから世界を破壊する。よく言うだろう？　破壊があって、創造があると。……そして、私は好みの男を創造して結婚する」

　あっ、駄目だ。この魔王、やっぱり駄目な魔王だ。

　まだ、最初の魔王の方が魔王らしかった。

　……闇女神さんにボコられたけど。

　けれど、その破壊に巻き込まれる方としては、堪ったもんじゃない。

　どうにかしなければ。

「えっと……好みと違う人では駄目なんですか？　交遊してみたら、その人の意外と良い所が見えてきたとか、そういうのありそうですけど？」

「私は魔王だぞ！　魔王に妥協は一切無いっ！」

　駄目だ。意志が固すぎる。

　必ず成し遂げてみせるという覚悟を感じた。

　その覚悟は、世界すら破壊しようとしているのだから、並大抵ではない。

　力技でどうにか魔王を突破する事は出来るけど、どうにもそれは気が引けてしまう。

　でも、この魔王の行いを止めないといけない。

　………………方法は全く思い付かないけど。

　いやもうほんと、こういう場合ってどうしたら良いの？

　俺、そこまで人生経験豊富じゃないから、対処の仕方がわからないんだけど。

　まず、何て声をかければ良いのか、さっぱりわからない。

　う～んと悩んでいると、全然関係無い事が頭の中で繫がる。

「……あぁ！　さっきの、全くお主には興味は湧かないがって、要は俺は好みの男ではなかったという事ですか？」

「今頃気付いたのか？　正しくその通り。まぁ、私の好みではなかったとはいえ、そう残念がらなくても良いぞ」

　いえ、全然残念じゃないです。寧ろ、ほっとしています。

　ただ、脳裏に一筋の光明が走った。

　そうだ！　まずは魔王の好みを聞いてみれば良いんじゃないだろうか？

　この世界には捜して居なかったと言っていたが、元の世界には居るかもしれない。

　もし居るかもしれないと言えば、俺を元の世界に帰す手助け……味方になってくれる可能性だって充分にある。

　そうなれば、クリスタルの浄化だって、邪魔がないので簡単だ。

　なので、俺は覚悟を決めて尋ねた。

「ちなみになんですが、その好みってどんな人なんでしょうか？」

「……はっはぁ～ん。やはり、私に惚れたか？」

「それはない」

　真顔で返すと、魔王がちょっと泣きそうな表情になった。

「……どうせ私なんか……どうせ私なんか……」

　魔王の闇が深まった気がする。

　このままでは話が進まないので、魔王を何とか宥め、話の続きを促す。

「……何の話をしていた？」

「………………魔王の好みは、どんなのかって話です」

「あぁ、そうだった」

　……もう放っておこうかな。

　俺の気持ちが萎んでいくのに比例して、魔王は嬉々として告げる。

　片手を突き出し、宣誓するように。

「私は、好みには煩いぞ。正にこれでなければならない。外見だけで言えば、顔立ちは糸目で常に笑みを浮かべ」

　ふんふん。

「髪の色は水色でなければならない」

　ほうほう。

「髪型はオールバックが似合えば尚良しに、体型は痩せ型で」

　……ん？　んん？

「私は魔王なのだから、その隣で悠然と佇む執事をやってくれるなら完璧だ」

　……えっと。

「後は強ければそれに越したことはないが、弱くても鍛えれば良いだけだ。まぁ、いくら捜しても居なかったが」

　……。

　………………。

　…………………………困った。

　本当に困った。

　該当する人物が、頭の中に一人浮かぶ。

　というか、あいつしか居ない。

　……どうする？　教えるべきか？

　いや、でもなぁ……何か売り渡すようで、さすがに気が引けてしまう。

　……でもなぁ、紹介するだけなら大丈夫なんじゃないだろうかとも思う。

　結局のところ、どうするかは当事者次第なのだし、教えるくらいなら良いんじゃないだろうか？

　それに、今この都に来ているし。

　会わせるなら、直ぐに会わせる事も出来る。

　………………でもやっぱりなぁ。

　少しの間、真剣に考えていると、魔王がじっと俺の事を見ている事に気付いた。

「………………」

「………………」

「………………お主、知っているな？」

　体がビクッと跳ねた気がした。

　どうしてこう、こういう時って皆鋭いのだろうか？

　別に何も答えていないのに、魔王は確信を得ているようだ。

　俺ってそんなにわかりやすい？

　向けられている視線は、まるで獲物を捉えたように、獰猛なモノへと変わる。

　嫌だ。怖い。

　魔王が、俺に向けて一歩踏み出す。

　さっき会った幽霊二体より怖いんですけど。

「……さぁ、命が惜しければ……知っている事を吐いて貰おうか？」

　もちろん、戦う事になれば俺が勝つと思うが、魔王が発する迫力に押されている気がした。

　俺が一歩下がれば、魔王が一歩前に出てくる。

　急用を思い出したとか言って、一旦この場から帰っちゃ駄目だろうか？

　でも、この魔王から逃げられないような気がする。

　たとえこの場から逃げる事が出来ても、確実に追ってくるのは間違いないだろう。

　……執念。

　そう、執念を感じる。

　そもそも、クリスタルを浄化しなければいけないので、逃げるという選択肢は無いのだが。

「……えっと……あのですね……一旦落ち着きましょうか？」

「私は充分落ち着いている。……さぁ、吐け」

　そう言う魔王の目は、血走っていた。

　落ち着いているようには見えませんけど？

　さてどうしようかと考えていると、俺が入ってきた扉が大きく開かれ、そこに人の気配を感じる。

　まさか！　という思いで振り返ると、そこには………………シロが居た。

「おぉ～！　でっかいクリスタル！　何か黒い部分が多いけど、すご～い！　……あれ？　彼女が魔王だよね？　なんでまだ無事なの？」

　俺は大きく溜息を吐いた。

　違う違う。今来て欲しいのは、シロじゃないから。

　でも、仲間が増えた事は心強い。

「お主の仲間か？」

「あっ、はい。そうです」

　魔王の問いに答える。

　その間に、シロが俺の傍へとやってきた。

「ねぇねぇ、ワズ。どうしてまだ何もしていないの？　ワズなら余裕でしょ？」

「……色々事情があるんだよ。……そう、色々と」

　さて、どうしようかと思うのだが……シロも巻き込もうと思う。

「すみません。ちょっと待って貰って良いですか？　事情を説明したいので」

　魔王にそう提案する。

　シロは、事情？　と、首を傾げていた。

「……良いだろう。幾ばくか猶予を与えよう」

　ほっと安堵する。

　そして、訳がわからないと困惑しているシロへ、魔王の事を説明した。

「………………」

　聞き終えたシロは、何も言わない。

　どうする？　と、無言で俺に訴えかけていた。

　いやいや、それはこっちが聞きたいんだけど？　と、俺も無言で返す。

　少しの間、互いに腕を組み、視線だけで会話をするが、答えは出なかった。

　そして、魔王の視線に晒されるのが辛い。

　なるべく見ないようにはしているのだが、絶対逃がさないという圧が凄かった。

　本当にどうし──。

「おや？　ワズ様にシロ様。クリスタルの浄化は、まだ行っておられないのですか？」

　………………。

「どうされたのですか？　来ちゃったよ……みたいな表情を浮かべて」

　………………。

「……どうして、悲愴な表情へと変わるのでしょうか？」

　………………俺とシロは、この場へと来てしまったフロイドに向け、どうかお願いしますと頭を下げた。

　ちらっと魔王を見てみると、固まっている。

　多分、突然の事で、まだ思考が追い付いていないのだろう。

「すみません。何やら悪寒がするので、一度出直しても良いですか？　……何故そんなに悲しそうな表情を……見捨てないで下さいと訴えかけてくるのでしょうか？」

　だってぇ～……。

「執事として求められるのは嬉しいのですが、私の本能的な部分は、一刻も早く逃げろと訴えかけているので、その理由を知りたいのですが？」

　言うべきか、言わざるべきか。

　俺はシロへと視線を向ける。

　自分は嫌だよと、ふるふると頭を振られた。

　……俺も嫌なんだけど。

　すると、魔王がスススッと、いつの間にかフロイドの傍へと移動する。

　あっ！　時間切れだ。

　自分の傍に来られた事で、フロイドが魔王へと尋ねる。

「その溢れ出る魔力……魔王ですか？」

「はい。魔王をしているティアンと申します。それで、えっと……あなた様のお名前は？」

　魔王の声質が、俺と話していた時より、何やら高くなっているような気がする。

　フロイドが俺を見ているような気がしたので、とりあえず、答えてあげればと頷いた。

「フロイドと申します」

「まぁ、フロイド様というのですね。素敵なお名前です」

　おぉ、先程とはもう別人だ。

　完全に猫を被っている。

　ただ、フロイドも何かを感じ取ったのだろう。

　何も言わず、考え込むようにしながら魔王を見ている。

　……相変わらず勘が鋭い。

「…………………………なるほど。少々確認を取ってまいりますので、お待ち頂いても宜しいでしょうか？」

　フロイドが魔王に向けて、丁寧に一礼する。

「はい。いつまでも……世界が崩壊しようとも、フロイド様をお待ちしております」

　魔王がうっとりとした表情を浮かべながら、了承の返事をした。
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　……何やら発言が重い気がするのは、気のせいだと思いたい。

　シロも同じ事を思ったのか、うわぁ……と呟く。

　そして、フロイドが俺の下までやってきた。

「ご説明をお願い出来ますか？」

「え？　しなきゃ駄目なの？　いつもなら、勝手に色々と理解しているのに？」

「ワズ様……私はそこまで万能執事ではございません」

　誰も万能なんて言っていないけど。

「……シロに」

「僕はついさっき来たばかりだから、事情はよくわからないなぁ～。だから、僕にも教えてよ～」

　にこっと微笑むシロの言葉に、俺は目を見開く。

　さっき教えたじゃないか！　なんで知らない振りをするんだよ！

　闇女神さんが言ったように、俺を身代わりにするんじゃない！

　……いや、確かに俺が一番状況を知っているのは間違いないけど。

　でも、まさか裏切るとは。

　……友達だと思っていたのに……一緒に苦難の道を歩もうよ。

　けれど、その思いはシロには届かなかった。

　いや、あえて届いていない振りをしているのだろう。

　くっ！　立場が逆なら、俺も同じような行動を取ると思うので強く言えない。

　……俺は観念して、大きく溜息を吐く。

　そして、なるべくやんわりと、フロイドに事情を説明した。

「………………ふむ。なるほど。つまり、あの女性魔王の好みが、まんま私であったと？」

「そういう事」

「そして、結婚相手として、私をご所望であると？」

「多分……いや、絶対そう」

「つまり、ワズ様は、ここまで誠心誠意尽くしてきた執事である私を、魔王へと献上するという事ですか？」

「そういう事を言っているんじゃないから！　それはちょっと、言葉が悪いというか、お互いの認識に誤差があるというか……」

　ほんと、何かすみません。

　フロイドが来る前に、事態を解決出来ていなくてすみません。

　心の中で、精一杯の謝罪を行う。

　でも、もうフロイドしか、この状況を解決出来ない訳で……。

「……わかりました。では、主のために、私がどうにかしてきましょう」

「出来るの？」

「ほぼ万能執事ですので」

　俺の「状態異常ほぼ無効」みたいな言い方だな。

「では、あの魔王の注意は私に向けておきますので、その間にクリスタルの浄化と結界の方をお願いします」

　そう言って、フロイドが俺に向かって華麗な一礼をし、魔王の下へと戻っていく。

　何やら出来る執事感が出ていて、頼もしい。

　心の中で感謝しておく。

　そして、フロイドがその身を犠牲にしてまで作ったチャンスを活かすため、俺はクリスタルに向けて歩を進めた。

　無事に帰ってこいよ……。

「完全神格化」状態へと変わり、クリスタルに触れて、浄化の力を中へと注ぎ込んでいく。

　かなり汚染されていたので、完全に浄化するには少し時間がかかりそうだ。

　なので、その間に、シロには闇女神さんの様子を見に行ってもらった。

　まぁ、たとえ青色の龍が起きたとしても、闇女神さんなら充分対処出来るだろう。

　クリスタルの黒い部分は、追い立てられるように上部先端から霧状に噴出していき、そのまま空中に霧散していっている。

　浄化された部分は、青く光り輝いていく。

　そういえば、これって「水」のクリスタルなんだっけ。

　だから青く輝くのかな。

　そんな事を考えている内に、浄化が終わった。

　体感的には、あっという間という訳ではないが、そこまで時間はかかっていない感じだろうか。

　本来の青い輝きを取り戻した「水」のクリスタルは、ただそこにあるだけで、幻想的にも神秘的にも見える。

　……あれ？　そういや、この神殿に居た人ってどうなっているんだろう？

　ここに入ってから、出会ったのは魔王と幽霊だけだし……。

　後で魔王に聞いてみるか。

　無闇に殺さないとか言っていたから、まだどこかで生きているかもしれないし。

　そして、もう手出しが出来ないように、俺は「水」のクリスタルを結界で覆ってから、「完全神格化」状態を解く。

　………………ふぅ。

　一息吐いて振り返ると、フロイドは背中しか見えないので表情はわからないが、何やら魔王の方は満面の笑みを浮かべているのが見えた。

　……ごめん。この状況、完全に忘れていた。

　魔王の浮かべている表情に、嫌な予感しかしない。

　…………………………。

　…………………………よ、よし。

　お熱い？　二人の邪魔をするのは野暮ってもんだ。

　ここに俺は居なかったという感じで、そっと出て行こう。

　二人を見て、そう判断した俺が動こうとした瞬間、フロイドと魔王がこちらへと視線を向ける。

　正確には、「水」のクリスタルを見ていた。

「美しいクリスタルですね」

「えぇ、本当に。青く輝いて」

　そう言いながら、「水」のクリスタルの方へと近寄って来た。

　………………俺は木。

　こんな所に木は生えていないけど、俺は木。

　風景の一部だ。邪魔をしてはいけない。

　同化するんだ……。

　けれど、そんな思いが通用する訳がなく、フロイドがこそっと話しかけてきた。

「……逃げようとしましたね？」

「………………何の事でしょうか？」

　ふいっと目を逸らす。

　けれど、フロイドは追及するように俺を見ている気がした。

「そう身構えなくても大丈夫でございます。話はもうつきましたので」

　…………………………え？

　ちょっと信じられなくて、フロイドへと視線を向ける。

　もう話がついたの？

　いや、さすがフロイドと言うべきか。

　頼れる時には、きちんと頼れる執事である。

　そんな風に思っていると、魔王が俺の下へとやってきて、一礼した。

「これからお世話になります。我が主」

　…………………………。

　…………………………。

　…………………………ん？　今、何言った、この魔王。

「……えっと、魔王……さん？」

「魔王などと呼ぶのは止めて下さい。魔王はもう止めました。私はメイドとして、フロイド様と共に主人であるワズ様を支えていく事になりました」

　どうしてそうなった！

　いやいや……え？　いやいや……え？

　ちょっと待って！　ちょっと待ってよ！

　本当に、どうしてそうなったの？

　俺は確認するようにフロイドへと視線を向ける。

「……フロイド？」

　そこには、いつも通りの胡散臭い笑みを浮かべている執事が居た。

「いやはや、思った以上に話が弾みまして。最初は断るつもりで、私が元の世界では創造神である事も教えたのですが、それでも構わないと言われまして」

「……神と魔王の禁断の恋って……素敵ですよね」

　魔王がうっとりと表情を緩める。

「という事で、何やら乗り越えられましたので、私は最後の手段として、ワズ様の執事として一生を全うするつもりであると告げると」

「なら、私はメイドとして生きていきますと言いました」

　……う、う～ん。

　駄目だ。さっぱり理解出来ない。

　一体どうしてこうなった？

　というか、結局のところ、俺に全てを押し付けたような気がするんだけど。

「……えっと、あれ？　魔王は」

「ティアンとお呼び下さい」

「……魔王は」

「ティアンです」

「………………ま」

「ティアンです」

　……何だろう。

　この魔王も、フロイドと同じ感じがする。

「……えぇと、ティアンは」

「はい」

「………………魔王に未練はないの？　そもそも、好みを聞いた時、魔王である自分の執事として隣に立って欲しいとか言っていなかったっけ？」

「そんな事、愛の前には紙屑同然。フロイド様と共に居る事の方が重要なのでございます」

　いや、もうちょっと、鉄壁の意思を持とうよ。

「という訳でして、このティアンに押された形でしょうか？　ですが、安心して下さい。もちろん、これまで通り……いえ、これまで以上にワズ様のサポートは行っていきますので」

　全然安心しない！

　これまで以上とか、不安でしかないから！

「それともう一つ」

　まだあるの！

「まだ、私達は恋人同士になった訳ではございません。話をしている内に、気が合うのはわかりましたが、まだまだお互いを知っていく段階なので、まずは一緒に働く事で絆を深めていこうかと。……もちろん、主であるワズ様よりも先に、結婚式を挙げる気はありませんので」

　どうでも良いわ！

　本当にどうしたら良いんだと、頭を抱えてしまう。

　すると、魔王──ティアンが不安そうな表情を浮かべる。

「……駄目でしょうか？」

　俺が喜色を示さない事が不安なのだろう。

　少し泣きそうに見えた。

　……最初に出会った時の魔王は、どこにいってしまったのか。

　変わり過ぎじゃない？

　それだけ、フロイドと共に居たいという事なのかもしれない。

　やっと好みの男性が見つかったんだから、何が何でも離れたくないという事なんだろう。

　フロイドへと視線を向けると、俺に向かってゆっくりと一礼された。

「もちろん、全ての決断は主であるワズ様がなされる事。これは私の一存で決めて良い事ではございません。……如何いかがされますか？」

　え？　ここまで話を進めておいて俺に振るの？

　フロイドのする事を、全肯定しそうなメイドを連れていけと？

　……いや、確かに、ティアンの事をフロイドに任せたのは俺だ。

　こうなるとは思っていなかったけど。

　でも、その結果の責任は………………任せた俺にある……よね。

　う～ん……フロイドが共に居る時点で色々持て余しているし、今更一人増えても一緒か。

「……わかった。……わかったよ。ティアンをメイドとして迎えるよ」

　その言葉に、ティアンの顔が綻ぶ。

　フロイドもどことなく嬉しそうだ。

　……この短期間で、随分と仲良くなったようで。

　本当に、気が合ったんだろうな。

「でも、確認しておきたい事があるんだけど？」

「何でございましょう？」

　ティアンが姿勢を正す。

「本当に、魔王としてじゃなく、メイドとして迎え入れて良いんだね？」

「もちろんでございます」

「………………裏切らない？」

「そんな考えは、露ほども持っておりません。それに、あり得ないでしょうが、もし裏切ったとしても、ワズ様の御力があれば、いくら魔王の力があろうとも意味はないでしょう」

　その言葉を聞いて、俺はフロイドに確認の視線を向ける。

　俺の力を話したのかと。

　けれど、フロイドは首を振って、話していないと示した。

「フロイド様は、ワズ様の御力の事を何も話されてはいません。けれど、結果だけを見れば充分です」

「結果？　何の？」

「『水』のクリスタルです。私は魔王としての力を使い、『水』のクリスタルを汚染しました。ですが、ワズ様が最初に見た状態にまでもっていくのに、かなりの時間を費やしているのでございます。それを、ワズ様は僅かな時間で元に戻されました。それだけで、魔王など歯牙にもかけない程の御力の持ち主であると、わかるのでございます」

　……あぁ、なるほど。

　汚染と浄化にかかった時間を基準にした訳か。

「わかった。でも、一応言っておく。裏切ったら許さないから」

「はい」

「それと、もう一つ釘を刺しておくけど、ティアンの行動の責任は、フロイドに取って貰うから」

「メイドとして、誠心誠意勤めさせて頂きます」

　ティアンが俺に対して一礼する。

　まぁ、今はここまで言っておけば大丈夫だろう。

　わかっているよな？　と、フロイドへと視線を向けると、頷きが返された。

「なるほど。遠回しに、執事の責任は主の責任であるから、好きにしろという事ですね？」

「違うからな！」

　全力で否定した。

　わかっていながら踏み抜いて丸投げするのがフロイドだが、とりあえず、ティアンは任せる事にした。

　まずはメイドとしての立ち振る舞いなど、基本的な事から教えていくそうだ。

　そういうの、俺にはわからないし。

　……それにしても、創造神が執事で、魔王がメイドって……。

　これから起こるかもしれない出来事を考えて、俺は大きく溜息を吐く。

　けれど、楽しそうなフロイドと、幸せそうなティアンを見て、これで良かったんだろうと思った。





６






　フロイドが好みだという女性魔王──ティアンがメイドになった。

　これからフロイドとティアンは、お互いを知っていくために行動を共にするそうだ。

　その終着点は、どういった形になるのだろう？

　やはり、結婚するのだろうか？

　…………………………。

　…………………………まぁ、決めるのは本人達なので、俺が口を挟む事ではないだろう。

　いや、確かに、俺にはもう奥さん達が居るし、シロには闇女神さんが居るので、フロイドだけ単身だから、いつかそういう相手が居たらなぁ～とは、心の中だけで思った事はある。

　でもさ、いざその相手が魔王って……魔王って……。

　最終的に認めたのは俺だけど、ティアンの話を聞いた身としては、断る事は気が引ける。

　どうか頼むから、ティアンがまともな女性である事を……心から切に願う。

　元・魔王というだけで、まともかどうかは怪しいが。

「ワズ様、紅茶でございます」

　あっ、どうも。

　浄化し、結界を張った「水」のクリスタルの前で、これから先、フロイドとティアンが起こすかもしれない問題を悶々と考えていると、当のフロイドが紅茶を差し出してきた。

　淹れたてである事を証明するように、湯気が昇っている。

　これを飲んで、一旦落ち着けという事だろう。

　なので、遠慮なく頂く。

「………………美味い。けど、いつもと味が違うような？」

　飲んだ紅茶は確かに美味しいのだが、いつもと味が違う気がした。

　窺うようにフロイドへと視線を向けると、胡散臭い笑みを浮かべて、ティアンを前面へと優しく押し出す。

「そちらの紅茶は、ティアンが淹れました。私も試飲しましたが、問題無いと判断しましたのでお出ししたのです。ワズ様も申し分なかったようで、胸を撫で下ろす気分でございます」

　いや、そういう事は、事前に言っておいて欲しいんだけど。

「ワズ様も満足しているようですし、良かったですね、ティアン」

「はい。大変嬉しいです」

　フロイドの胡散臭い笑みが、ティアンへと向く。

　それだけで、ティアンは嬉しそうに顔を赤らめ、髪をいじり出した。

　けれど、そのままフロイドから視線を外す。

「……まぁ、独り身が長かったから、大抵の事は」

　そう呟いたティアンの表情は、どこか自嘲するような笑みを浮かべている。

　魔王としてのティアンと相対しているだけに、そこを深く掘り下げてはいけないと思ったので、何も言わないでおこうと思った。

　心の中でそう誓っていると、フロイドが尋ねてくる。

「それでワズ様。次はどちらへ向かいましょう？」

「……あぁ～。その前に、ティアンに色々聞いておきたい事があるんだけど？」

「私にですか？　何をでしょう？」

　ティアンが綺麗な一礼をして窺ってくる。

　……所作だけなら、まんまメイドなんだけど、そういった服装ではないため違和感しかない。

「何でここにクリスタルがあるの？　四大国家が守っているっていうぐらいだから、例えば王城の地下とかにあるんじゃないの？」

「なるほど。先程フロイド様からお聞きしましたが、ワズ様達は他の世界から召喚されたのでしたら、知らないのも道理というもの」

　ティアンが納得するように頷き、言葉を続ける。

「まず、この水の都ガルドレーンの場所を正確に言うのであれば、四大国家の一つ『ルルテア大国』の領内なのです。そして、この場所こそが、ルルテア大国が守っている『水』のクリスタルの保管場所で間違いありません」

「……どゆ事？」

「はい。今は不思議と元に……いえそれ以上の力を感じますが、元々この都がある湖は、生半可な力ではどうにも出来ないほど、神聖で清浄だったのです。もちろん、それだけでなく、この神殿にも強力な結界が張られ、誰も立ち入る事が出来ないようになっていました」

　……なるほど。そう言われてみれば、ナーゼに指示したのは、クリスタルのある場所だった。

　四大国家の王都に行けとは言っていなかったな。

　そして、湖にあった神聖性が前以上に感じるのは、きっとフロイドが清浄化したためだろう。

「それじゃあ、その結界はティアンが消したの？」

「はい。魔王たる私の力で打ち破りました」

　俺達が普通に入れたのは、その結界が無かったからか。

　とりあえず、神殿の方にも結界があったようだし、出る時に魔王でもどうにも出来ないような超強力な結界を張っておこう。

「で、四大国家の……ルルテア大国だっけ？　……は、『水』のクリスタル奪還に動かなかったの？」

「いえ、もちろん動きました」

「あぁ、確か四大国家の力でもどうにも出来なかったんだっけ。………………ティアンがやったの？」

「違います。その時、私はここに居ましたので」

「え？　でも、どうにも出来なかったって聞いているけど？」

「はい。やったのは大魔王様……いえ、あのゴミが」

「ゴミって！　元々ティアンは大魔王の配下でしょ？」

「既に私にとって、フロイド様と、お仕えするワズ様の関係者以外は全てゴミです。それに、あのゴミは、いつもいつも……まだ決まった相手が見つからないのか？　と、ニタニタと笑いながら問うてきていたので、鬱陶しいだけでした」

　積もり積もった恨みという訳か。

　そりゃ、フロイドを見つけた今、心変わりもするか。

　……それにしても、大魔王ってのが居たんだっけ。

「大魔王って強いの？」

「そうですね……。四人の魔王が共闘すれば僅かではありますが、勝ち目があるかもしれないといった具合でしょうか」

　……ふ～ん。

　まぁ、それならどうにかなる……かな。

「そっか。大体わかった。ありがとう」

「いえ、ワズ様に仕えるメイドとして、当然の事でございます」

　……何だろう。

　その言い方、フロイドっぽい。

　どうやら、既に毒され始めているようで、先が不安になった。

「……はぁ。とりあえず、シロと闇女神さんに合流しようか」

　溜息を吐いて、俺はフロイドとティアンを連れて神殿を出る。

　その際に、「完全神格化」して、神殿には超強力な結界をきちんと張っておいた。

　これで、「水」のクリスタルは大丈夫だろう。

　俺が張った結界を見て、大魔王でも打ち破れませんと、ティアンが太鼓判を押した。

　そのまま都の中を進んでいくのだが、魔物はきちんと一掃されているようで、ちらほらと住民の姿を見つける。

　住民達は恐る恐る外の様子を窺い、魔物が居ないとわかると歓声を上げて喜び、まだ外に出ていない者達を次々呼びにいっていた。

　その嬉しそうな表情を見る事が出来て、ほっと安堵する。

　ただ、こちらにはティアンが居るので、なるべく見つからないように移動した。

　こそっと都から出て、そのまま森の中を進む。

「こっちであっているよな？」

「……はい。あっておりますよ」

　フロイドに確認を取って、進んでいく。

　………………。

　………………いや、良いんだけどさ。

　行き先はわかっているんだよ、本当は。

　それに、俺には「気配察知」があるので、もし道に迷ってもシロ達を探せば良いだけだ。

　なら、どうして確認をしたか。

　それは、俺の後ろでフロイドとティアンが仲良く話しながら付いてきているからだ。

　いやほんと、邪魔する気はないんだけど……何か淋しいじゃん。

　居ない者として扱われるのは……。

　一応、主のはずなのに……。

　ただ、それ以上声をかけるのは躊躇われたので、俺だけ無言のまま進む。

　………………奥さん達に早く会いたいと、心から願った。

　程なくして、シロ達が居る場所へと辿り着く。

「失礼しゃーす！　新鮮な果実をお持ちしました！」

「ありがとう～！」

「ご苦労様」

「えっと……私も頂いて良いんでしょうか？」

　シロと闇女神さん、ナーゼはのんびりとしているのだが、ここに襲撃してきた青色の龍は、直立不動で立ち、手には山盛りの果実がある。

　青色の龍が取りやすいように手を下げ、シロ達がそこから果実を取って食していく。

　ナーゼも、大丈夫かな？　と、恐る恐る取っていた。

　………………どういう状況なの、これ？

　ティアンの事で、もうお腹一杯だよ、俺。

　これ以上訳のわからない事は勘弁して欲しいと、大きく溜息を吐いた。

「あっ！　おかえり～、ワズ」

「ワズにしては時間がかかったな……ん？　何だ？　新しい女か？」

　俺達を視界に捉えたシロと闇女神さんが声をかけてきたのだが、闇女神さんの言葉は心外である。

　言葉は間違っていないけど、俺ではなくフロイドなので。

　……そこら辺の事情も説明しないとな。

「……えぇと、何やら疲れているようですが、大丈夫ですか？　それに、どうして魔王ティアン様が共に居るのでしょう？」

「しゃーす！　お疲れ様でーす！」

　ナーゼの気遣うような声はありがたいのだが、青色の龍からかけられた言葉が何かおかしい。

　そして、俺達に向けて全力で頭を下げるという行動に、声量も大きく、喉が潰れないのだろうか？

　そもそも、青色の龍って敵対してなかったっけ？

　何が起こったのかは気になるが、まずはシロと闇女神さんの所まで赴き、こちらで起こった出来事……「水」のクリスタルの浄化と結界を行った事と、ティアンの扱いについて説明をした。

　その結果が──。

「丸く収まったんだね～。おめでと～」

「………………正気か？」

「えぇと、おめでとうございます？」

　シロとナーゼはフロイドとティアンに対してお祝いの言葉を述べたのだが、闇女神さんは信じられないと、ティアンにそう声をかけていた。

　……ティアンは本気です。

「はい。フロイド様と幸せになります」

　ティアンがそう答えるのだが、その答えはまだ早いと思う。

　まだ、フロイドとそんな関係ではないと思うけど……まさか、ここに着く前にそうなったのか？

　………………フロイドなら、何が起こっても不思議ではないので怖い。

　俺、シロ、闇女神さんは、確認するようにフロイドへと視線を向けるが、そこにはいつも通り胡散臭い笑みを浮かべている奴しか居なかった。

　いや、何か言えよ！

　まぁ、本当にそういう事になっていたら教えてくれるだろうし、もう当人同士の事だと思うので、あまり不躾に聞くのも何だから放っておこう。

　ただ、この件に対して一番反応したのは、青色の龍だった。

「しゃーす！　魔王ティアン様！　しゃーす！　おめでとうございます！　しゃーす！」

　ティアンに向けて何度も頭を下げながら言った後、青色の龍はそのまま空を見上げた。

　目の辺りからは水が滴り、体も小刻みに震えている。

　……え？　……もしかして泣いてんの？

「………………良がっだ……良がっだ……ごれで、ずぐわれる」

「えっと……救われるって言ったのか？　どゆ事？」

　泣きながら言っている事の意味がわからなかったので、尋ねてみる。

　泣くなんてよっぽどの事だろうし。

　すると、青色の龍が涙を荒く拭ってから答えた。

「………………魔王ティアン様は好みの男を絶対に見つけると息巻いて、全ての魔物に人化しろと強要」

「そのまま黙って逝きなさい！」

　青色の龍が最後まで言う前に、ティアンが蹴り飛ばしてしまった。

　……まぁ、大体の事はわかったけど。

　そこまでしたの？　と、視線を向けると、ティアンは俺に向かって華麗な一礼をした。

「失礼しました。少々足が滑ってしまい、お見苦しい所をお見せしました」

　……その言い方。

　ほんと、着実にフロイドの影響を受けているな。

「………………まぁ良いか。……で、何で青色の龍は、あんなに態度が豹変しているの？」

「さぁ？　僕が来た時には、既にこうだったけど？」

　シロはもう少し周りの変化に興味を持とうか。

　というか、状況を受け入れるのが早いというべきか。

　……順応性が高過ぎだろ……大物とも言えるけど。

　シロに説明は無理だったので、闇女神さんに視線を向けると、溜息を吐きながら答えてくれた。

「あの後、少ししたら、あの龍が目覚めて襲いかかってきたんだ。ナーゼと女の私しか居なかったから、どうにでも出来ると思ったんじゃないのか？　だから、ちょっとボコッてやったら……何故かああなった」

　……う～ん。

　まぁ、闇女神さんを残して正解だったというのは間違いない。

　でも、普通やられたら怯えるとか、へりくだるとか、逃げると思うんだけど、今の青色の龍からはそういったモノを感じなかった。

　どちらかというと、慕っているように感じたんだけど……。

　こういうのは考えていてもわからないし、青色の龍に直接聞くのが一番……まぁ、ティアンに蹴り飛ばされちゃったけど。

　どうしようかと思った時、青色の龍が土煙を巻き上げながら戻ってきた。

「しゃーす！　酷いですよ、魔王ティアン様！　しゃーす！」

　戻ってきた途端、ティアンに泣きついた。

　けれど、ティアンは何事も無かったかのように告げる。

「私はもう魔王ではありません。恋に生きるメイドです。……もう一度蹴られたくなければ、わかりますよね？」

「しゃーす！　すみませんでした！　もう言いません！　しゃーす！」

　青色の龍は、ティアンに向かって一生懸命謝る。

　……どうしよう。もう駄目な龍にしか見えない。

　最初に出会った時の威勢の良さとか、もう微塵も無いな。

　どことなく、龍としての牙がぼっきり折れているような印象を受ける。

　というか、しゃーすしゃーすって、それ付けないといけないの？

「……で、そっちの態度の変化の理由は？」

　頭を搔きながら、青色の龍に直接尋ねる。

　すると、俺に対して直立不動の姿勢になって答えた。

「しゃーす！　以前の自分は完全に調子こいてました。魔王すらどうにか出来るんだと！　けれど、それは間違いである事がわかりました！　他ならぬ、あなた様と、そちらの女性によって、自分の馬鹿な自信は粉々に打ち砕かれたのです！　それと同時に、お二人の強さに惚れました！　なので、自分も共に居たいと思っております！　しゃーす！」

　え？　青色の龍の行動はそういう事なの？

　もうティアンの事で、俺はお腹一杯なので、これ以上はちょっと……。

　けど、放置するのも問題が起こりそうだし……。

「集合！」

　俺は手招きして、フロイド、シロ、闇女神さん、ティアンを集める。

「……で、どうすんの？　これ？　俺はもうフロイドとティアンの事で一杯一杯なんだけど？」

「まぁ、そんな……ワズ様、私とフロイド様がお似合いだなんて」

「良かったですね、ティアン。ワズ様に認めて貰えて」

「そんな事、一言も言っていないよね！」

「まぁまぁ～、落ち着いてよ～、ワズ」

「落ち着いていますけど、何か？」

「ワズは、ある意味ここに居る全員の主みたいなものなんだ。もっとどんと構えたらどうだ？」

「あれ？　俺が悪いの？　俺のせいなの？」

「もちろん、そんな事はございません」

「フロイド様のお言葉のままに」

「あはは～、そんな事言ってないよ～」

「自意識過剰じゃないか？」

「………………で、本当はどう思っているの？」

「……」

「……」

「……」

「……」

「味方が居ない！」

　何でもかんでも俺のせいにしないで欲しい！

「まぁ、冗談は置いといて～、あの龍どうする？　連れてく？」

「そうだな……。ただ、既に私達にはナーゼという移動手段があるし、必要無いんじゃないか？」

「戦力的には元々充分ですし、ティアンも加わりましたからね」

「精一杯、勤めさせて頂きます」

「……」

　あれ？　何か、勝手に話が進んでいくんだけど……。

　俺って、必要だよね？　ね？

「それじゃ～、ナーゼ次第なんじゃないかな～？」

「それもあるが、あの巨体はどうする？　さすがに龍二体となると更に目立つと思うが？」

「目立つのは今更のような気もしますが、出来ればそういう要素は取り除きたいですね」

「それなら問題はありません。緑龍の方はともかく、青龍の方は体を小さく出来ますので」

「……」

　そして、何故か俺に集中する視線。

　いやいや、どうしてそこで俺を見る？

　………………。

　………………わかったよ。わかりましたよ。

　俺が聞いてくれば良いんでしょ？

「……行ってきます」

「「「「いってらっしゃい（ませ）」」」」

　溜息を吐き、肩を落としながら、ナーゼと青色の龍が居る所へと向かう。

　そして、話し合いの結果を伝える。

　すると、まずわかった事は、青色の龍は『ジルン』という名で、本当に体を小さく出来た。

　犬や猫のような小動物ぐらいにまで。

　けれど、それだけでは連れていく事は出来ない。

　ナーゼに連れていって貰うのだから、ナーゼがどう思うかである。

　それを尋ねると。

「えぇと……もう気にしていませんよ。豹変した態度を見ている内に、何やら気にしなくなったので、問題ありません。それに、どうも私にも気を遣っているようでして」

「しゃーす！　ナーゼ先輩は、皆様に一早く仕えた先輩です！　先輩を敬うのは当然です！　しゃーす！」

　との事だった。

　……まぁ、ナーゼが気にしないというのであれば、連れていっても良いか。

　その事をフロイド達にも伝えるのと同時に。

「俺はもうティアンの事で一杯だから、ジルンはそっちが面倒見てくれよ？」

「あはは～、わかった～」

「承った」

「しゃーす！　お願いします！　しゃーす！」

　シロと闇女神さんに、ジルンの事は任せた。

　今は、シロに抱っこされている状態である。

「それで、次はどこに向かえば良いのでしょうか？」

　ナーゼが問うてきたので考える。

「後は、どことどこだっけ？」

「はい。残りは闘技国レマンダに居る魔王ファファル様と、地下迷宮に居る魔王ズード様です」

「ここから近いのは？」

「闘技国レマンダの方ですね」

「じゃあ、そっちで。即移動になったけど、もう少しだけ頑張ってね」

「気遣いありがとうございます。ですが、問題ありません。もう二、三日は飛んでいられますので」

　そして、俺達はナーゼの背に乗り、闘技国レマンダに向けて移動を開始する。








別章　龍王様、人助けをし、その結果間に合……
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　レーガンの妻と娘が運営する宿屋で一泊した後、食堂でレーガンと一緒に朝食を頂く。

　宿屋の前で、レーガンとその妻と娘に見送られた時、ついでとばかりに、ワズの結婚式には必ず参加しますのでと伝えられた。

　……何とかそれまでに、七種類の花を用意しなければならない。

　まぁ、次に向かう王都マーンボンドで揃える事が出来るだろう。

　我の移動手段は龍の姿に戻って空を飛んでいく事なので、ここから王都マーンボンドに向かうための方角をレーガンから聞いておく。

　その時、レーガンから一枚のカードと、幾ばくかの金銭を貰う。

　金銭は花を買うために必要なのは理解出来るのだが、カードの方は何なのだろうか？

「そちらは、龍王様の身分を証明するギルドカードです」

　何でも、このギルドカードを使えば、どこの町でも中に入る事が出来るらしい。

　そういえば、リニックに入る前にそんな事を問われたな。

　レーガンが朝早くから冒険者ギルドで作ったそうで、その表面には「Ｆ」の文字と、名前のところには「ラグニール」と記載されていた。

「すまんな。助かる」

　なので、我は素直に感謝の言葉を述べた。

　迂闊に龍王と名乗れば、余計な混乱が起きて時間が取られるかもしれない。

　そういう意味でも、このカードの存在は大変助かる。

　本当に、レーガンは我にとって良き友であるな。

　これを使えば、王都マーンボンドにも入る事が出来るし、本当に有り難い。

　しかし、正直助かるのは間違いないのだが、金銭まで用意してくれるとは思わなかった。

　というよりも、そこらで手に入れる物ではなく、花屋で買うのだから金が必要だという事を、本当に失念していたのだ。

　本来なら我が用意しておかなければならなかったのだし、今回頂戴した金は、後できちんと返さなければな。

　………………ワズに立て替えて貰うか。

　まぁ、仮にも義父になる訳だし、それぐらいの事はして貰わないとな。

　……うむ。……うむ。

　それが駄目だったら、城の宝物庫から適当な物を二、三点渡せば充分だろう。

　頂戴したカードと金銭を時空間魔法の中へと仕舞う。

　ふふふ……懐かしいな。

　何を隠そう、メアルに時空間魔法を教えたのは我なのだ。

　今も可愛いが、更に幼いメアルも可愛かった。

　あの頃は、パパ、パパと鳴きながら、我の後をよく付いてきていたな。

　………………そのメアルが嫁にいくのか。

　………………くっ。ワズ憎し。

　メアルを幸せにしなければ許さんからな。

　そして、我は宿屋の前でレーガン夫妻とその娘に見送られながら、リニックから出た。

　少し歩いて距離を取ってから龍の姿へと戻り、王都マーンボンドへ向けて飛び立つ。

　一昨日、昨日と、七種類の花を手に入れる事は出来なかった。

　メアル達の結婚式まで、あと五日しかない。

　それまでに、何とか手に入れなければ……。

　そのため、我は最高速度で王都マーンボンドへと向かう。

　これならそう時間はかからない内に辿り着くと思われる。

　急げ……急げ……。

　そうして飛んでいく内に、何やら大きな町を視界に捉えた。

　恐らく、あそこが王都マーンボンドと呼ばれる所なのだろう。

　今の速度を維持すれば、後十数分の内に辿り着くのは間違いない。

　なので、そろそろ降りて人化する場所を模索するため、視線を地表へと向けた際、気になる物があった。

　目的地は同じなのか、王都マーンボンドへと向かって駆けていく馬車が一台と、その馬車を取り囲むようにして追随している武装した五人が居る。

　だが、それだけでは気に留めたりはしない。

　その後方に、全員馬に騎乗している三十人程の集団が居り、馬車に向けて矢と魔法を放っているのだ。

　多分、後方の追っている集団は、盗賊と呼ばれる者達なのだろう。

　放たれた矢と魔法は、馬車を囲む五人によって防がれてはいるのだが、どちらが劣勢かは考えるまでもない。

　我の速度であれば直ぐだが、地上を駆けている馬車からしてみれば、未だ王都マーンボンドまでは距離がある。

　馬車の一団の方は明らかに疲弊しているようだし、恐らく、辿り着く前に捕捉されてしまうだろう。

　……このままであればだが。

　そう、気紛れで人を助ける龍王が居ても良いではないか。

　それに、ワズならきっと手助けし、盗賊共を難なく潰していたに違いない。

　なら、ワズに出来て、我に出来ぬ道理はない。

　ただ、馬車の一団が向かっているのは王都マーンボンドなのは間違いないため、龍のままでやってしまえば、後で訪れた際に余計な出来事が起こる可能性もあるので、人化してから対処しようと思う。

　なので、盗賊達の前に現れるようにして、人化しながら地表へと降り立つ。

　馬車の一団の方は気付かなかったようだが、盗賊の集団の方は進行を妨げるように現れた我へと罵声を飛ばす。

「轢き殺されたいのか！　どけぇっ！」

「ほっとけ！　構わねぇよ！」

「このまま轢き殺しちまえ！」

　やれやれ、愚かの極みである。

　我の強さを感じる事も出来んとは。

　もちろん、人化したからといって、我が弱くなるなんて事はない。

「愚か者共め。我の力を思い知るが良い」

　そう呟き、我は地表に向けて拳を放つ。

　ドゴーン！　という大きな音と共に地表が大きくひび割れ、盗賊の集団が乗っている馬が足を取られて転んでいく。

「「「うわあああぁぁぁっ！」」」

　盗賊の集団も叫びながら馬から落ちていった。

　さて、これでもう後は追えまい。

　存分に遊ぼうではないか。

　………………決して、ストレス発散の捌け口にしようという訳ではない。

「ぐわはははっ！」

　まるで悪役のような笑みを浮かべながら、我は盗賊の集団へと襲いかかる。

　そんな我に恐怖を感じたのか、起き上がった者達が剣や槍を構えるが、そんなモノが我に通用する訳がない。

　そもそも、盗賊の集団は既に腰が引けて震えているので、満足に戦う事も出来ないだろう。

　まぁ、まともにやっても我に傷一つ負わせる事は出来んがな。

　盗賊の集団が持つ武器もついでに破壊しながら、次々とのしていく。

　正に、一方的な蹂躙と言えるだろう。

　我を打ち破りたくば、ワズか義母上を連れてくるのだな。

　……即座に土下座も厭わないであろう。

　それから程なくして、盗賊の集団は、全員我が打ちのめした。

　馬に罪は無いので、危害は加えていない。

　うむ。久し振りに暴れてスッキリした。

　さて、後は七種類の花を手に入れるだけである。

　王都マーンボンドへ向けて行こうとした時、我を見ている者達が居る事に気付く。

　一体何者かと視線を向ければ、そこには、先程逃げていた馬車の一団が居た。

　……逃げてくれていて良かったのだが。

　面倒な事にならないで欲しいと思っていると、武装している五人の内の二人が、馬から降りてこちらへと歩んできた。

「……これは、あなたがやったのだろうか？」

　二人の内の一人が、のされた盗賊の集団を指差しながら尋ねる。

　我の下へとやってきたこの二人と、馬車の方で待機している三人は、どちらも揃いの鎧を身に纏っているので、恐らく国か何かに所属している者達なのだろう。

　噓を吐いても状況的に我しか居ないため、正直に答えた。

「うむ。その通りだ」

「そうか。なら、まずは感謝しなければならないな。……助けてくれてありがとう」

　感謝の言葉と共に、我に向かって頭を下げる男。

　一緒に居る男もまた、同じように頭を下げた。

　うむ。もっと我を敬い給え。

　我は龍王であるぞ。

　ただ、正直に言う訳にはいかないので、適当に流す事にした。

「気にしなくても良い。只の通りすがりである」

　空からだがな。

「それでも助けられた事には変わりない。あのままであれば、王都に辿り着く前に追いつかれ、やられていたかもしれない。あなたは命の恩人だ」

「先程も言ったが通りすがっただけで、気紛れで助けただけに過ぎない。そこまで気を遣う必要はないぞ。……ではな」

　深入りするつもりはないので、このまま去ろうとしたのだが、何故か呼び止められる。

「失礼かもしれないが、行き先を尋ねたい」

「王都マーンボンドであるが、それがどうした？」

「では、私達と同じだな。どうだろう？　同行してくれないだろうか？」

　………………ふむ。

　少し考えた後、尋ねる。

「……また襲われる可能性は低いと思うが？」

「絶対ではないだろう？」

　そう言う男の表情は、どこか確信めいたモノを抱いている感じがした。

　まぁ、このまま放っておいて死なれては、確かに後味が悪いのは間違いないか。

「……通りすがりの我を信じるのか？」

「誰が味方で、誰が敵かわからないものでね。……だから、自分の目と直感を信じる事にした。少なくとも、あなたは敵ではない」

　本当に通りすがっただけなので、その目と直感は正しいだろう。

　これもワズと出会った時と同じく、縁というモノか。

「……良いだろう。王都マーンボンドまで同行しよう」

「助かる。ありがとう」

　感謝の言葉を述べ、男二人は我の事を伝えるために、馬車の下まで駆け足で戻っていく。

　我もゆっくりとした足取りで、馬車の方へと向かった。

　話がついたのか、我も馬車の一団に同行する事になった。

　我に話しかけてきた男が、他の者達を説得したような形だろうか。

　決め手となったのは、やはり盗賊の集団を我だけで潰した事が大きい。

　それだけ、戦力が欲しいという事だろう。

　切羽詰まっているともとれる。

　まぁ、我にも目的があるし、深入りするつもりはないので、王都マーンボンドまでという事で話がついた。

　王都マーンボンドまで、予定よりも時間はかかりそうだが、ここからそれ程離れてもいないし、楽が出来ると割り切っておこう。

　そもそも、どこかで人化しなければ王都マーンボンドには入れないのだ。

　それが早まっただけである。

　ただ、我としては走って付いていっても良かったのだが、何故か馬車の御者台に乗る事になった。

　うむ。以前、ワズと共にリニックへと行った時、町の中で見かけてから、一度乗ってみたかったのだ。

　少し視線が高くなった風景に、我も満足である。

　何より、自らの力を使わなくとも移動するというのは新鮮であった。

　表面上は腕を組んで落ち着いているように見えるが、我の内心は小躍り状態である。

　隣に居る御者の男は、そんな我の心境を知る事もなく、真面目に馬を走らせていた。

　ただ、惜しむらくは誰も我に話しかけてこない事だろうか。

　御者の男然り、馬車の護衛をしている者達然り。

　恐らくだが、我の力に怯えている部分があるのと、まだ味方として信じきれていない事から、警戒していると思われる。

　正直、王都マーンボンドまでの道程なので、特に気にしてはいないが。

　そのまま進んでいくかと思われたが、御者台の後ろに作られた馬車の窓が開き、そこから白髪の年老いた者が顔を見せる。

「失礼、少々宜しいでしょうか？」

　我へと視線を向けて話しかけてきたその者の服装は、フロイド様が身に纏っているのと似ている事から、執事と呼ばれる者だと推測する。

「……我に用か？」

「はい。お嬢様がお話をしてみたいと。宜しいでしょうか？」

　……ふ～む。

　まぁ、このまま景色を眺めているだけでも良いのだが、それだけでは味気ないのも間違いないか。

「……構わんぞ」

「ありがとうございます。では、一度馬車を止めますので」

「先を急ぐのだろう？　止めなくても良い。扉を開ければ、そのまま入ろう」

「………………承知致しました。少々お待ち下さい」

　一度馬車の中へと顔を引っ込めてから、執事がそう告げた。

　話をしてみたいというお嬢様に確認を取っていたのだろう。

　そして、馬車の側部に設置されている扉が開かれたので、我は御者台から回り込むように飛んで、その扉へと張り付く。

　そのまま中の様子を窺うと、顔を見せた執事が座席に腰掛け、その対面にある座席に女が腰掛けていた。

　その女の髪色は赤茶色で、恐らく人としては整っている顔立ちなのだと思われる。

　身に纏っている服は、町で見かけるような者達とは質が違うと感じられた。

　人の中でも上位に位置する者なのだろう。

　執事が我の座る場所を開けるように体の位置をずらしたので、そちらへと座る。

　丁度、女と対面するような形となった。

「まずは自己紹介と致しましょう。私の名は『リリー・リアン』と申します。マーンボンド王国に属する地方領主の一人娘です」

　……地方領主？

　レーガンと同じようなモノだろうか？

　人の社会はよくわからんが、相手が名乗った以上、我も名乗るのが礼儀だろう。

「ラグニールだ」

　そう端的に告げたのだが、隣に居る執事から発せられる雰囲気が変化する。

　敵意とまではいかないが、不快感を示していた。

　失礼な態度とでも思われたのだろう。

　だが、我は龍王である。

　そんなモノを気にもしないし、人の枠組みなど知らん。

　ただ、目の前の女は、我の態度に対して気にした様子は見えない。

「ラグニール様ですね。先程は本当に助かりました。ありがとうございます。失礼かもしれませんが、あれ程の強さをお持ちであるという事は、冒険者かどこかの国に所属する騎士様でしょうか？」

「冒険者である」

　そう告げて、我はギルドカードを見せる。

「……Ｆランクなのですか？」

「登録したてであるからな」

　Ｆランクである事に、女と執事が驚きの表情を浮かべるので、その理由を端的に述べた。

　まぁ、本来の我であればもっと上だろうが、別に気にしていない。

　所詮、仮の身分なのだから。

「なるほど。登録したばかりであるのなら、仕方ないですね。……私にもラグニール様のような力があれば、今回の道程も、もっと簡単に終わっていたのですが」

　そう言って、女がどこか申し訳なさそうな表情を浮かべる。

　隣の執事も「お嬢様……」と呟いて、悲痛な表情を浮かべていた。

　………………空気が重い。

　おや？　もっと軽い感じの話をするものだと思っていたのだが……。

　どうしてこうなったのだろう？

　ここはやはり、我の話術で場を盛り上げるべきか？

　……。

　………………。

　…………………………何も思い付かん。

　おかしい。

　ワズと話す時は、もっと簡単に言葉が出てくるのだが、今は何も浮かばないとは……。

　というよりも、この場の空気に耐えられん。

　仕方ない。

　ここはもう、我から突っ込んだ話を振るべきだろう。

「……そ、それにしても、盗賊の集団に襲われるとは不運であったな」

　どもったのは気のせいである。

　しかし、女と執事の表情は、更に悲痛なモノへと変化した。

　……何故に？　何か間違えただろうか？

「……ラグニール様のようなお強い方であれば、盗賊とそう変わらないでしょう。ですが、実際は違います。彼等は、ある貴族子飼いの私兵達なのです」

　な、何だと！

　……と、驚くべきだろうが、正直、人の立場の違いなどよくわからないので、どう反応すれば良いのかわからん。

　まぁ、この女の立場からすれば、敵という事だろう。

　……地方領主とか貴族とか、人の社会は複雑過ぎて理解出来ん。

　そう思っていると、女が意を決したような表情を浮かべ、我へと視線を向けてきた。

「……ラグニール様の御力を見込んで、折り入ってお願いしたい事がございます。実は──」

　我へのお願いを告げようとした時、馬車が止まる。

　一体何事かと執事が窓を開けて御者の男に尋ねると、武装した百人程の男達が、馬車の進路上に居て妨害しているそうだ。

「迂回路は？」

　女がそう告げた瞬間、馬車の後方にも多くの人の気配を感じる。

　馬車を護衛している者達から、後方に新たな武装した集団が現れたと告げられた。

　完全に、取り囲まれたという訳か。

　護衛の者達が抜剣して戦闘準備を行っていくのを感じながら、窓から外の様子を窺う。

　前方の集団の中から、他の者達とは質の違う服を身に纏った小太りの男が、武装した三人の男を引き連れて、こちらへと向かって歩いてくるのが見えた。

　女と執事は、その様子を確認すると、意を決するようにして馬車から出て行く。

　……あれ？　我……置いてきぼり？

　少しの寂しさを感じていると、こちらに向かって歩いていた先頭の男と、女が少し距離を開けて対峙しているのが見えた。

「……このような強硬手段に打って出るとは」

「それは仕方ないでしょう。そもそも、あなたが余計な事をしなければ、ここまでするつもりはなかったのですから」

「王都の眼前で仕掛けて、無事に済むとでも？」

「それも問題ありませんよ。丁度この辺りは、木々に遮られて王都から見えませんし、距離も離れているため、声も届かない。まさか、ここまで辿り着くとは思いませんでしたが、念には念を入れておいて正解でしたね」

　小太りの男がいやらしい笑みを浮かべるのが見えた。

　ただ、小太りの男が言うように、周囲には木々が群生しているため、王都からこちらの様子が見えないのは間違いない。

「残念ですが、あなた達にはこの場で死んで頂きますよ。盗賊に襲われたという不幸な事故という事で。あぁ、もちろん抵抗して頂いて構いません。それっぽい偽装も必要でしょうからね。ただ、私の後ろに居る三人はＡランク間近の冒険者なので、無駄な抵抗で終わると」

「ごちゃごちゃ、ごちゃごちゃと、話が長いのだ！」

　馬車を降りた我は、即座に小太りの男へと襲いかかる。

　小太りの男の周りに居た男達が反応する前に、そいつ等も纏めて蹴り飛ばす。

　そのまま前方に居る集団へと襲いかかった。

「我の時間を浪費させるとは、万死に値する！　その事を理解しているのか！」

　そう言いながら、殴ったり蹴ったりを駆使して前方の集団を壊滅させると、馬車を中心にして円を描くようにしながら、周囲に居る者達へと同じように襲いかかる。

「我にはそこまで時間の猶予は無いのだぞ！　それを！　このような形で邪魔するとは！　身の程を知るが良い！」

　程なくして一周した我は、蹴り飛ばした小太りの男の所へと行き、その胸倉を摑んで持ち上げる。

　一応殺してはおらんが、気絶はしていた。

　そして、ポカンとした表情を浮かべていた女へと尋ねる。

「で？　我にお願いしたい事とは何だ？　そもそも、こいつは一体何だ？」

「………………えっと」

　気を取り戻した女が、困ったような笑みを浮かべた。

　七種類の花を売っていると教えられ、王都マーンボンドへと向かう途中、盗賊の集団に襲われている馬車と護衛達を助けた。

　その後、目的地が同じであった事もあり、馬車の中に同乗して移動する。

　だが、その移動を妨げる集団が、またもや現れた。

　そして、何やら長くなりそうな話を始め、向こうの集団の人相というか雰囲気が悪者っぽかったので、全員ボコる。

　我の時間は有限なのだ。

　そして、再び馬車の中に同乗して、王都マーンボンドに向けて移動を開始した。

　同乗者であるリリーと名乗った女が、集団の首領だという小太りの男を共に連れて行っている。

　集団に関しては、王都マーンボンドまで直ぐそこらしいので、着き次第報告するそうだ。

　まぁ、ボコった我の見立てでは暫く起きそうもないので、そのまま捕まる事だろう。

　念のため、木陰の方に集めておいたので、暑さにやられる事もないと思われる。

　王都マーンボンドまでの僅かな間に、女──リリーから説明を受けた。

　我は別に聞く気はなかったのだが、小太りの男は地方領主という立場を使い、住民にかなりの圧政を強いていたそうだ。

　小太りの男は隠す事が上手く、それが明るみに出る事はなかったのだが、ごく最近、その領地から命からがら逃げてきた者が居たため発覚し、その事を王家に報告するため、王都マーンボンドへと向かっていた。

　圧政の証拠は、その逃げてきた男が持っていたとの事。

　話半分くらいで聞いていたが、要は、リリーは正しい行いをしようとして、それを邪魔してきた親玉が小太りの男であるという認識で大丈夫だろう。

　だが、その動きが察知され、襲われていた所に我が現れた。

　正に、英雄や救世主のように感じたと、リリーがうっとりとした表情を浮かべながら、我に伝えてくる。

　まぁ、我は龍王であるし、英雄や救世主に見えてもおかしくはないな。

　……うむ。中々見る目がある女ではないか。

　我に勝てる者は、そう居らんからの！　グワッハッハッハッ！

　そうこうしている内に、王都マーンボンドに着いた。





２






　王都の中へと入る手続きは、全てリリーがやってくれた。

　通常の門とは違い、緊急用として用意されている他の門から入っていく。

　その際、門に常駐していた兵達に、リリーは全て事情を簡潔に述べ、集団を置いてきた場所も教えていた。

　そして、王城へとそのまま向かう。

　……あれ？　我は花屋に行きたいのだが。

　う～む………………まぁ良いか。

　そう急がなくても良いだろう。

　関わったのは我の方からなのだから、ここで放っておくのも悪い気がするのは確かだ。

　なので、そのまま馬車の中で揺られながら、王城へと辿り着いた。

　初めて来たが、中々立派な城である。

　まぁ、我の居城ほどではないがな。

「では、行ってまいります。ラグニール様、この度の事、本当にありがとうございました。受けた御恩は、必ず返しますので」

　それだけ告げ、リリーは執事と護衛達を伴って王城の門へと向かう。

　小太りの男は、護衛達が連れて行っていた。

　急いでいるのはわかるが、我……置いてきぼりか？

　…………………………。

　…………………………このままここに居ても仕方ないか。

　花屋へ向かおうと馬車を降りると、リリー達が門に居る兵達と揉めているのが見えた。

　……よくよく厄介事に巻き込まれるようである。

　こういうのは、ワズだけだと思っていたのだが……。

　一体何事かと、リリー達の所へと向かう。

「ですから、ギヴィリオ国王陛下に会わせて下さい！　緊急の用件なんです！」

「いえ、ですから、事前のお申し入れが無い方を、そうそう会わせる訳にはいかないのです」

「でしたら、宰相様でも良いので、ギヴィリオ王様に話をお通し出来る方をお願いします！」

　中々面通しが出来ないようである。

　まぁ、それも仕方ないというものだ。

　中央の山を踏破しなければ我に会えないように、やはり、王と呼ばれる存在は、そうそう会えないように出来ているという訳か。

　……ふぅ、ここまで来たのだ。

　もう少しくらい手助けしてやろう。

　我はそのまま近付き、暇そうにしている兵の一人へと声をかける。

「少し良いか？」

「はい。ここは、王都マーンボンドの王城です」

「……そういう事は聞いておらんし、見ればわかるわ。ではなく、ギヴィリオ……ここの王に伝えろ。ラグニールが来たとな」

「え？　……いえいえ、そう簡単にお伝えする事は」

「良いから、さっさと行かんか」

　威圧しながら告げると、兵が城の中へと逃げるように駆けていく。

　そして、そのまま待つのだが、リリーや他の者達は無言で我を見ていた。

　……どうやら、威圧を強く発し過ぎたようだ。

　そんな事を思っていると、城の中から先程の兵が戻って来る。

　しかし、現れたのは兵だけではなく、ちょっとした一団だった。

　その中に、見知った顔を見つけたので声をかける。

「おぉ！　久しいな、ギヴィリオ！」

「お久し振りですな、ラグニール」

　我の下へと来た、赤い髪が特徴的な男──ギヴィリオと挨拶を交わす。

　どうやら、ギヴィリオ以外は護衛の兵のようだ。

　そして、グッ！　グッ！　と、互いの手を何度も合わせた後に握手をする。

「グワッハッハッハッ！」

「わはははははっ！」

　最後に、互いの肩を何度も叩きながら笑い合った。

　その光景に他の者達は呆気に取られているようだが、我とギヴィリオは気にしない。

「それで、突然城に来てどうかされました？　あぁ、もしかして、もうワズの結婚式への迎えですか？」

「いや、迎えに関しては、もう少ししたらカガネが来るだろう。我が今回ここへと来たのは、個人的な事であるが、用件が実際にあるのはリリーである」

「リリー？」

　はて？　どなたか？　と、ギヴィリオが首を傾げるので、我はリリーを手招きして呼び寄せる。

「この者が、リリーである」

「ふむ……」

　紹介したリリーの顔をじっと見るギヴィリオ。

　一方、見られているリリーは、何故か黙っていた。

　ほれ！　折角我が呼び出したのだ。早く言わんか。

　リリーが何かを言う前に、ギヴィリオの方がポンと手を叩く。

「思い出したぞ。確か、リアン家の御息女だったか？」

「は、はい！　その通りです！　ギヴィリオ国王陛下に覚えておいて頂き、非常に嬉しく思います」

「まぁ、そう固くならなくても良い。それで、ご用件とは？」

「は、はい！　えぇと……その前にお聞きしたいのですが、ギヴィリオ国王陛下とラグニール様の関係って一体？」

　その質問に対し、我とギヴィリオは目を合わせ、リリーに向けて親指を立てながら告げる。

「「義父同盟！」」

　我とギヴィリオは決まった！　と思ったのだが、周囲の反応は無かった。

　全員、ポカンとしている。

　むぅ。折角決まったのに、どうして誰も反応してくれないのか。

　ワズなら、きっととても良い反応をしてくれるぞ。

　その時の事を考えれば、何やら楽しい気持ちになる。

　しかし、実際にやってみれば、この反応だ。

　これはもう少し考えなければならないかもしれない。

　……う～む。

　………………例えば、義父仲間全員でするポーズを作るとかはどうだろうか？

　ちらっとギヴィリオを見てみれば、我と同じように悩んでいた。

「………………ギヴィリオよ。どうやら、同じ事を考えていると思うのだが？」

「当然だろう、ラグニール。このような反応をされてしまえば、同盟の名が廃る」

　互いに頷く。

　ギヴィリオと、どのようなポーズにするかを話し合うのだが、恐る恐る声をかけられた。

「……あ、あの～……私の用件もお願いしたいのですが……」

　リリーから声をかけられた事で思い出す。

　はっ！　そういえば、そのためにここに来て、ギヴィリオを呼んだのであった。

　一応、失礼したと、ギヴィリオと共にリリーへと謝っておく。

　そして、この場でするような話ではないため、我とリリー達は、ギヴィリオ達と共に城内へと向かう。

　話し合いは、謁見の間で行うようで、そこへ辿り着くまでの間、我とギヴィリオのどのようなポーズにする談義は白熱するのであった。

　謁見の間にて、リリーがギヴィリオに、小太りの男と証拠だという紙束を渡す。

　そこまで眺めてから、我は謁見の間から出た。

　人の社会の仕組みなどわからんし、興味が無いからである。

　ここまでの手助けで充分だろう。

　後は、義父同盟の仲間であるギヴィリオに任せておけば問題無い。

　そう考え、我は城内をぶらつく。

　一応、助けた者として、結果くらいは聞いておくのが筋だろう。

　しかし、これが人助けというモノか。

　……う～む。何やら心地良い感覚である。

　まるで、鱗が生え変わった時のような、さっぱりとした気持ちを抱かせる。

　これは、後でワズが帰って来た時に自慢しよう。

　驚く姿が目に浮かぶわ。

　きっと、「凄いな、ラグニール！　いや、ラグニール様！　あなた様の行いは非常に尊いモノです。心が洗われました。ラグニール様が義父だなんて、大変誇らしいです！　一生付いていきます！　悩んだ時は、どうかラグニール様の御力をお貸し下さい！」などと褒めちぎって、我を崇拝するに違いない。

　………………。

　………………何やら虚しくなってきた。

　まずワズは、絶対にそんな事は言わないし、そんな口調で我に話しかける事も無い。

　それに、そんな口調で話される方が虚しい……というよりは悲しい。

　我とワズは、義父と義理息子という関係の前に、親友である。

　気安く話せる関係の方が、我とワズにはお似合いなのだ。

　………………早く帰って来いよ、親友。

　他の世界へ行ってしまったワズは元気だろうか？　と、考えながら廊下を歩いていた時、こちらへと向かって歩いてくる者達が目に入る。

　どちらも、見知った顔であった。

　なので、気軽に声をかける。

「久しいな、ナヴィリオよ」

「これは、お久し振りでございます」

「……？」

　挨拶をした我に対して、ギヴィリオの息子で、父親と同じく赤い髪が特徴的な青年──ナヴィリオは、優し気な笑みを浮かべて答える。

　……良いなぁ……外見に父親と似た要素があって。

　娘のメアルは、我の妻で母親であるメルの要素を受け継いで、鱗の色が白である。

　正直言って、ギヴィリオが羨ましい！

　だがしかぁし！　考えたくはないが、もし……ワズとメアルの間に子が出来た場合、ワズの黒髪を受け継いで、黒龍が生まれるかもしれん。

　もしそうなったら、その子は我にとっての孫。

　……孫。黒龍。孫。黒龍。孫。黒龍。

　良いな……是非ともそうなって欲しい。

　………………おっと、思考がずれてしまった。

　ナヴィリオの態度は問題無いのだが、もう一方の態度が問題である。

　我の友であるはずなのに、我とわかっていないようで、首を傾げて「ポキッ」と音を鳴らしていた。

「知り合いかの？　ナヴィリオ」

「……え？　……えっと、あれ？」

　ナヴィリオがどういう事ですか？　という表情を向けてきたので、我は一つ咳払いしてから答えを告げる。

「そういえば、この姿で会った事はなかったな。我はラグニールである。今は、所用で人の姿をしているのだ、ニールよ」

「お？　お？」

　ナヴィリオの隣に立っている者──ネクロマンサーのニールの骸骨顔が、我とナヴィリオの顔へと交互に向けられる。

　本当か？　と、ナヴィリオに尋ねているのだろう。

　ニールの行動に対し、ナヴィリオが小さく笑った。

「はは……。本当ですよ、ニール様。前に邪神戦に向けての会議の時、私は人化した龍王ラグニール様にお会いしているので、間違いありません」

「そうであったか。そういえば、確かにラグニールの人化した姿は見た事がなかったの。それに感じる力は、間違いなくラグニールのもの」

「うむ。これが初見であるな」

　我は一つ頷くが、ニールは我の姿を上から下まで確認するように見てくる。

「………………骨密度が足らんの。もっと栄養のあるモノを食した方が良いのではないか？」

「うるさいわっ！」

　相変わらず、骨に煩い奴である。

「それにしても、どうしてここにニールが居るのだ？　お主の住処は中央山にある沼地付近であっただろう？」

「それに関しては、こちらも邪神戦が関係しておる」

「ほう。……そういえば、邪神戦の時、魔物の群れを潰すためにニールが向かったのは、この国だったな」

「うむ。そこで縁が出来ての。偶たまにじゃが、こうしてここまで下りて、この国の兵達を鍛えておるのじゃ」

　ニールが、どこか誇らしそうに言う。

　ふ～ん。そんな事をやっておったのか。

　……確かに、偶にニールがどこかに出かけているのはわかっていたが、ここに来ていたとは。

　だが、ニールとは長い時間を友として過ごしているのだ。

　縁が出来たからといって、そんな殊勝な事をするような者ではない。

　なので、我はニールに向けて疑うような視線を向ける。

「………………」

「………………」

　突然無言になった我とニールなのだが、ナヴィリオは特に変わりなく笑みを浮かべていた。

　このような雰囲気でも姿勢を崩さないとは……この者、大物になるやもしれん。

　そんな事を考えていると、ニールが我から視線を逸らす。

「………………ワシに……ハーレムが出来た事は知っておるじゃろ？」

「うむ。確か、全員女性の骸骨であったな」

「そうじゃ。……そして、彼女達に言われたのじゃ」

「何を？」

「………………いつもダラダラしているんですね……と」

　………………。

　………………耳が痛いな。

　山の上位者として君臨はしているが、言ってしまえば、それしかしておらんのが我々だ。

　我も常日頃、メルと義母上様から、どれだけ小言を言われているか……。

　考えている内に泣きたくなってきた。

　それは、ニールも同じなようで、目元を拭っている。

　………………ん？　骸骨なのに泣けるのか？

　と、疑問には思うが、そこは追及しないでおいた。

　そういう事をしたくなる雰囲気は大切にしなければな。

「どのような理由であれ、ニール様に来て頂いて、こちらとしては非常に助かっておりますよ。兵達にも良い刺激になっているかと」

　ナヴィリオが、ニールに向けて気遣いの言葉をかける。

「……そう言ってくれると嬉しいわい」

「いえいえ、本当の事ですから」

「ふむ。決めたぞ！　ナヴィリオを王にする！」

　放っておいてもなると思うが……あえて何も言わなかった。

　すると、元気を取り戻したニールが、我に尋ねてくる。

「ところで、どうしてここにラグニールが居るのじゃ？」

「うむ。実はな……」

　そして我は、城を飛び出してから、ここまで来るまでの話を簡潔に伝える。

「なるほど。ワズの結婚式を飾る花を探して、ここまで来たのですか」

「しかも、その間に人助けとは……。ラグニールも随分と丸くなったのぅ。これもワズの影響かの？」

　そんな訳あるか！

　我は元々こんな感じであったわ！

　………………多分。

　それはそれで問題はありそうではあるが……最近、誰も我の事を、龍王扱いしていないような気がする。

　その事に少し悩んでいると、ナヴィリオが何かを思い出すように呟く。

「……七種類の花」

「ん？　どうかしたのか、ナヴィリオ」

「いえ……誤情報かもしれませんが、貴族の一人が、娘の結婚式を祝うために花を買い集めているというのがあったような……」

「なぁにぃっ！　それは本当か？」

　我は、突然の事にナヴィリオの肩を摑み、前後に揺らしながら尋ねる。

「精査、する必要がな、いので、調べてい、ないのでな、んとも」

「これは不味い！　時間は残っていると油断しておった！」

　ナヴィリオから手を離し、城外に向けて駆け出すが、一度止まって振り返る。

「ナヴィリオよ！　七種類の花が売っている店はどこにある？」

「あ、はい……城を出て、その眼前に、ある大通りを、真っ直ぐ進めば、見えてくるかと」

　ぐわんぐわんと体を揺らしながら、ナヴィリオが答えてくれた。

「感謝するっ！」

　そして我は、城を出て、ナヴィリオが教えてくれたように大通りを走り抜けていく。

　すると、すれ違ってしまった。

　大量の花を載せた、いくつもの馬車と……。

　まさか……まさか……。

　そのまま進むと、目的の店が見えたので、中へと駆け込む。

「花はあるか！　七種類の花は！」

「申し訳ございません。只今売り切れてしまいました」

　終わったぁ～！　間に合わなかったぁ～！

　さすがに、父親として、買われた花を奪うような真似は出来ん。

　余りにもショックを受け、我は両手両膝をついて項垂れる。

「……えっと……大丈夫ですか？」

　この花屋の店員らしき女が、心配そうに話しかけてくる。

　しかし、我は今こういう気分なので、立ち上がる事が出来なかった。

「……ううぅ。……一つ聞きたいのだが？」

「はい、何でしょうか？」

「娘の結婚式のために、七種類の花を集めているのだが、どこか手に入る場所はわからないだろうか？」

「あぁ～……」

　残念そうな声は要らない。

「多分、王都ではもう無理かと思います。盛大に祝うのだと、貴族様が祝いの花を全て買い取ったようで、ウチが最後だったみたいですよ。次の入荷も再来週ぐらいになると思います」

「…………………………そうか」

　それでは間に合わんのだよ。

　おのれ～……まだ見ぬ貴族めぇ……。

　気持ちはわかるが、残しておいて欲しかった。

「あっ！　でも」

「何だ！」

　我は即座に立ち上がって、店員の腕を摑む。

「え？　えっと……」

「早く続きを言わんか！」

「は、はい！」

　少々強い威圧が出ているのは、仕方ないと諦めて貰おう。

　大切なのは、七種類の花がある場所である。

「原産地である獣人国になら、大量にあるかもしれません」

「獣人国？」

「は、はい！」

　確か、大陸北西付近にある国だったな。

　我は店員を離し、笑みを浮かべて親指を立てる。

「良い情報を感謝する！　もし、困った事が起これば、一度だけ我が助けてやろう！　城に向かい、ラグニールを呼んで下さいと、ニールに伝えればわかるようにしておこう！　ではなっ！」

　そして我は、花屋を出て城へと戻る。

　既に陽が落ちそうな時間なので、このままここで一泊するつもりだ。

　ギヴィリオとのポーズ談義も終わっておらんしな。

　城まで戻ると、門の所でナヴィリオとニールが我を待っていたので、そのまま花屋での出来事を伝える。

　あの店員から助力を求められれば、即座に呼んで欲しい事も一緒に。

　ついでに、城に泊めてくれと頼むと、ナヴィリオから快い返事を貰う。




　ギヴィリオ、ナヴィリオ、ニールと共にしこたま酒を飲みつつ、熱い話を交わしてから寝た。
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　闘技国レマンダにあるクリスタルを浄化するため、移動を開始した。

　ナーゼの話によると、移動の時間は前よりももう少しかかるそうなので、このままナーゼの背の上で一日が終わる事になる。

　つまり、闘技国レマンダに着く頃には、残された日数は四日。

　その限られた時間で、「火」と「土」のクリスタルを浄化して、元の世界に帰らないといけない。

　奥さん達と挙げる結婚式のため、必ずやり遂げてみせる。

　そのためには、やはり事前の情報収集も必要だと思うので、ナーゼは飛ぶ事に集中して欲しいため、ティアンとジルンに色々聞いてみようと思う。

　なので、ティアンとジルンを手招きして呼んだのだが、ジルンはシロの腕の中にすっぽり埋まっているので、シロも一緒に来た。

　ナーゼの背の上で円を描くように座り、俺は尋ねる。

「で、闘技国レマンダのどこに、何のクリスタルがあって、……ファファル？　ってのはどんな魔王なの？」

　俺がそう問うのと同時に、後方に控えていたフロイドが何故か魔法で光球を生み出し、その光をティアンとジルンへと当てる。

　ついでに、シロも被害を受けていた。

　……これに何の意味があるのだろう？

「すみません。眩しいです、ワズ様」

「しゃーす！　眩しいです！　しゃーす！」

「あはは！　眩しい眩しい！　あはは～！」

　ティアンが光を遮るように手で目を隠し、ジルンはシロの腕の中でジタバタもがき、シロはそのまま光を受けていた。

　ジルンを抱えているから防げないのだろう。

　ただ、ティアンの言い方だと、俺がしているみたいなので言い直して欲しい。

　これでは話が進まないので、フロイドに一旦止めるように言うと、あっさりと光球を消して後方に控えた。

　……本当に、何がしたかったのだろう？

　俺は疑問しか浮かばないけど、多分、フロイドは俺の言葉に合わせて光を当てたかっただけのような気がする。

「……これで良いかな？　で、色々教えて欲しいんだけど」

　俺の問いに、ティアンが目をパチパチしてから答える。

「はい、もう大丈夫です。そうですね……。まず闘技国レマンダには『火』のクリスタルがございます。元々は王都の地下に保管されていたそうですが、大魔王によって奪われ、現在は魔王ファファルによって、世界最大の武闘場がある武闘都市・エスレアデに運ばれています。ナーゼが向かっているのもそこになります」

「しゃーす！　武闘都市・エスレアデでは毎年武闘会が開催され、世界中から猛者が集まって、その強さを競うそうです！　自分の血も滾ります！　しゃーす！」

　ここでも大魔王か。

　これはもう、完全に邪魔してくるだろうな。

　それがいつかはわからないけど、姿を見せて本当に邪魔するようなら、返り討ちにしてやる。

　……そう思うのだが、ジルンが小さくなった影響か、意気込んでいるようだけど全然迫力がない。

　小さな龍が、キャウキャウと騒いでいるようにしか見えなかった。

　現に、闇女神さんの琴線に触れたのか、かなり撫でまわされている。

「しゃーす！　止めて下さい！　しゃーす！」

「大きい時はうざかったけど、小さくなると愛嬌があるな」

　……とりあえず、ジルンの事は放っておこう。

　俺はティアンへと視線を向ける。

「何だってそんな場所に？」

「それは、魔王ファファルが戦闘を好む性格をしているからです」

「戦闘を好む？」

「はい。戦闘狂とでも言えば良いでしょうか？　全ての事を戦って決めたがる傾向が非常に強く、その分、戦って相手の強さを認めれば、寛大な対応をする事が多かったかと。……魔王ファファルにとって、戦いが絶対の基準になっていると思った方が良いでしょう」

　また、わかりやすいけど面倒な魔王だな。

　これは、確実に戦う事になるだろう。

　そのつもりで相対した方が良さそうだ。

「それじゃあ、その魔王ファファルが、武闘都市とかいう場所に居るのも？」

「はい。戦いを楽しむために、武闘都市・エスレアデへ『火』のクリスタルを運んだのでしょう」

　その言い方に、引っかかる事があった。

「ちょっと待って。まさか、さっきジルンが言っていた武闘会って……」

「丁度開催されているでしょう。恐らく魔王ファファルは、自分に勝つ事が出来れば、『火』のクリスタルを譲渡すると述べていると思われます。もしくは武闘会の優勝者に、同じ条件で戦いを挑むつもりなのかと。……どちらにしろ、『火』のクリスタルという餌が目の前にあるのですから、魔王ファファルに挑む者は後を絶たないでしょう」

　そりゃ、目の前で見せられたら、確実に挑むだろうなぁ……。

　自分の強さに自信があるからこそ、武闘会が開催される場所に居るんだし。

　この世界の人達からすれば、クリスタルの存在は絶対のようだし、奪い返したくなるのは当然だ。

　……そういえば、ガーリスのセリアスさんが片腕になったのも、魔王ファファルに挑んだ事が原因だったっけ？

　…………………………ん？　あれ？

「魔王ファファルに挑んで生き残っている人を知っているんだけど、もしかして、戦いは好きだけど殺生は好まないとか？」

　その問いに、ティアンは軽く首を振る。

「いえ、恐らく、ワズ様が知っているというその者は、魔王ファファルの戦闘欲とでも呼ぶべき欲求を、ある程度満たす事が出来たのでしょう。先程も申しましたが、魔王ファファルにとって戦いは絶対の基準です。ある程度の強さ、もしくは可能性を示せば、魔王ファファルは命までは取らず、強くなって再び挑んでくる事を期待して生かす事もあるでしょう。ですが、逆にそれらを示す事が出来ない場合は、余程の気まぐれでも起こらない限り、生かして貰うのは無理かと」

　生かすとか、生かして貰うとか、ティアンの中で、魔王ファファルが勝利するのは確定しているというのが窺える。

　ただ、その認識は間違っていないだろう。

　この世界の人達では魔王の強さに対抗出来ないからこそ、俺達やディソール達が召喚されたのだろうし。

　ディソール達にしても、もう少し鍛錬と装備を整える準備期間があれば、どうにか対抗出来たかもしれない。

　翌日いきなり現れたしね。

　ただ、対抗出来たかもしれないというのは、パーティーで挑めばという条件付きでだけど。

　一対一では、多分無理。

　そもそも、ガーリスの人達を喜ばせたディソール達の今の力で、ナーゼを倒す事も出来なかったのだから。

　……元気でやっているのだろうか？

　悪い人達ではなさそうだったし、元気にやっていると良いな。

　……っと、今は魔王ファファルの事だ。

「それじゃあ、武闘都市・エスレアデに着いて、魔王ファファルから『火』のクリスタルを奪い返そうとしたら？」

「間違いなく戦う事になるでしょう」

「話し合いで解決は？」

「不可能です」

「ティアンから言って聞かせるのは？」

「恐らく、拳で語ろうと言われます」

　そうくるかぁ～……。

　話を聞いている限りだと、戦うしか選択肢がない事がわかった。

　結局戦う事になるという結論だったが、まぁ急に戦いを挑まれるよりかは幾分マシだろう。

　……そう思う事にした。

　それでも、戦いが待っていると思うと、自然と溜息が出てしまう。

「……はぁ」

「そう面倒臭がらなくても良いのでは？　魔王ファファルとは、戦う事で簡単に話がつくのですから。それに、ワズ様の神をも超えた力であれば、どこにも問題はございません」

　ティアンが、どこにも問題はありませんと微笑む。

「まぁ、それはそう……あれ？　何で俺の力の事を知ってんの？　浄化の力は見せたけど、戦う姿は見てないよね？」

「………………」

　ティアンがにっこりと微笑んだまま固まる。

　俺はゆっくりと後方を確認した。

「仕える者として、主の事を正しく認識して貰うためにお教えしました」

　そう言って、ゆっくりと一礼するフロイド。

　まぁ、お前しかいないよね。

「……隠している訳ではないから別に良いんだけど、一言報告は欲しかったな」

「これは失礼致しました。今後は、きちんと事後報告させて頂きます」

　やった後かぁ～……。

　事前に言う事は出来ないのか？　と思うのだが、それをやらないのがフロイドなので、今更である。

　その後は、談笑したり、流れる風景を見たりして時間を潰し、夜遅くに眠った。
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　目を覚ますと、既に陽が昇っていた。

　……少し遅く起きたかもしれない。

　寝ぼけ眼で周囲を確認すると、景色が流れているのが見えたので、どうやらまだナーゼの背の上で、闘技国レマンダにある武闘都市・エスレアデに着いていないようである。

　既に他の皆──フロイド、シロ、闇女神さん、ティアン、ジルンは起きていて、見たままを言えば、優雅なティータイムを行っていた。

　ここがナーゼの背の上でなければ、本当に優雅だったと思う。

　ティータイムセットは、フロイドの時空間魔法の中から出したのは間違いない。

　フロイドは、ティアンに紅茶の淹れ方や姿勢の取り方などを細かく教えていて、シロと闇女神さんは、紅茶を飲みながらジルンを相手に遊んでいた。

「おや？　おはようございます、ワズ様」

　起きた俺を目ざとく見つけたフロイドが、一番に挨拶をしてくる。

　……ほんと、こういう時は見逃さない執事だ。

　フロイドの挨拶を皮切りに、他の皆も挨拶をしてきたので、俺も体を起こして挨拶を返す。

　ただ、起き抜けでジルンの全力「しゃーす！」は……きつかった。

　フロイドからスッと差し出される紅茶に口を付ける。

「……うん、美味い。これもティアンが淹れたの？」

「その通りでございます」

「何か、昨日よりも美味しく感じるんだけど、何か付け足した？　それとも、何か変えた？」

「そのような事はしておりません。ただ、ワズ様の舌に合うような茶葉の配合と淹れ方を、教えただけでございます」

「なるほどね。……確かに、味が俺好みになっている。美味しいよ、ティアン」

　紅茶の感想を伝えると、ティアンが嬉しそうに一礼する。

　フロイドも、どこか誇らしげだった。

　一応、ティアンをメイドとして、ちゃんと教えていくつもりはあるようだ。

　その事に、内心でほっと安堵する……あれ？

　…………………………。

　…………………………ティアンがメイド服を身に纏っている。

　あまりにも違和感が無かったので、完全に見逃していた。

　白のヘッドドレスとシャツに、黒のスカートと色合いは落ち着いているのだが、一体いつの間に？

　……寝て起きたら、魔王がメイドでした。

　まぁ、似合ってはいるのだが……問題なのは、どこで用意したのかという事だ。

　間違いなくお前だろ？　と、フロイドに視線を向けると、胡散臭い笑みを返された。

　フロイドの時空間魔法の中には、一体どれだけの物が入っているのだろう……。

　紅茶で喉を潤してから、別の事を尋ねる。

「……で、今どこら辺？　もう着きそうなの？」

「先程確認したところ、後十数分で着くそうです。ただ、水の都ガルドレーンの時と同様に、近場に下りてから向かう事になりますが」

「まぁ、仕方ないんじゃない？　このまま行くのは俺も嫌だし」

　ナーゼに乗ったまま行くと、武闘都市・エスレアデに居る魔王ファファルが、喜々として向かってきそうだから嫌なのだ。

　平穏に終わって欲しいと願いつつも、戦いが回避出来ないという確定事項に、俺は自然と溜息を吐いた。

　だからこそ、せめて魔王ファファルとの戦いが始まるまでは、のんびり行きたい。

　なので、近場に下りて向かうのは、寧ろ大歓迎です。

　そして、ナーゼから「そろそろ下ります」と告げられるのと同時に、俺達も支度に取りかかる。

　まぁ、フロイドの時空間魔法の中に、出した物を仕舞うだけなんだけど。

　地上へと下りた俺達は、早速とばかりに徒歩で移動を開始する。

　そこそこの速度は出ていると思うのだが、ティアンもしっかり付いてきていた。

　さすが、元・魔王である。

　ジルンはシロに抱えられ、そして、ナーゼはフロイドが抱えていた。

　さすがに、もう置いていくのはどうかと思ったところ、ナーゼも体を小さく出来る事がわかり、ジルンと同じくらい小さくなって貰ったのだ。

　その際、俺が抱えていこうとしたのだが、フロイドが自ら抱えていくと言ってきたので任せる事にした。

　これでナーゼも安心して休めるかと思ったのだが、ティアンが怖い。

　表情はにっこりと微笑んでいるのだが、不機嫌オーラが出ていた。

　フロイドに抱えられているナーゼが羨ましいのか、殺気のようなモノをナーゼに向けて飛ばしている。

　こらこら、止めなさい。

「うぅ……何やら胃が……汗も止まらないです」

　殺気のようなモノを受けて、カチコチに固まったナーゼが、汗をだらだらと搔きながら呟く。

　さすがに放置は駄目だと思い、とりあえず、ティアンに殺気のようなモノを飛ばすのは止めてあげてと、言うだけ言っておいた。

　というか、ティアンをメイドにと提案したのはフロイドなんだから、どうにか取りなして下さい。

　シロと闇女神さんは、そんな俺達を見て笑っていた。

　ジルンは触れてはいけないと、我関せずである。

　今こそ、「しゃーす！」って言いながら絡んでこいよ。

　そんな風に進んでいる内に、大きな壁が見えてきた。

「あちらが、武闘都市・エスレアデでございます」

　ナーゼが大きな壁をビシッと指し示す。

　どうやら目的地に着いたようで、大きな壁は外壁のようだ。

　ただ、外壁は円形というよりも、どこかうねっているように見える。

　その形を不思議に思いつつも、外壁に沿って進んでいくとかなり大きな都市だというのがわかった。

　そのまま進んでいくと、大勢の人が集まっているのが見えたので、そちらの方へと向かう。

　すると、見えてきたのは、都市の外で大勢の人達が戦っている姿だった。

　一瞬、魔物の襲撃か？　と思ったのだが、どうも様子がそれとは違う。

　頑張れ頑張れと応援したり、戦っている人達に対して周囲の人達が野次を飛ばしたりと、まるで見世物のような状況が繰り広げられていた。

　それに、魔物がゴーレムだけである。

　ゴーレム自体の材質の違いはあるのだが、それしか違いがない。

　一体どういう事だろうか？　と、都市の門の前に立つ兵士っぽい人達に近付いて、声をかける。

「……あの、すみません」

「はい、何でしょうか？」

「えっと……ここで起こっているのは、一体どういう状況なんですか？」

「……？」

　兵士は、一瞬意味がわからないと疑問符を浮かべるが、即座に気付いたような表情を浮かべる。

「あぁ、もしかして、武闘都市・エスレアデに来たのは初めてですか？」

「はい、そうです」

「それでしたら、驚かれるのも当然ですね。これはまぁ、都市の中へと入るための試練のようなものなのです。何しろ、武闘都市ですから、強さが重要なのですよ」

「は、はぁ」

　……何だろう。ここに居る人達も戦闘狂なのだろうか？

「魔物を相手にと思われるかもしれませんが、安心して下さい。ここで戦うゴーレムは、全て魔法によって造られた人造ゴーレムなので、きちんと制御されています。怪我は負うかもしれませんが、命の保証はされていますよ」

「はぁ。でも、どうしてこんな試練？　を？　普通に入る事は出来ないんですか？」

「もちろん可能ですが、その場合は都市内での制限を受ける事になります」

「制限？」

「はい。そもそもこの試練は、都市内での行動可能エリアを決めるために行われているのです。この都市は中央に向かって何層にも分かれ、倒したゴーレムのランクによって、どの層まで入れるかを決めています。ゴーレムのランクは『Ｓ』が最も高く、次いで『Ａ』『Ｂ』『Ｃ』ですね」

「もし、ゴーレムを倒さずに入ったら？」

「行動可能エリアは、都市内外周部だけになります。ただ、それだと闘技場には行けません。『火』のクリスタルと魔王は闘技場に居るため、それが目的であるならば、ゴーレムの試練を受けて頂かないと……」

　何となく、この場の雰囲気を感じて思ったけど、この都市の人達は魔王を受け入れているんだな。

　魔王ファファルと同じく、強さが絶対なのだろう。

　だから、たとえ魔王であっても、強い者であれば受け入れているのだ。

　ただまぁ、さすがに悪事は見逃さないと思うけど。

　でも、「火」のクリスタルが闘技場にあるならば、そのゴーレムの試練を受けなければいけない。

「なるほど。ご親切にありがとうございます。闘技場に行きたいのですが、どのランクのゴーレムを倒せば良いんですか？」

「『Ｃ』ランクで行けますよ」

「わかりました。なら、『Ｃ』ラン」

「ちょっと待った～！　僕、全部のゴーレムと戦ってみたい！」

　そう言い出したのは、シロである。

　後方へと視線を向けると、ジルンを闇女神さんに預け、はいはい！　と手を高々と挙げていた。

「………………全部とやりたいの？」

「やりたい～！」

　ゴーレムとかなり戦いたいようで、鼻息が荒くなっている。

　……まぁ良いか。

「えっと……」

「あぁ、大丈夫ですよ。パーティー戦でも、代表者による個人戦でも受け付けています。どちらであっても、倒したゴーレムのランクは、そのグループに適応されますので」

「そうですか」

　俺は、一応確認するために、シロ以外の面々へと視線を向ける。

「他の皆はどうする？」

　そう問うと、フロイド達は観戦すると答えたので、ゴーレムと戦うのはシロだけで決まりだ。

「……じゃあ、個人戦でお願いします」

「はい、わかりました。おいっ！」

　爽やかな笑みを浮かべながら、親切な兵士さんが別の兵士を呼び、シロを相手に注意事項を伝え始めた。

　全てを聞き終えた後、シロがむんっ！　と、気合を入れる。

　かなりやる気のようだ。

　そんなシロに声をかける。

「……まぁ、ほどほどにね」

「うん！　精一杯遊んでくるね！」

　そこは噓でも、わかっていると言って欲しかった。

　シロは全部とやりたいというので、全ランク挑戦である。

　ゴーレムのランクは「Ｓ」「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」の４段階に分かれ、この結果によって、都市内が何層にも分かれているという武闘都市・エスレアデの中を、どこまで進んで良いかが決まるそうだ。

　一応、「Ｃ」ランクのゴーレムを倒せば、「火」のクリスタルと魔王ファファルが居ると思われる闘技場には行けるんだけど……まぁ良いか。

　シロがやりたいと言っているし、そんなに先を急がなくても、結婚式までまだ四日あるのだから、たとえ大魔王とかが邪魔しに来ても、一日一魔王で潰していけば、問題無く元の世界に帰る事が出来るのだから。

　それに、シロがやられるとは思えないし。

　ただ、終わるまで少し時間がかかりそうなので、俺は最初に話しかけた親切な兵士さんに、この都市の事を尋ねて時間を潰す事にした。

「それにしても、変わった形の都市ですね？」

「そうですか？　結構わかりやすい形だと思いますけど……あぁ、もしかして。外壁に沿って来ましたか？」

「はい、そうです」

「それなら仕方ありませんね。外壁に沿うと、確かに変わった形に感じる部分がありますから。ですが、構造は至って簡単ですよ。大きな丸と小さな丸がくっついたような形ですから」

「大きな丸と小さな丸？」

　どういう事？　と考えていると、遠くの方から歓声と野次が聞こえてきたので、多分シロが最初のゴーレムを倒したのだろう。

　ただ、野次を飛ばしている人達は気を付けて欲しい。

　……やり過ぎると、闇女神さんがキレるので。

「ひょうたんを連想して頂けると、わかりやすいかもしれませんね。そのままあの形ですから」

　あぁ、なるほど。

「なら、大きい丸の方が都市部で、小さい丸の方が闘技場って事ですか？」

「はい。その通りです」

　武闘都市・エスレアデは、そんな形をしていたのか。

　ちょっとスッキリした。

　シロの方はまだ終わっていないようなので、そのまま親切な兵士さんと話を交わす事にする。

「ご親切にありがとうございます。……それで、他にも聞きたい事があるんですが？」

「何ですか？」

「今、ここには魔王が居るんですよね？」

「居ますよ。『火』のクリスタルと共に、闘技場に居座っていますね」

「その割には何というか……都市全体に悲壮感というか……恐れみたいなモノが感じられないというか……」

「いえいえ、もちろん恐れていますよ。何といっても魔王ですからね。私なんかでは、傷一つ付ける事も出来ませんし、一撃で死んでしまいますよ」

　そう言う割には、笑みを浮かべたままなんだよなぁ……。

　親切な兵士を見ていると、とても恐れているようには見えない。

　そんな風に思っていると、再び歓声が耳に届く。

　また、シロがゴーレムを撃破したのだろう。

　その声量は先程よりも大きく、逆に野次が少なくなっていた。

　闇女神さんにやられたんだろうか？

「でも、皆平気そうというか、普段通りって感じなんですが？」

「まぁ、ここに来るのは戦闘狂や戦闘馬鹿ばっかりですし、観戦する方も戦いが好きな人達ばかりですから、皆強い者が大好きなんですよ。ですから、確かに魔王の事は恐れてはいますが、それは恐怖だけではなく、畏敬も含まれているのです。それに、ここに来た魔王ファファルは確かに戦闘狂ですが、無闇に暴れるような事もしていないので好意的に受け入れられ、寧ろ人気者ですよ」

　それはそれでどうなんだろうか？　一応、魔王なんだよね？

　……魔王の威厳とか、気にしなくても良いのだろうか？

　そもそも、クリスタルを汚染して、世界を自分達の好きなようにするとかじゃなかったっけ？

　………………もしかして、戦いが楽しくて忘れちゃったとか？

　………………。

　………………ありえそうで、何か嫌だ。

　もしそうなら、ちゃんと魔王しているのって居るのだろうか？

　………………。

　………………あぁ、最初に出会った魔王……名前忘れちゃったけど、アレはそれなりに魔王をしていたな。

　闇女神さんに速攻ボコられたけど。

　……それに、魔王らしくないのは既に居るしな。

　ちらっとメイド服姿の元・魔王、ティアンへと視線を向けると、フロイドに向かって恐る恐る手を出しては引っ込めて、手を出しては引っ込めてを繰り返していた。

　………………一応、魔王なんだよね？

　それらしい感じは、欠片も残っていないけど。

「でも、魔王ファファルは、戦った者の力量次第では命を奪う事もあるって聞いたんですけど？」

「それは当然の事では？　そもそも、戦いとは本来、互いの命を懸けて挑むものでしょう？」

「……まぁ、言う通りですね」

「それに、魔王ファファルへと挑戦した者達は、その事を納得した上で挑んでいますから問題ありません」

　どうやら、魔王ファファルだけではなく、ここの人達も戦いが絶対の基準のようだ。

　………………長居したくないなぁ。

　そこで、今度は大きな歓声が耳に届いた。

　野次などは消え、シロを称賛する声が至る所から聞こえる。

　順当に勝っているようだ。

　そちらの方へと視線を向けてみれば、シロに向かって「今晩どう？」と誘う女性がちらほら居た。

　まぁ、その言葉を口にした瞬間、闇女神さんが闇討ちを行っているのだが。

　命までは取っていないようで、安堵した。

「……そういえば、武闘会の方はどうなっているんですか？」

「もちろん、そちらも開催されていますよ。ただ、今年は魔王ファファルへ挑戦する方が盛り上がっていますけれど。何しろ、勝てば『火』のクリスタルを取り返せるだけではなく、富や名声も約束されたようなものですからね。英雄と呼ばれるのは間違いありません」

「確かに、そういう事なら魔王ファファルの方に人が集まるのも仕方ないかもしれませんね。……でも、実際のところ、どうなんですか？　魔王ファファルを倒せそうなんですか？」

　もし出来るのであれば、「火」のクリスタルを浄化するだけで楽なんだけど……。

　すると、親切な兵士さんが考え込むように、顎へと手を当てる。

「そうですね……現状のままでは無理かと。魔王ファファルはまだ底を見せていませんし、並大抵……いえ、たとえ一流と呼ばれる戦士でも不可能でしょう」

「さすがは魔王という事ですね」

　けれど、親切な兵士さんは、どこか余裕のある笑みを浮かべる。

「ですが、まだ大本命が残っていますので、どうなるかはわかりません」

「大本命ですか？」

「はい。『雷神』と呼ばれる雷魔法と超絶剣技の使い手、『オド』様です」

　どこか誇らしげに告げる親切な兵士さん。

　当然知っているだろうという感じで告げられたが、すみません。知りません。

「へぇ～……そんな人が居るんですね」

「おや？　知りませんか？」

「ま、まぁ……ちょっと遠い所から来たもので」

「そうなんですか。オド様は、ここ数年の武闘会の王者に君臨している本物の強者です。それに、人格者でもあって、この都市の守護者と言っても過言ではないでしょう。何しろ、荒くれ者も多く集まる都市ですから、過ちを犯す者の中には手強い者も居るのです。ですが、オド様はそういう者が現れれば率先して先頭に立ち、あっという間に叩きのめして捕縛してしまいますから」

「頼れる存在なんですね」

「はい。その通りです」

　本当に、誇らしそうに言う親切な兵士さん。

　その時、もの凄く大きな歓声が周囲に響く。

　視線を向ければ、粉々にされたゴーレムの上で、シロが片腕を高々と上げていた。

「やった～！　全部倒したぞ～！」

「さすが私のシロだな」

　闇女神さんが宣言するように言う。

　多分、周囲に居る女性達に向けて牽制しているのだろう。

　フロイド、ティアン、ナーゼ、ジルンも、シロに向けて拍手をしていた。

　俺も拍手をする。

　すると、親切な兵士さんから声がかかった。

「おめでとうございます。どうやら、見事『Ｓ』ランクのゴーレムを倒したようですね。素晴らしくお強い仲間をお持ちのようで」

「いえいえ。それで、『Ｓ』ランクだとどうなるんですか？」

「都市内のどこへでも行けますし、オド様への面会の予約も可能ですよ。いや、大変羨ましい」

　喜ばしそうに言ってくれるのは嬉しいのだが、観光をする時間も無いし、その……オドとかいう人とも会うつもりは無い。

　そもそも、ここには「火」のクリスタルを浄化しに来た訳で。

　どう答えようかと悩みながら、とりあえず苦笑いを返しておいた。

　そして、シロ達が俺の所へと戻って来たので声をかける。

「楽しかったか？」

「うん！　楽しかった～！」

　シロが満面の笑みで答えた。

　満足しているようで、良かった良かった。

　すると、親切な兵士さんもシロに声をかける。

「おめでとうございます。まさか、『Ｓ』ランクのゴーレムを、ほぼ無傷で倒されるとは……。あなた様なら、魔王ファファルを倒せるかもしれませんね」

「ありがとう～。でも、魔王ファファルってのがどれだけ強いかはわからないけど、大丈夫じゃないかな～？　だって、僕はこの中だったら弱い方だから～」

「……え？」

　親切な兵士さんが壊れた人形のようにゆっくりと、俺に視線を向けてくる。

　苦笑いで応えておいた。

　そして、武闘都市に入るための手続きをするのだが、今更ながら気付く。

　ガーリスは召喚された場所だし、水の都ガルドレーンは突入したので必要なかったが……あれ？　この世界で俺達の身元を保証する物……何も無くない？

　それに、こちらには元とはいえ魔王も居る訳で……。

　どうしようかと思ったのだが、この武闘都市ではそういうのは必要無いと言われた。

　その代わりに、ゴーレムの試練によって都市内の行動範囲を制限しているのだと補足される。

　あっ！　そういう事だったのね。

　ほっと胸を撫で下ろした後、「Ｓ」ランクを証明する札を受け取り、その取扱いの注意事項を聞いてから、俺達は武闘都市・エスレアデに入った。
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　武闘都市・エスレアデの門を潜り、都市内へと入る。

　まず入った都市内は、外周部だ。

　入って直ぐに掲示板のような物があり、そこに地図が張り出されていたので確認する。

　どうやら、武闘都市・エスレアデの都市部は、大から小の丸が五個重なったような形で形成され、それぞれの内側へはランクによって行けるかどうかが決められていた。

　外周部は最も大きな丸で、都市を囲むように大通りが延びている。

　ゴーレムの試練を受けなくてもここには入れるので、かなりの人がそこかしこに居て、かなり賑わっていた。

　ここに居る多くの者の共通点は、やはり筋肉質な人が多い事だろう。

　彼等はゴーレムの試練を受けなかったのだろうか？　と思ったのだが、よくよく考えてみれば、受けて達成したからといって、そこまで行かなくても良いのだ。

　思い思いに、好きなように行動しているという訳である。

　住居らしき建物もちらほら見えるが、屋台の方が多く聞いた事がない食べ物を売っていて、非常にそそられるのだが、今は「火」のクリスタルと魔王ファファルが居る闘技場を目指さなければならない。

　我慢……我慢……。

「すみません。こちらを貰えますか？」

「はい、いらっしゃい！　毎度どうも！」

　いつの間にか、フロイドが屋台の一つへと赴き、何か買っていた。

　………………あれ？

　そういえば、金はセリアスさんに貰ったのがあったんだっけ。

「全員分購入しましたので、まずはお食事としましょう」

　そう言って、フロイドが俺に紙のトレイを渡してきた。

　受け取った紙のトレイの上には、揚げ物のようなモノが載せられている。

　けれど、それだけではなく、俺が都市の地図を確認している間に、他の皆も思い思いの食べ物を購入していた。

　美味しそうな匂いには逆らえず、とりあえず公園のような場所があったので、そこで食べる事にする。

　戦う前に腹ごしらえは必要という事で……。

　……うん。美味い。

　都市外周部の通路を通り、「Ｃ」ランクに位置する場所へと向かう。

　そこからでないと、闘技場には行けないためである。

「Ｃ」ランクの部分へと入るためにも、門を潜らなければならない。

　となると、当然のように兵士達が門を守っていた。

　でも、こちらはシロが頑張ってくれたおかげで、最高の「Ｓ」ランクの部分まで行けるので、どこにも問題は無い。

　門を守っている兵士に、貰った札を見せる。

「おぉ！　『Ｓ』ランクとは久々に見ました。大変お強いのですね」

「まぁ、頑張ったのは、こっちですけどね」

「えっへん！」

　門を守る兵士達は、シロに向けて尊敬の眼差しを送る。

　シロは自慢するように胸を張った。

　うんうん。シロが手に入れた物なんだから、好きなだけ誇って良いんだよ。

　門を守る兵士達は、シロにサインを求めだしたが、いつまでもここに居る訳にはいかないので、断りを入れて先を進む。

「Ｃ」ランクに位置する都市内部は、外周部の造りとそれ程変化は無い。

　ただ、屋台は少なく、代わりに住居が増えていた。

　地図で確認していたので、そのまま闘技場へと向かう。

「魔王ファファルかぁ……」

「ワズ様であれば、余裕でしょう」

「そうですね。信じております」

「あはは～、ワズと魔王が戦うの楽しみだな～」

「シロはゴーレムと戦ったし、次はワズの番だな」

「頑張って下さい」

「しゃーす！」

　どうやら、俺が戦う事で確定しているようだ。

　いやまぁ、良いんだけどさ。

　そのつもりでここに来たんだし。

　そのまま闘技場に向けて進んでいくと、徐々に人が増えていくと共に歓声も聞こえてきた。

　熱量も感じる事もでき、かなり盛り上がっているようだ。

　近くまで来ると、闘技場の形もよくわかる。

　円形の大きな壁に囲まれているので内部は見えないが、時代を感じられる程にどこか古めかしい。

　きっと、長い間ここで色んな人達が戦ってきたのだろう。

　いくつもの入口と窓があり、そこから歓声と熱量が漏れている。

　その内の一つへと向かい、そこに立っている兵士に話しかけた。

「すみません、中へ入る事は出来ますか？」

「座席はもう余っていないので立ち見になりますが宜しいですか？」

「はい。全然問題ありません」

「では、一応ランクの確認をお願いします」

　ここでもランクを確認するようなので、札を見せる。

「こちらになります。ちなみに、入るために金銭とか必要ですか？」

「いえ、観戦だけなら大丈夫ですよ。ただ、中で販売されている飲食には必要で……」

　そこで兵士の言葉が止まる。

　札を何度も確認し、俺達へと視線を戻して敬礼した。

「こ、これは失礼しました。まさか『Ｓ』ランクの方々とは知らず」

「あ、あぁ、大丈夫ですよ。気にしていませんから。それに、そのランクを取ったのは彼なので、そういうのは彼に向けてして下さい」

　シロを前面に出してそう答える。

「えっへん！」

「お、おめでとうございます！　まさか、オド様以外で『Ｓ』ランクの方を見るとは思いませんでした！　大変光栄であります！」

　えへへ～と、シロが柔和な笑みを浮かべる。

　相当嬉しいようだ。

　ただ、思った以上に兵士の声が大きく、周囲に居た人達にも聞こえてしまう。

　そのため、シロが「Ｓ」ランクのゴーレムを倒した事が知れ渡り、俺達はあっという間に囲まれてしまった。

「おぉ～！　兄ちゃんが『Ｓ』ランクのゴーレムを倒したのか～！」

「凄い！　すごぉ～い！」

「格好良いねぇ～」

　周囲を囲んだ人達から、シロに向けて称賛の声が届く。

　それを受けたシロは、更に相好を崩した。

　まぁ、今までこういう扱いをされてこなかったのだから、気持ちが昂っているのかもしれない。

　友達として、シロが称賛される光景を見るのは嬉しく思い、俺も笑みを浮かべた。

　そのまま落ち着くまで見ているつもりだったのだが、当のシロが俺へと視線を向ける。

「ここはこんな状況だし、僕が居なくなる訳にはいかないでしょ？　だから、ワズ達は先に行っていて良いよ～」

「そっか、わかった。なら、任せるよ」

　そして、俺はフロイド、ティアン、ナーゼを連れて、闘技場内へと入る。

　狭い通路にある階段を上っていき、そのまま進むと観戦席へと辿り着く。

　開けた視界で闘技場内部を確認すると、中央に円形の舞台があり、階段状の観戦席が舞台を囲んでいた。

　観覧席の上部には、特別席のような場所が設置されている。

　そのまま視線を上に向けると、空中に浮いている「火」のクリスタルが煌々とした輝きを放っていた。

　………………あれ？　特に汚染されているようには見えないんだけど。

　もしかして、前に言ったように、魔王ファファルは戦いに熱中し過ぎて、「火」のクリスタルを汚染する事を忘れているのだろうか？

　………………あぁ、よくみると、「火」のクリスタル上部の一部だけが黒く染まっているな。

　視線を下げると、兵士さんが言っていたように、全ての席が埋まっているので満員である事と、立ち見をしている人達がちらほらと見える。

　中には、売り子なのか、飲食物を抱えながら歩いている人も居た。

　そして、その人達の視線は舞台へと注がれている。

　自然と、俺達の視線も舞台へと向く。

　そこでは、屈強な体軀の男性二人が剣と槍を構え、その後方に魔法使い風の男性が杖を掲げていた。

　その男性三人に相対するように、小柄な少女が居る。

　小柄な少女が男性達に向けて声を飛ばす。

「ほれほれ、どうした？　こう睨み合っていてもつまらん。余を倒すのではなかったのか？　見ているだけで、余を倒す事は出来んぞ」

　男性達を挑発しているのだろう。

　だが、その言葉を切っ掛けに、男性陣が動く。

　前衛に立つ男性二人が一気に前へと進み、手に持つ武器を振り下ろす。

　後衛に居た男性は、何やら呪文のように呟きを発した。

　それらを迎え撃つ小柄な少女は好戦的な笑みを浮かべ、自分へと迫る男性達の武器を余裕でかわし続ける。

　反撃する隙は充分にあるのだが、それを行う素振りが見えない。

　どうやら、今の状況を楽しんでいるようだ。

　それを見ている観客達は、大いに沸いている。

　少しの間続いた演武のような攻防は、武器を振るう男性達がその場から飛び離れる事で終わり、その代わりに、後衛に居た男性の魔法が炸裂した。

「『大いなる力よ　全てを焼き滅ぼす種となれ　超爆発』」

　小柄な少女を中心に、舞台上で大爆発が起こる。

　観客達の歓声が一際大きく上がった。

　爆発の余波が観覧席まで届きそうだったのだが、その前に舞台と観覧席を隔てる透明な膜によって防がれる。

　まぁ、結界が張られているのは当然か。

　爆発の煙が徐々に晴れていく。

　男性達は全員無事だが、武器の構えは解いていない。

　そして、煙の中から無傷の小柄な少女が現れた。

「かっはっはっはっ。中々良い魔法だったぞ。だが、それでは余をやる事は出来んなぁ」

　その言葉と同時に、小柄な少女から感じる圧力が一気に増す。

　同時に、嗜虐的な笑みも浮かべた。

「だが、それなりに楽しめた。貴様達には次のチャンスを与えてやろう」

　小柄な少女が攻勢に転じる。

　まずは前衛の男性二人を殴り飛ばし、後衛に居た男性を蹴り飛ばした。

　その威力は明らかに強力で、男性達は舞台の外へと吹き飛び、そのまま意識を失う。

　発した言葉通り、殺してはいないようだ。

　そして、小柄な少女が勝利を宣言するように高々と手を突き上げる。

　それだけで、観客達は大盛り上がりだ。

「魔王ファファルはここに居る！　余を倒して『火』のクリスタルを手に入れたければ、いつでもかかってこい！　余は逃げも隠れもしない！　ただし、命を失う覚悟はしておくのだな！」
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　更に盛り上がる観客達。

　……う～む。彼女と戦うのか。

　舞台上に立ち、自らを魔王ファファルと名乗った小柄な少女を、再度確認した。

　赤黒い長髪にまだまだ幼い顔立ちなのだが、目が吊り上がっているので少し生意気そうに見える。

　服装は動きやすさを優先したのか薄着であり、魔王らしく見せるためか、マントを羽織っていた。

　見た目だけで言えば、十歳前後くらいにしか見えない。

　ただ、ティアンもそうだったし、見た目よりも長く生きているかも。

　けれど、示した力は本物で、魔王だというのも納得出来た。

　……でも、やっぱり幼い。

　念のため、ティアンに確認する。

「……彼女が魔王ファファルで良いの？」

「はい。彼女こそ、私を含めた魔王四人の中で、最も強い魔王ファファルでございます」

「え？　一番強いの？」

「戦闘力という面では間違いなく。ファファルの強さは、他の魔王より抜きん出ていますので。ただ、協調性が皆無なため、前に申しました大魔王と戦った場合の勝機は、ファファルが協力してくれるかどうかにかかっています」

「それだけ魔王の中で強いという事か」

　視線を小柄な少女──魔王ファファルへと戻すと、彼女は観覧席の上部に設置されている特別席のような場所の一つを凝視していた。

　そこには、大剣を背負った筋肉モリモリの男性が居る。

　厳つい顔立ちに、頑丈そうな鎧を身に纏い、腕を組んで魔王ファファルを見ていた。

　互いの視線を交え、魔王ファファルが歪いびつな笑みを浮かべる。

「……そろそろ相手してくれないかな？　オド」

「冗談を言うな。貴様の戦闘欲を満たす事は出来るが、私が勝利する事は無いとわかっているだろう。私には、この武闘都市・エスレアデの秩序を守るという役目があるのだ」

「つれないなぁ……。そうだ！　なら、余がこの武闘都市・エスレアデを崩壊させると言ったら？」

「ふん！　それこそ無いな。ここは、貴様にとって絶好の遊び場だろう？」

　その返しに、魔王ファファルは何も言わない。

　ただ、つまらなそうに視線をぷいっと逸らす。

　なるほど。あの男性が、兵士達が言っていたオドか。

　確かに、歴戦の戦士といった雰囲気を感じる。

　そんな風に思いながら見ていると、そのオドがこちらへと視線を向けてきた。

　え？　何で？

　オドから視線を外せば、観客達も俺達を見ている事に気付く。

　あれ？　俺達どこか変だった？

　疑問符を浮かべるが、答えは出ない。

　本当に何事かと視線を彷徨わせると、魔王ファファルが俺達を凝視している事に気付いた。

　あっ！　なるほど。

　魔王ファファルが俺達を凝視しているから、ここに居る皆もこちらへと視線を向けているのか。

　………………何か、視線が集まると照れるね。

　自然と頭を搔いてしまう。

　観客達も、誰だ誰だと疑問に思っているようだ。

　ただ、魔王ファファルの視線をよく確認してみると、俺達というよりは、ティアンだけに注がれていた。

　あぁ、そりゃ互いに魔王なんだし、気付くし驚くよね。

　………………恥ずかしがっていた自分が更に恥ずかしい。

　羞恥心から微かに震えてしまう。

　その間に、魔王ファファルは次の行動に移った。

「……結界を消せ」

　そう呟くのだが、誰にも届いていなかったのか、どこからも反応が無い。

「……壊されたくなければ結界を早々に消せ！」

　今度は、叫ぶような大きな声で告げた。

　それに反応してか、少し間が経ってから舞台と観覧席を遮る結界が消える。

　すると、魔王ファファルが舞台上から飛び出し、ティアンの前まで一直線に駆けてきた。

　そして、ティアンと魔王ファファルが視線を絡ませる。

　ティアンは涼し気な表情を浮かべ、魔王ファファルは好戦的な笑みを浮かべていた。

「……まさか、こんな所で会うとは思わなかったよ、ティアン」

「そうかしら？　これは必然だと、私は思うわ。それに、やっぱり『火』のクリスタルを汚染する事を忘れ、戦う事に熱中していたようね」

　ティアンの言葉を受け、魔王ファファルが苦々しい表情を浮かべる。

「……大魔王の命令で催促でもしに来たのか？　それなら私は、『火』のクリスタルを守れば好きにしても良いという条件で協力しているはずだけど？」

「別に、そんな事を言いに来た訳じゃないわ」

「そうか。……なら、折角ここまで来たんだ。少しやり合おうじゃないか？」

「……相変わらずの戦闘狂なのね」

「それが、余だからな」

　魔王ファファルは快活に笑うが、ティアンは疲れたように溜息を吐く。

　やっぱり変わっていなかったか……と、呟くのが聞こえた。

　というか、何となくだけど、二人は気安い関係のような気がする。

　ティアンの口調も魔王同士だから……というよりは、普通に友達同士のような感じだし。

　すると、魔王ファファルが、ティアンの隣に立つフロイドへと視線を向けて固まった。

「………………」

　どこか信じられないようなモノを見つけたように目が開き、フロイドとティアンの間を何度も行き交う。

　まるで、何かを確認するように……。

　そして、自分の中で受け入れる事が出来たのか、大きな声で叫んだ。

「ティ、ティアンが好みの男と共に居るっ！」

　あっ、その事知っているんだ。

　驚く魔王ファファルを前に、フロイドとティアンがにっこりと微笑む。

「ふふふ。えぇ、そうなの。遂に見つけたのよ」

「初めまして、魔王ファファル様。私、フロイドと申します」

「え？　あ？　ど、どうも。ファファルです」

　フロイドの一礼に、魔王ファファルも戸惑いながら頭を下げる。

　けれど、次には嬉しそうな笑みを浮かべた。

「そうか……。やっと見つけたのか。おめでとう、ティアン」

「えぇ、ありがとう、ファファル」

　ティアンも笑みを浮かべて答える。

「……じゃあ、ティアンの男がどれだけ強いか、私が試してやろう」

　即、祝いの雰囲気が台無しになった。

　ティアンがやっぱりかと頭を抱える。

　その行動に、魔王ファファルは不思議そうな表情を浮かべた。

「……ん？　そのために余の所へ来たのではないのか？」

「はぁ……。違うわよ、ファファル。私達は、『火』のクリスタルの浄化と保護に来たのよ」

「え？　それは大魔王の命に反していないか？　……それに、ティアンがここに居るという事は、『水』のクリスタルはどうした？」

「もう大魔王は関係無いわ。それと、『水』のクリスタルはもう完全に浄化され、強固な結界によって保護されているの」

「えぇ！　……それはさすがに不味くないか？　大魔王の逆鱗に触れるぞ？　いくら余でも、今、一対一で大魔王を倒す事は出来ん。………………ティアンが居なくなると淋しいのだが」

　魔王ファファルが悲しそうに言う。

　ティアンの事を心配そうに見る表情に、噓偽りは無いと思えた。

　やっぱり、ティアンと魔王ファファルは仲が良いんじゃないかと思う。

　ティアンは、自分が心配されているとわかり、慈しむように微笑んで、魔王ファファルの頭をそっと撫でる。

「大丈夫よ。大魔王が来ても、ワズ様がやっつけてくれるから」

「……ワズ様？　そういえば、いつもと違ってメイド服を着ているし、誰かに仕えたという事？」

　魔王ファファルの視線が、自然とフロイドへと向く。

　……う～む。俺の事が全く見えていない。

　ちょっと悲しい。

「いえいえ、私はティアンの主ではありませんよ。ティアンと共に、そちらに居られるワズ様に仕えている執事でございます」

　そう言いながら、フロイドが俺を指し示す。

　魔王ファファルも、その誘導に従って視線を俺に向けた。

「……この者が？」

「はい。私達の主であるワズ様です」

「……ど、どうも」

　とりあえず、頭を下げる。

　今まで空気のような存在だったので、ちょっとどもってしまった。

　魔王ファファルは、信じられないと俺の上から下までをジロジロと見てくる。

「………………」

「………………」

　その視線にじっと耐える。

　そんなに見られると、恥ずかしいんだけど。

「………………この者が、余でも勝てそうにない大魔王を倒せると？」

「えぇ。問題無く」

　フロイドが自信満々に言う。

　ティアンも、隣でうんうんと頷く。

　それを受けて、魔王ファファルが好戦的な笑みを浮かべた。

「……そうか。なら、それが真実であるか、余が試してやろう。友の命運がかかっているのだ。まさか、断らんよな？」

「まぁ、『火』のクリスタルを浄化するためには戦わなきゃいけないんだし、受けて立つよ」

「そうこなくてはな！」

　よし！　これで楽しめる！　と、魔王ファファルが掌と拳を突き合わせる。

　そして、俺と魔王ファファルは、舞台上へと移動した。
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　闘技場の舞台上で、魔王ファファルと対峙する。

　魔王ファファルが先行し、俺が後で舞台上へと入った所で、観覧席を守るための結界が再び発動した。

　ちょっと本気を出したら壊れそうなので、注意しておかないといけない。

　飛び入り参加のような状態の俺に、観客達の視線が突き刺さる。

　この武闘都市・エスレアデの顔役らしい、オドという人物も、俺に注視していた。

　……ちょっと落ち着かない。

　一応、そういうのを紛らわせるために、軽く準備運動を行う。

　すると、魔王ファファルが、俺だけに聞こえる程度の声量で話しかけてきた。

「さて、準備は良いか？　大魔王をどうにか出来るというその力……本当なのか、見せて貰おう」

　酷く嬉しそうに言う。

　楽しいのが隠しきれていないと思う。

　けど、まだ始めるつもりはない。

　聞きたい事があるので、俺からも声をかける。

「見せるのは良いけど、その前に聞きたい事がある」

「何だ？　申してみよ」

「ティアンと仲良いの？」

　俺の質問が予想外だったのか、魔王ファファルの動きが一瞬固まる。

　だが、次には笑い声を上げた。

「かっはっはっはっ。そんな事を聞いてどうするのかと思うが、答えてやろう。もちろん、仲は良いぞ。何せ、女の魔王は余とティアンしか居らんし、共に長く生きておるのだから、当然その分、親交も重ねておる」

　……やっぱりか。

　なら、疑問に思う事が一つある。

　俺がティアンに魔王ファファルの事を聞いた時、どうしてその事を言わなかったかだ。

　これは俺の勝手な予想だけど、魔王ファファルの性質の簡単な情報だけを教え、直接対峙した時、どうするかの判断を俺に委ねるためだろう。

　魔王として倒すのか……それとも生かすのかを。

　……まぁ、多分だけど。

　けど、もしそれが委ねられている場合、俺は決めなければならない。

　まぁ、こうしてこの都市で人気もあるようだし、無闇に暴れるつもりもないようなので、悪い子ではないのだと思う。

　それに、やっぱり友達を失うのは辛いと思うので、悪い事をしないと誓うのであれば、ティアンのためにも生かしたいとも思った。

　でも、魔王ファファルは戦闘狂のようなので、途中で止まってくれるかわからない。

　……やるだけやってみるしかないか。

「ティアンの友だからといって、手を抜くなよ。そんなのは興覚めであるし、逆に貴様が死ぬ事になるぞ？」

　向こうもそう言っているし。

「わかっている。もう一つ確認だけど、俺が勝てば『火』のクリスタルは渡してくれるんだよね？」

「もちろんだ。……それとも、それだけでは満足出来ないと申すのか？」

「いや、別に。確認しただけ」

「そうか。なら、そろそろ始めようか！」

　そう言って、魔王ファファルが先程も見せた好戦的な笑みを浮かべる。

　両腕を広げ、いつでもかかってこいと受け入れ態勢だ。

　俺もそのつもりだが、まずは様子見という事だろう。

　なので、俺は魔王ファファルに向けて軽く駆け出し、徐々に速さを増していく。

　そして、ある程度まで近付くと飛び上がって蹴りを放つが、魔王ファファルは受けるのではなく、上体を反らして回避し、その体勢のまま殴りかかってきた。

　拳を受け止め、それを基点に魔王ファファルを飛び越えて後方に回る。

　着地と同時に魔王ファファルへ向けて飛び、今度はこっちが殴りかかった。

　その拳を、魔王ファファルは即座に体をこちらへと向けて、片方の掌で受け止める。

　空いた手が拳を握って俺へと向かってきたので、こっちもその拳を受け止めた。

　互いの手を握り合っている状態で睨み合う。

　けれど、この状態は長く続かなかった。

　魔王ファファルがその場で飛び上がり、両足揃っての蹴りを俺に向けて放つ。

　俺もそれに反応して、同じように返した。

　空中で互いの両足が打ち付け合い、その勢いを利用して後方へと飛んで着地する。

　魔王ファファルも同じように後方へと飛んで、見事な着地を決めていた。

「かははっ！　中々やるようではないか！　良いぞ！　久々にかなり楽しくなってきた！」

　その言葉を証明するように、魔王ファファルの笑みが深くなる。

　だが、俺としては少し驚いていた。

　実際、この世界でのちゃんとした戦いはこれが初めてなのだが、思った以上に魔王ファファルは強いようだ。

　一応、俺が今出していた力は、元の世界の各魔王戦で出したのと同じくらいである。

　それと対等にやり合い、まだ余裕が見える辺り、魔王の中で一番強いというのも理解出来た。

　……う～む。

　まだ底が見えないし、下手をすると、通常時のシロよりも強いかもしれない。

　ちょっと認識を改めないと。

　だが、それは魔王ファファルの方も同じだったようだ。

「……まだ底は見えんな。……では、次の段階へといこうではないか」

　言い切るのと同時に、魔王ファファルの体を覆う膜が見えた。

　多分、魔力を纏ったのだろう。

　今度は、魔王ファファルの方から襲いかかってきた。

　その動きの速さは、全てが先程よりも段違いに速い。

　魔力を纏う事で、身体能力を強化したという感じか？

　けれど、まだ対処出来るレベルなので、俺は魔王ファファルから放たれる攻撃を捌きつつ、反撃も試みる。

　互いに互いの攻撃を受け止め続ける攻防が、舞台上を所狭しと駆け巡った。

「かはははははっ！」

　魔王ファファルが口角を上げて笑う。

　間近で見るその表情は、非常に楽しそうで、そういう気持ちが伝わってくる。

　本当に、戦う事が好きなようだ。

　だが、次第に俺の方は余裕を失っていく。

　魔王ファファルの速さが段々と上がっているのだ。

　半々だった攻防は、徐々に俺の防戦一方へと変わる。

「くっ！」

「どうしたどうした！　大魔王を倒せるのだろう？　なら、この程度で終わるようでは不可能だな！」

　出せる力があるのなら出してみろと、魔王ファファルが言っているような気がした。

　だから、出す事にする。

「なら、今度はこっちの番だ！」

　魔王ファファルの攻撃を捌きながら、俺は「完全神格化」状態へと変化する。

　明らかに俺の存在感が変わった事で、魔王ファファルは驚きの表情を浮かべるが、それは直ぐに獰猛な笑みへと変わった。

「かっはっはっはっ！　そうだ！　そうでなくては困る！」

「随分と嬉しそうだな？」

「戦いこそ、余の本分よ！　相手が強者であれば尚更な！」

　再び、五分五分の攻防へと変化する。

　けれど、俺の力が上がるのと同時に、魔王ファファルも纏う魔力の量を増やしていく。

　少しの間、俺と魔王ファファルは一進一退の攻防を繰り広げた。

　だが、先に上限へと届いたのは、魔王ファファルの方だ。

　纏い続ける魔力の供給が途中で止まり、そこからは俺の攻撃回数の方が増え、魔王ファファルは防御に専念していく事になった。

　そして、互いの拳を打ち付け合った後、その反動を利用して、俺と魔王ファファルは一定の距離を取る。

　一瞬見つめ合った後、魔王ファファルは口元を手で隠す。

「……隠せていないぞ」

　そう。魔王ファファルは追い詰められているはずなのに……笑っていた。

　手で覆い隠そうとも隠し切れない程に口角が上がっている。

　バレているのなら仕方ないというように、魔王ファファルは口元から手を離す。

「……仕方ないだろう？　まさか、ここまで出来る者とは思わなかったのだから。余と対等……下手をすれば、より強い者だというのは、こうして手を合わせて理解出来た。それだけで、心が躍るというもの。……だが、だからこそ、勝ちたい！」

　魔王ファファルが、纏っている魔力を両手に集めていく。

「……強い者には次のチャンスを与えるために生かすが、余と対等、もしくは強い者にはさすがに手加減が出来ないため……殺すしかない。本当に残念だ……あぁ、残念だ」

　魔王ファファルはそう言いながら、笑っている。

　とても残念そうには見えない。

　心の底から、この戦いを楽しんでいるのだろう。

　だからこそ、これから魔王ファファルが行うであろう攻撃は、本当の意味での全力なのだと思った。

　丁度、魔王ファファルの纏っている魔力が、両手に八割程、残りの全身に二割程という具合に集まっている。

「最初に言っておこう。対抗出来なければ……死しか待っていない。早々に負けを認めないと、本当に死んでしまうぞ？　……死ぬ前に負けを認めれば、余が回復魔法をかけてやろう。多少は使えるのでなっ！」

　そう告げて、一気に駆けてくる。

　すみません。何に対抗すれば良いのかわからないので、もう少しヒントを下さい。

　死が待っているって、不安でしかないんだけど。

　心の中でそう思っている間に、魔王ファファルは俺の眼前へと迫り、大きく魔力を纏っている拳を放つ。

　それを俺は受け止める……が、受け止めた掌がチリチリと焼けるように痛む。

「……いたっ！　何だこれ？」

「余の魔力はかなり特殊でな。通常は普通の魔力なのだが、部分的に集中して纏うとそこが変質するのだ。……闇属性以外の者を問答無用で容赦なく傷付ける力へと。……余のこの力は、神すら殺す！」

「何だそれっ！」

　神すら殺すという言葉に驚くが、実際に傷を負っているので間違いはないだろう。

　確かに、特殊な魔力である。

　そんな魔力あるのか？　と思うのだが、現に魔王ファファルの拳を受け止めている掌が、焼け続けているようにずっと痛い。

「完全神格化」状態の俺を傷付けるなんて、どれだけ問答無用で容赦がないんだろう。

　俺が驚いている間に、魔王ファファルが空いている拳を放ってきたが、受け止めている拳を放し、体を捻って回避する。

　だが、拳に纏っている魔力が腕にかすり、そこが傷付き痛む。

　俺は咄嗟に距離を取る。

「いてて……」

　拳を受け止めていた掌を確認すると、まるで火傷のような傷を負っていた。

　かすった腕も同じような状況である。

　このままでは不味いので、「固有魔法：神」で傷に回復魔法をかけるが、その傷は治らなかった。

「え？　何で？」

「言ったであろう？　闇属性以外では対抗出来ないと」

　それはつまり、負った傷もそれに含まれるという事か。

　本当に、かなり特殊過ぎる魔力のようだ。

「……さぁ、どうする？」

　魔王ファファルが試すように問うてきた。

　確かに、普通なら対抗手段がないため、回避を重視しながら反撃の機会を待つしかないだろう。

「……なら、こうするさ」

　そして俺は、魔王ファファルを正面から見据え、「完全神格化」から「邪神化」へと切り替える。

　瞬間、俺の中に何か暗い感情が芽生えた。

　殺したい……目の前の奴を蹂躙したい……と、その意識に飲み込まれそうになるのを押し返し、何とか自我を保つ。

　一応、元の世界で何度か試したけど、やっぱり苦手だな、これ。

　油断すると悪感情に飲まれるので、取扱いにはかなり注意しないといけない。

　だがこれで、俺の属性は正しく反転した。

　それを証明するように、負った傷が癒えていく。

「……一体、何をしたのだ？」

　俺の発する雰囲気の変化や治る傷を見て、魔王ファファルも何かが変わったと気付いたのだろう。

　まさか……と、驚いて目を見開いている。

　だが、俺はそれに答える気は無い。

　次で決めようと思ったからだ。

「答える気は無い。……ただ、今の状態は時間をかけたくないから、次で終わりだ」

　そう告げて、俺は拳を固く握る。

「……俺も言っておく。手を抜くのは嫌いそうだから、これから、この状態での全力の一撃を繰り出す。……死ぬなよ」

　それだけ告げた。

　すんなりとその言葉が出たので、多分、俺は魔王ファファルに生きて欲しいと願っているのだろう。

　ただ、生半可な力では魔王ファファルが納得しないと思うので、全力を出す。

　そして、俺は一気に駆けて、瞬時に魔王ファファルの眼前へと迫る。

　勢いそのままに拳を打ち込んだ。

　魔王ファファルは両手をクロスして受け止めるが、勢いを殺す事は出来ず、そのまま吹き飛んでいき、舞台上を何度も跳ねて転がった後……止まった。

「ふぅ……」

　俺は息を吐き、「邪神化」を解く。

　わっ！　と、歓声が上がる。

　そこで漸く、観客達に見られていた事を思い出した。

　魔王ファファルと戦っている間、かなり集中していたようだ。

　そして、その魔王ファファルへと視線を向けると、よろよろと立ち上がっているのが見えた。

　どうやら、死んではいないようでほっとする。

　かはっ！　と、魔王ファファルが血を吐く。

　……だ、大丈夫か？　あれ？

　駆け寄った方が良いかと思っている間に、魔王ファファルは口元に付いた手を乱暴に拭った。

　ただ、もう戦う力が残っているようには見えないので、これで戦いは終わりだろう。

　何とか立ち上がった魔王ファファルが、こちらへとゆっくり近付いてくる。

「……かははっ。……もう戦う力が残っておらん。……まさか余が負けるとは。……だが、久しく味わう事のなかった敗北。……それもまた心地良い」

　そして、近くまで来ると跪き、俺に向けて手を伸ばす。

「……先程の一撃は心が痺れた。……余は決めたぞ」
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　………………何を？

「アモーレ」

　目の前に居る魔王ファファルが跪き、俺に向かって手を伸ばして「アモーレ！」と言った。
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　…………………………。

　…………………………さっぱりわからない。

「アモーレ」ってどういう意味なんだろう？

　何を言われたのかが気になってしまい、どれだけ頭の中を巡らせても、答えは出ない。

　魔王ファファルへと視線を向ければ、何やら俺からの言葉を待っているように見える。

　問いかけとかだったのだろうか？

　でも、そういう感じの言い方じゃなく、何かを告げるような感じがする。

　はっ！　まさか、魔法か？

　…………………………い、いや、どこにも異常は感じない。

　なら、魔法ではないという事か。

　だったら、やっぱりその言葉自体に意味があるのだろう。

　……う～む。

　ふと、視界を外へと広げてみれば、観客達も固唾を吞んで俺と魔王ファファルを見守っていた。

　………………あれ？　何だろう。

　何やら、何かを期待されているような感じを受けるんだけど……。

　ますます意味がわからなくなる。

　今これは、一体どういう状況なのだろうか。

　……誰か助けて下さい！　何故かはわからないけど、追い込まれている気がするんです！　どうにも、ここで迂闊な事を言ってしまうのは危険な感じがするんです！　背筋が凍りそうなんです！

　けれど、いくら心の中でそう叫ぼうとも、誰も答えてくれない。

　そりゃそうだ……いや、待てよ。

　俺が心の中だけで思っていても、反応する奴がいるじゃないか！

　頼む！　ここに来てくれ！　フロ。

「何やら呼ばれているような気がしましたので、参上しました。ワズ様」

　フロイドが俺の直ぐ傍に現れる。

　どうしてこれで反応するのか定かではないが、今は大変心強い。

　見れば、ティアンは自分の隣を見ては俺の隣へと、何度も視線を移していた。

　あれ？　いつの間に？　という感じで。

　だが、今はティアンをフォローする余裕が無い。

　時間をかけるのも悪いので、俺は小声で早々に尋ねる。

「な、なぁ、『アモーレ』って、どういう意味なんだ？」

　きっと、フロイドなら即座に答えてくれるだろう。

　だって、あの、ほぼ万能執事のフロイドである。

　頭の中には、色々な知識がふんだんに詰め込まれているに違いない。

　さぁ、教えてくれ！　フロイド！　頼れる執事とし……ん？

「………………」

　フロイドは、顎に手を当てて、何やら考え込んでいた。

　……え？　いやいや、え？　フ、フロイド？

　ま、まさか……わからないとか言いませんよね？

　信じられないと驚愕の表情を浮かべていると、フロイドがスッと軽く一礼した。

「……どうやら、お力にはなれないようで。……恐らくですが、この世界特有の言葉で、あのようなポーズをして告げる事に意味があるのかと愚考します」

　そっか……。

　まぁ、確かに、元の世界とは違うんだし、その世界でしか通用しない言葉ってあるよね。

「……うん。そういうのってあるよね。……じゃあ、別の事を聞きたいんだけど、俺ってこの状況をどうしたら良いと思う？」

「そうですね……。こういう場合、迂闊に長文を告げた場合、寧ろ余計な事態に発展する可能性がございます。ですので、ここは短く、『はい』か『いいえ』で答えてみては如何でしょう？　そうする事で、向こうも反応しますから、そこから判断されてみては？」

　……「はい」か、「いいえ」か。

　くっ！　それはそれで究極の二択だな。

　いくら回答が二つしかないとはいえ、どっちを選ぶか迷ってしまうもの。

　だが、今は確かに、フロイドの言う通りかもしれない。

　まずは動く事が大事なのである。

　きっと、どちらかを答える事で、次への進む事が出来るはず。

　…………………………ちょっと待って。それで次へと進んで良いのだろうか？

　もっと他にも選択肢があるんじゃない？

　例えば、何も答えないのが正解かもしれないし。

　…………………………いいや、男は度胸だっ！

　だからこそ俺は…………………………「はい」を選択する！

　よし！　言うぞ！

「は」

「きゅうぅ～……」

　そんな力の抜ける声と共に、魔王ファファルが倒れた。

　しまった！　時間をかけ過ぎた！

　そういえば、魔王ファファルは結構ギリギリだったっけ！

　俺は急いで「完全神格化」状態へと変わり、回復魔法をかける。

　肌も赤みが差し、呼吸も落ち着いたものへと変わったので、これで大丈夫だろう。

「完全神格化」を解き、思いっ切り安堵の息を吐く。

　見逃しがないか確認するため、魔王ファファルへと視線を向ければ、すやすやと眠っていた。

　……涎が垂れている。

　一応、さっと拭いたのだが………………これ、どうしよう？

　どうにも解決策が見つからないので、相談するためにフロイドへと視線を向けると、先程まで居た場所には居なかった。

　どこに行った？　と周囲を探ると、ティアンの横へと戻っていて、完全に観客の一人として溶け込んでいる。

　………………俺もそうしたいなぁ。

　けれど、魔王を置いて逃げれない。

　観客達がどうしたんだ？　と、にわかに騒ぎ出した時、舞台上に下りる人が居た。

　この武闘都市・エスレアデの顔役であるオドだ。

　こちらへと近付いてきて、声をかけてきた。

「……魔王ファファルは大丈夫か？」

　あれ？　魔王の事を気にするの？　と思ったのだが、一応答えておく。

「え、えぇ。一応、回復魔法もかけたので、大丈夫です」

「そうか……」

　そう呟くオドの表情には、どこか安堵が含まれている。

　疑問に思っていると、オドさんが俺に視線を合わせて尋ねてきた。

「オドだ」

「あっ、ワズです」

「それで、どうやら困っているようだな？」

「……は、はい」

　それはもう、確実に困っています。

　多分、俺の目は、助けて下さいと訴えかけていると思う。

　すると、オドが俺と魔王ファファルを見て、フッと笑みを零した。

「……俺なら、この状況を治める事が出来る」

「本当ですか！」

「ただし、条件がある」

「………………何でしょう？」

「そう身構えなくても良い。少し、君と話がしたいだけだ。……ファファルの事で」

「え？　……は、はぁ。まぁ少しくらいなら」

「なら、宜しく頼む。……では、今はここを治めるか」

　そう言って、ニッ！　と笑うオド……さん。

　助けてくれるというのなら、呼び捨ては止めよう。

　頼れる感じが溢れ出ている。

　そして、観客達を落ち着かせるために、オドさんはこの闘技場を運営している者達を呼んで少しの間話し合った後、観客達へと告げていく。

　観客達に告げている内容の中で、俺に関係している事は、魔王ファファルに勝ったという事と、「火」のクリスタルは魔王ファファルから俺に渡されたという事ぐらいだろうか。

　そういえば、元々そういう条件で戦ったんだっけ。

　オドさんから、「火」のクリスタルは魔王ファファルの結界で守られているから大丈夫だと、小声で教えられた。

　それならまぁ、俺達以外に手は出せないだろうと思う。

　オドさんの言葉がそろそろ終わるかな？　と思った頃、観客の二人が大声を出して問うてきた。

「魔王ファファルは、そいつに向けて『アモーレ』と言った！　そいつはどう答えるつもりか聞きたい！」

　その観客は、何やら悔しそうな表情を浮かべているのが気になる。

　……何でそんなに悔しそうなんだろう。

　すると、オドさんは不敵な笑みを浮かべて答える。

「それを最初に知るのは、魔王ファファルでなければならない。当然だろう？」

「………………」

　その観客は、何故か押し黙った。

　……えっと、何でそれで黙る？

　だから、「アモーレ」って何？

「まぁ、そう悔しそうにするな。俺だって知りたい。……だから、わかったらきちんと教えてやるさ」

　オドさんのその言葉に、観客達は一気に沸いた。

　……何故だろう。何か、身売りされたような気がする。

　そう思っていると、オドさんが俺に声をかけてきた。

「それじゃ、行くとするか」

「どこに？」

「それはもちろん、俺の家にだ。ここだけの話だが、ファファルは家に居候しているんだ」

　最後の方は耳打ちだったので、本当にここだけの話なのだろう。

　というか、魔王が居候って……。

　だから、オドさんは先程、魔王ファファルの事を気にしていたし、俺に言う時だけ「魔王」と付けずに「ファファル」と呼んでいるのか。

「……あれ？　そうなると、俺とやり合う前の言い合いみたいなのは？」

「あれは建前だよ。……顔役ともなると、そういうのも必要なのさ」

「は、はぁ……」

「それじゃ、これから家に向かうけど、ファファルは君が運んでくれ」

「わかりました」

　まぁ、あまりお世話になるのもなと思い、俺は魔王ファファルを抱き抱える。

　すると、オドさんがじっと見てきた。

「……何ですか？」

「いや、ファファルが起きた時、今の状況を教えると、悔しがるだろうなと思ってな」

「は、はぁ」

　何が言いたいのかはわからないが、オドさんが移動を開始したので、魔王ファファルを抱き抱えた俺も後を付いていく。

　闘技場から出るのがわかり、その途中で、フロイド、ティアン、ナーゼと合流した。

　ティアンは慈しむような表情を浮かべ、眠っている魔王ファファルの頰を優しく撫でてから、俺に向かって一礼する。

「どうか、ファファルの事を宜しくお願いします」

「は、はぁ」

　……とりあえず、生返事しておいたのだが、やはり、この世界の人達には「アモーレ」の意味がわかっているようである。

　後できちんと聞く事を、心の中に刻む。

　そして、俺達とオドさんは、そのまま闘技場から出たのだが、そこにはなぜか長蛇の列が出来ていた。

「……一体、何事だ？」

　オドさんも驚いているようで、そう呟くのが聞こえる。

　俺も同じように驚く。

　……一体何事？　と思うのだが、ピン！　ときた。

　この状況を作り出したであろう人物に心当たりがある……というか、それしかない。

　その事を告げようとしたのだが、オドさんはその前に長蛇の列へと近寄って、近くに居た人へと声をかける。

　行動が速いな。

「すまん、少し良いか？　この列は一体何事だ？」

「あぁ？　横入りすんじゃ……オ、オド様っ！」

　声をかけられた人が大声を出して驚いてしまったため、周囲に居る人達もオドさんに気付き、にわかに騒がしくなっていく。

　オドさんはそれを手で制して静かにさせ、改めて尋ねた。

「私の事は良い。それで、この列は一体何だ？　どうして、こんなに並んでいる？」

「あっ、はい！　この先に『Ｓ』ランクのゴーレムを倒した者が居て、その者がサイン会を行っているのです。『Ｓ』ランクを倒した者は、オドさん以来の快挙ですからね。だから、サインを貰うためにこうして並んでいるのです。一応、警備の兵士も来ていますが、何でも凄腕の美人秘書が付いているそうで、これといった騒ぎは起きていません」

　……情報通だな、この人。

　けれど、聞いている限り、やはりシロだったか。

　多分だけど、凄腕の美人秘書って……闇女神さんか？

　俺が魔王ファファルを倒している間に、ここまで話が発展していたようである。

　強者を求めるこの都市の人達の情熱を甘く見ていた。

　……これは、この場から退散した方が良いかもしれない。

　今はまだ闘技場の中に観客達が残っているが、外に出てきて魔王ファファルを倒したのが俺だと指し示されると、もっと大事になるのは間違いないだろう。

　別に騒ぎは起こしたくないので、俺はオドさんにこそっと耳打ちする。

「……この場から、早く去った方が良い気がするんですけど」

「まぁ、そう焦るな。わかってはいるのだが、やはり自分以外の『Ｓ』ランクゴーレムを倒した者を見てみたいのだ。その欲求に抗うのは無理だな」

　やはり、オドさんも強い者が好きなようである。

「……大丈夫です。『Ｓ』ランクゴーレムを倒した者は友達で、今一緒に旅している仲間です。オドさんの家に向かうよう伝えておきますから」

「おぉ！　是非頼む！　いやはや、さすがファファルを倒したワズだな。その友もかなり強いという事か。ワズに勝つのは無理そうだが、その者とは一戦交えてみたいな」

　チラッ……チラッ……と、何かを確認するように視線を向けてくるオドさん。

　…………………………。

「……わかりました。後で言ってみます。……やるかどうかはわかりませんが」

「あぁ、宜しく頼む。では、行こうか」

　魔王ファファルを抱き抱えている俺が行く訳にはいかないので、シロへの伝言はフロイドとティアンに任せた。

　そして、俺と魔王ファファル、オドさんは、この場を後にする。

　オドさんが居たので、ランクで分けられている都市内の境界も楽々と越えていき、案の定と言うべきか、オドさんの家は、やはり「Ｓ」ランクでなければ入れない、都市の中枢に位置する場所にあった。

　一応、サイン会で忙しいシロへの伝言を頼んだフロイドとティアンに、「Ｓ」ランクを示す札を渡しているので、ここまで来るのは大丈夫である。

　オドさんも、俺の仲間が来た時は通すようにと、兵士達に話を通してくれた。

　都市中枢ともなると、外周部とは比べ物にならないくらい豪華かと思ったのだが……余り変化がないように見える。

　ただ、屋台の姿は一軒も見えない。

　その代わり、そこかしこに同じような造りの施設が見えた。

「何か、同じような建物が多いですね」

「ん？　あぁ、あれらはトレーニング施設のようなモノだ。わかりやすく言えば、体を鍛える場所だ。それに、算術や剣術、魔法など、各場所で一流の者達が教師として働いている」

「へぇ～、色んな人が居るんですね。その人達も『Ｓ』ランクゴーレムを倒したんですか？」

「ふっ。いいや違う。『Ｓ』へと上がるのは、何もゴーレムを倒すだけではなく、様々な手段があるのだ」

　なるほど。まぁ、そりゃそうか。

　ゴーレムを倒すだけで判断していたら、ここに人は居ないよな。

　……ただ、やけに筋肉質な人が多いなと思う。

　そういう人達に限って、何やらポーズを決めて、俺達……というか、オドさんに見せつけている。

　オドさんは、その人達に向けて、ニコニコと笑顔で応えていた。

　よくわからない世界観の中を進んでいく。

　そして、オドさんに案内されながら付いていった場所にあったのは、煉瓦の塀に囲まれた、とても大きな家だった。

　けれど、豪華な造りという訳ではなく、それなりに年月が経っている古家である。

「……ここが、オドさんの家ですか？」

「そうだ」

「……かなり広そうな家ですね。何部屋もありそうだし、ここに一人で住んでいるんですか？」

　確かに、これだけ大きい家なら、魔王ファファルが居候していても問題無いだろう。

「そんな訳ないだろう？　妻と共にだ」

　オドさんがそう言うのと同時に、玄関扉が勢いよく開かれ、そこから金髪の女性が飛び出してくる。

　その女性は勢いそのままに、オドさんへと抱き着いた。

「おかえり！　ダーリン！」

「ただいま、ハニー」

　オドさんと女性は、そのまま熱烈な口付けを交わす。

　…………………………。

　…………………………あの、俺と魔王ファファルがここに居るんですけど。

　そう言いたいが、こういうのは邪魔するのも野暮とも思うので、そのまま待つ。

　…………………………。

　…………………………俺も早く奥さん達に会いたい。

　そう思った時、オドさんと女性の熱烈な口付けが漸く終わった。

　そして、オドさんが俺の事を女性に紹介する。

「今日は客が居るぞ。ワズだ」

　オドさんの紹介に合わせて、俺は一礼した。

「初めまして、ワズです」

「どうも初めまして！　ダーリンの妻で『ユリナ』って言います！　宜しく！」

　快活に挨拶をしてくれる女性を、改めて見る。

　金髪の長髪を振りまき、勝気そうな顔立ちをしている女性で、動きやすそうな軽装の上からエプロンを羽織っていた。

　……料理の最中だったのかな？

　けれど、もう一つ特徴を挙げるなら、かなり若い。

　俺よりも上なのは間違いないだろうが、オドさんと比べると、かなりの年の差を感じる。

　一体いくつくらい離れているのだろうか？　と考えていると、オドさんの妻──ユリナさんが、俺が抱き抱えている魔王ファファルへと視線を向けた。

「あれ？　ファファルちゃんどうしたの？」

「えっと、これは……」

「あぁ、つい先程、ワズと戦って負けたんだ」

「えぇ！　ファファルちゃんが負けちゃったの？　ほぉ～……」

　何やらジロジロと俺を見てくるユリナさん。

　えっと……何でしょう？

　これはアレか？

　私の可愛い魔王ファファルをやりやがって……許さん！　的な？

「やるね～、きみ～！」

　快活な笑みを浮かべて、俺の背中をバンバンと叩いてきた。

　あの、あんまり振動を与えると、魔王ファファルが起きてしまうんですけど。

　どうにかして下さいと、オドさんへと視線を向けると、何やら悪そうな笑みを浮かべている。

「それだけじゃないぞ、ハニー。そいつは、ファファルの『アモーレ』だからな」

「そうなの？　おぉ！　遂にファファルちゃんもお年頃になったかぁ～。ファファルちゃんを大切にしないと、お姉さん許さないからね！」

　ユリナさんが俺の肩をポンと叩きながら、そう言った。

　オドさんは、相変わらず悪そう……というか、楽しそうな笑みを浮かべている。

　……また出たな、その言葉。

「さて、それじゃ、ハニーはファファルの看病を頼む。怪我は無いが、念のためだ。俺はワズと少し話をする」

「了解～！　ファファルちゃんの事は任せて！」

　ユリナさんが、はい！　と、両手を差し出してきたので、俺は魔王ファファルをそっと渡す。

「それじゃ、ファファルちゃんを寝かせた後に、お茶出すね～」

　そう言って、ユリナさんは家の中へと戻っていく。

「では、ワズ。俺達も行こうか」

　オドさんの案内で、俺も家の中へと入り、案内された場所は、リビングと思われる部屋だった。

　申し訳ない程度に調度品も置かれているのだが、武具類が多く飾られているため、少々武骨な感じを受ける。

　部屋の中央に置かれているソファーにオドさんが腰を下ろし、テーブルを挟んだ対面にあるソファーを指し示す。

　催促されるまま、俺は対面のソファーに腰を下ろした。

「ふぅ……。では、まず何から話を始めたものか」

　俺が座るのを見届けた後、オドさんが息を吐く。

　なので、まずは俺が確認したい事を聞く事にした。

「それじゃ、最初に聞いておきたい事があるんですけど？」

「ん？　何だ？」

「『アモーレ』って何ですか？」

　その問いに、オドさんは驚きの表情を浮かべる。

「……まさか、『アモーレ』を知らないのか？」

「はい。どういう意味ですか？」

「まさか知らないとは……。俺はてっきり、ファファルが魔王だから悩んでいるものだと……。あぁ、すまない。そうだな、知らずに答える事は出来ないな。『アモーレ』とは、恋や愛、愛しい人という意味だ」

「それって、つまり……」

「要は、ファファルはワズに愛の告白をしたという訳だな」

　………………おぅ。

　オドさんから教えられ、魔王ファファルから告げられた「アモーレ」という言葉の意味を知った。

　その意味は、恋や愛、愛しい人というもの。

　つまり、俺は魔王ファファルから愛の告白をされたという事になるのだが……。

「……そ、そんな意味だったんですね」

　対面にあるソファーに座っているオドさんへ、確認のための視線を向ける。

　オドさんは、にんまりとした笑顔だった。

「あぁ、そんな意味だ。……で？　それを知ったからこそ、ワズがファファルの事をどうするのかが気になるんだがなぁ？」

　今のオドさんからは、ファファルの事を心配しているというよりは、どこか俺の置かれた状況を楽しんでいるように見えた。

　いや、実際楽しいんだろうなぁ……。

「……そう言われても、どう答えれば良いのやら」

　ほんと、今はそれしか言葉が出ない。

　何しろ、元の世界に奥さん達が居るので、ここで肯定するような事は言えないのだ。

　魔王ファファルを生かしたのも、そういう情からではなく、ティアンのためという感じだった………………はずである。

　なので、さすがにお断りをするしかない。

　まぁ、既に奥さん達が居る事を告げれば、魔王ファファルの方から折れてくれると思う。

「……それにしても」

　俺がそう考えていると、オドさんの呟きが聞こえる。

　改めてオドさんの表情を確認すると、俺を観察するような視線を向けられている事に気付く。

「『アモーレ』って言葉は、この世界のどこに居る誰でも使う言葉だと思っていたが、まさか知らない者が居るなんてな………………まさか、この世界の者ではないとか？」

　オドさんとしては、冗談のような軽い気持ちで言ったつもりなのだろう。

　けれど、俺はその言葉に対して、ビクッ！　と体を跳ねさせるという露骨な反応をしてしまった。

「………………」

「………………」

「………………マジか？」

「え、えぇ、実は……」

　ものの見事に当てられた事には驚いたが、別に隠そうとも思わなかったので、俺はオドさんに別の世界から召喚された事を伝え、そこから起こった出来事を簡潔に伝える。

　その途中で、オドさんの妻であるユリナさんが紅茶を運んできたので、それで一旦喉を潤し、続きを語っていく。

　オドさんは神妙な顔付きで聞き、それは武闘都市・エスレアデに着くまでの話を語り終えるまで続いた。

　一応、俺達の力については言うつもりは無い。

　言っても信じて貰えるとは思えないし、フロイド達の事を勝手に言うのは違うと思ったからである。

　そして、最後まで話し終えた俺は、もう一度紅茶を飲んで、喉を潤す。

　……ふぅ。

　フロイド達は、まだ来ていない。

　シロのサイン会が長引いているのかな。

「……なるほど。大体の事はわかった。……それにしても、あの時一緒に居たメイドが、まさか魔王ティアンだったとはな」

　まぁ、魔王には見えないよね。

　だから、仕方ないと思います。

「気にする必要は無いと思いますよ。もうティアン本人としては、魔王としてではなく、フロイドと共にメイドとして生きていくつもりみたいですから」

「それについても感謝だな」

　そう言って、オドさんがソファーから立ち上がり、俺に向かって深く頭を下げる。

「他の世界から召喚され、この世界を救うために尽力してくれた事、誠に感謝する」

「い、いえ……。一応、俺にも目的があって行動していますから」

「………………その目的を聞いても良いだろうか？」

　そう問うオドさんの表情には、先程までと違って少し警戒するようなモノが混じっていた。

　邪な目的かどうかを探るつもりなのかもしれない。

　けれど、俺にそんな邪な目的は無いので、正直に奥さん達と結婚式を挙げるためだと告げる。

　すると、オドさんは真剣な表情を浮かべてソファーへと腰を下ろし、腕を組む。

「……それは確かに、緊急であり、必ず成し遂げないといけない目的だな」

「………………えっと」

「いや何、俺もハニー……ユリナと結婚式を挙げるという時に、遅れそうになったのだ。あの時の気持ちといったら……だから、ワズの気持ちもよくわかる。……必ず目的を遂げてくれ」

　オドさんが、俺に向かって手を差し出してくる。

　なので、俺も手を差し出して、がっちりと握手を交わす。

「頑張ります！」

「あぁ、応援している。俺に出来る事なら、いつでも協力しよう」

　……何だろう。

　オドさんとの間に、友情を感じる。

　けれど、オドさんは、直ぐに難しそうな事を考えている表情を浮かべた。

「どうしたんですか？」

「いや……ワズには既に妻達が居るとなると、ファファルの事が気がかりでな」

「まぁ、魔王ファファルには俺が直接言いますよ。それが筋というものでしょう？」

「そうだな。……ファファルの事は、ワズに任せよう。受け入れては欲しいがな」

「まぁ、それは置いといて……それにしても、先程から気になっていたんですが、魔王ファファルと随分仲が良いんですね？」

「ん？　まぁ、非公式だがな。それに、俺というよりはハニーと仲が良いのだ」

「えっと……ユリナさんと？」

「あぁ」

　オドさんは一度頷き、何かを思い出すように上へと視線を向ける。

「俺も聞いた話なんだが……」

　そう前置きをして、オドさんが語ってくれたのは、ユリナさんと魔王ファファルが出会った時の事だった。

　何でも、ユリナさんは元々戦士で、仲間とパーティーを組んで魔物を相手に生活していたそうだ。

　そんなある日、大きな依頼を受けたらしく、複数のパーティーと共に大型の魔物を倒しに行ったのだが、思いのほか大型の魔物が強く、他のパーティーが逃げ出した事で、ユリナさんのパーティーは壊滅状態へと追い込まれたらしい。

　ユリナさんが最後まで生き残り、そのまま大型の魔物にやられそうになった時、魔王ファファルが颯爽と現れて大型の魔物を一発で仕留めたとの事。

　確かに、それならユリナさんにとって、たとえ気紛れとかであろうとも、魔王ファファルは命の恩人という事で間違いはない。

　そして、その事に感謝したユリナさんが、魔王ファファルを一方的に構う事で、今の仲良しな関係に自然となったそうだ。

　魔王である事がわかっても態度を変えなかったからだと、ユリナさんが勝ち誇っていたとの事。

　けれど、その時の事が原因で、ユリナさんの心には傷が出来て、今も魔物とまともに相対する事は出来ないらしい。

「そうして、もう一人の運命の相手である俺に出会う訳だ」

　そう言って、オドさんが自分を指差す。

　オドさんとユリナさんの出会いは、ユリナさんが町から都市へと移動していた際に、魔物に襲われた所を、オドさんが助けに入った時だそうだ。

　ユリナさんは心の傷で動けず、魔王ファファルもその時は共に居なかったため、どうしようもない時に、オドさんが颯爽と現れて助け、二人はそのまま恋仲になったと。

　それで夫妻となったのだが、そこから先は惚気話だったので、苦笑いを浮かべて聞いていた。

　ただ、ユリナさんから魔王ファファルとの関係を教えられた時、逃げるのではなく、受け入れたのは凄いと思う。

　オドさんは器の大きな人だなと思った。

「まぁ、さすがに驚きはしたがな」

　それで済んでいるのだから、やっぱり凄い。

　そうして話を聞いていた時、部屋内に「キンコーン」という鐘の音が響く。

「今のは？」

「来客を告げる合図のようなものだ。さて、誰だろうか？」

　オドさんがソファーから立ち上がって、玄関がある方へと向かう。

　紅茶を飲みながら待っていると、賑やかな声と共にオドさんが戻ってきた。

　そして、オドさんの後方から、フロイド、シロ、闇女神さん、ナーゼ、ジルンも中に入ってきたので声をかける。

「サイン会は終わったの？」

「えぇ、万事抜かりなく」

「楽しかった～！　けど、もう手が痛い～！」

「やれるだけの事はやったわ」

「非常に盛況でしたね」

「しゃーす！　凄かったです！」

　かなり楽しかったのか、全員満足そうな表情を浮かべている。

　ただ、一人足りない事に気付く。

「あれ？　ティアンは？」

「魔王ファファルの所へお見舞いに行っております」

　フロイドが一礼しながら答えた。

　まぁ、仲良さそうだったし、お見舞いに行くのは当然だな。

「それでワズ様。『アモーレ』の意味も聞いてまいりましたので、ここでお伝え」

「あぁ、それはオドさんから聞いたから大丈夫」

「……」

　フロイドの表情はいつも通りだが、何やら悔しそうな雰囲気を感じる。

　きっと、自分から伝えたかったのだろう。

　……えっと、ごめんよ？

　オドさんは、ニンッ！　と笑みを浮かべていた。

　フロイド達が合流した事で、改めて話を始める。

　シロ、闇女神さん、ジルンは、俺と魔王ファファルの戦いの顚末を知らないため、その辺りを重点的に話し、シロ達側の方の話も聞く。

　最初は、小さな女の子がサインをして下さいと言ってきて、照れながらもそれに応じたそうなのだが、気が付けば列が出来ていたという。

　そこからは、もうサインサインの連続で、偶に握手も求められたそうだ。

　ただ、途中で更に大きな騒ぎになったとの事。

　何でも、魔王ファファルが誰かに負け、「アモーレ」と告げた話が飛び交い、一体誰だと捜し回る人達が続出したそうだ。

　……逃げておいて良かった。

　シロ達も、一発でそれが俺だというのがわかったとの事。

　一応、俺の事は言わなかったそうだが、サインをし続けたシロの手は、今も痺れているような感覚が残っているらしい。

　この都市の人達にとって、「Ｓ」ランクのゴーレムを倒したというのは、本当に凄い事だったというのを改めて認識した。

　オドさんが言うには、ここ十数年、単独で倒せる者が現れなかったというのも関係しているそうだ。

「でも、オドさんも出来るんですよね？」

「無論だ」

　腕を組みながら自信満々に言うオドさん。

　その姿を見ていると、オドさんからお願いされた事を思い出す。

「そういえば、シロ」

「ん？　な～に～？」

　フロイドの淹れた紅茶で一息吐いていたシロへと声をかける。

「オドさんが、お前と戦ってみたいってさ。どうする？」

「ん～？」

　生返事をして、シロはオドさんへと視線を向ける。

　オドさんは好戦的な笑みを浮かべながら、その視線を受けていた。

「僕って、根っからの戦う人じゃないんだけど～？」

「だが、強いのだろう？」

　オドさんの方に引く様子は見えず、シロはどうしようかと悩み出した。

　実際、シロは普通に強い。

「Ｓ」ランクに位置付けするゴーレムを相手に、多少時間はかかろうとも無傷で倒す事が出来るぐらいには。

　だが、前にシロが言ったように、俺達の中では弱い方でもあった。

　今、ここに居る俺達の力に順位を付けるなら、俺、闇女神さん、フロイド、シロ、ティアン、ジルン、ナーゼといった具合だろうか。

　ティアン達が加入した事で、位置付けは丁度真ん中だが、単独ではフロイドとシロの間に大きな力の差がある。

　やはり、「神」と「人」とでは、根本的な部分が違うのだから。

　たとえ、シロが「神格化」をしても、フロイドの方が強いと思う。

　けれど、シロには闇女神さんと一体化して強くなる「神・混合」という切り札があるので、そこまでになると、対抗出来るのは今のところ俺しか居ない。

　十中八九、シロとオドさんが戦えば、勝つのはシロだと思う。

　でも──。

「……どうすれば良いと思う？　ワズ」

　シロが、俺に意見を求めてきた。

　向けられる表情にはどこか不安が入り混じっているように見える。

　何となく、シロの心境を察した。

　恐らくだが、ゴーレムのような無機物であれば気兼ねなく戦えるが、人と戦うという事は、下手をすれば相手の命を奪ってしまう。

　たとえその気が無くとも、結果としてそうなってしまう場合があるのだ。

　シロは、そうなってしまった時の事を恐れているのだと思う。

　闇女神さんも、心配そうにシロを見ていた。

　なので、俺はシロを安心させるために言う。

「シロの好きなようにして良いよ。……もし、不安に思っている事が起こりそうになった時は、友達として全力で止めるから」

「……そっか。持つべきは友達だね～」

　少しは不安が紛れたのか、シロが笑みを浮かべる。

　そして、そのままオドさんへと視線を向けたのだが、どこか楽しそうに見えた。

「良いよ、や」

「余、完全復活っ！」

　ドバン！　と、扉が勢いよく開かれ、そこから魔王ファファルが現れた。

　…………………………。

　…………………………。

「ん？　どうしたのだ？　全員、虚を突かれたような顔をして」

　……ん、ん～……んん～……。

　それはまぁ、このタイミングで？　みたいな風になってしまったからであって……でも、魔王ファファルも病み上がりというか……元気になった姿を見せたかっただけなんじゃないかと思うのもあって………………。

　ただね……こう、あとちょっと……そう、もう少し全てがずれていれば、完璧にはまったというか………………い、いや、誰も悪くない……誰も悪くないよ……俺はそう思うなぁ～……。

「あっ！　見つけたぞ！　余を回復させてくれたのはティアンから聞いた！　さぁ、もう一度やり合おう！　それとも、余を抱いてからにするか？」

　俺と目が合った魔王ファファルが、一気に捲し立てる。
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　それに合わせて、全員の視線が俺に集まった。

　その視線は、この状況をどうにかしろと訴えかけている。

「あ～……え～……ど、どうも、先程振りです。魔王ファファル」

「主ぬし様は、余に勝ったのだ。そんな相手に、魔王などと呼ばれるつまりは無い。ファファルで良い」

「で、では、ファファルで」

「うむ。それで良い！」

　魔王……いや、もうファファルで良いのか。

　ファファルが腕を組んで満足そうに頷く。

「ワズ様、ファファルを助けて頂き、誠にありがとうございます」

「うわっ！」

　いつの間にか俺の隣にティアンが立ち、感謝を示すように一礼していたので驚いた。

　………………一体いつの間に。

　何やら、ますますフロイドと同じ行動を取るようになってきたな。

　本当に、油断出来ないメイドへと成長していっている。

「あ、あぁ、ティアンの友達のようだし、助けられて良かったよ」

「今回の事で、私は改めて決めました。フロイド様と共に、ワズ様の事を精一杯支えさせて頂きます」

「あ、あぁ……頑張って」

　出来れば、程々でお願いしたい。

「じゃなくて！」

　俺は場の空気を元に戻すため、大きな声を出して一旦止める。

　まずは、ティアンの方へと視線を向ける。

「意気込みは受け取ったから、今はフロイドの隣に居て下さい」

「はい、わかりました。ワズ様の命に従って、一生隣に居させて頂きます」

　俺は、一生とは言っていないんだけど……今、この場だけで良いんだけど………………まぁ良いか。

　ティアンは、あっという間にフロイドの隣に並んだので、後はファファルだけである。

「それで、ファファル！」

「うむ？　どうしたのだ？　やり合うのか？　主様」

「やり合いません」

「そうつれない事を言わないで欲しいな。折角、余よりも強い者に出会ったのだ。もっと思う存分、何度もやり合いたい！」

「……強いなら、大魔王が居るでしょ？」

「大魔王は魔法に優れているだけだからつまらん。身体能力的には余の方が優れておる。余は、拳と拳がぶつかり合う戦いがしたいのだ」

　へぇ～、大魔王は魔法に優れているのか……じゃなくて。

「その話はまた後でお願いします。今、この場で決めるのは別の事だから」

「別の事とは？」

「オドさんが、シロと戦ってみたいというので、その返事をするところ」

「ほほぅ！」

　ファファルが、興味深そうにオドさんへと視線を向ける。

「余とは戦ってくれんのに、別の者とは戦うのか？」

「……はぁ。だから言っているだろう？　俺とファファルでは戦いにすらならんと」

「その、シロという者とは戦いになると？」

「それはやってみないとわからん。だが、シロは「Ｓ」ランクゴーレムを無傷で倒す程の者だ。充分にやり合えるだろう」

「ほほぅ、それは面白そうだな。なら、余も」

　あっ！　この後、ファファルが何を言うかわかった。

　きっと、自分も戦うと言うつもりなのだと思う。

　シロが面倒そうな表情を浮かべているのが見えた。

　けれど、ファファルがそう言い出すのは、オドさんもわかっている事なので、その前に止める。

「それは駄目だ。そもそも、ファファルはワズに『アモーレ』の返事を聞いていないだろう？」

　そう言って、オドさんが俺に視線を向ける。

　ファファルも、それに合わせて俺を見た。

「おぉ！　そういえばそうだったな！　まずは、それからだ！　……その後、そのシロという者とやり合おう！」

　シロが、えぇ……と、嫌そうな表情を浮かべ、俺に助けを乞うように視線を向けてきた。

　……はぁ。仕方ない。

　そもそも、ファファルにはきちんと告げないといけない事であり、それが、早いか遅いかというだけなのだ。

　なので、俺はファファルに告げる。

「とりあえず、勝った者として言うけど、本人が希望していない戦いは強要しないように。それと」

　一旦ファファルから視線を外し、オドさんへと向ける。

「どこか、空いている部屋を貸してくれませんか？　そこで、ファファルと二人で話してきたいので」

「あぁ、それなら、ここから出て一番奥にある部屋を使うと良い」

「わかりました。ありがとうございます」

　オドさんにお礼を告げ、ファファルへと視線を戻す。

「それじゃ、まずはその部屋に行って話を」

「大変！　ファファルちゃんが消えたの！　どこに行ったかわかる？」

　そう叫びながら、ユリナさんが室内へと入ってきた。

　………………もう少しタイミングが違っていれば、色々嚙み合ったんだろうなぁ。

　元気になったファファルを見て、ユリナさんが喜びの涙を流しながら抱き着く。

「よがっだ～！　よがっだよぉ～！」

「こらこら、鼻水を付けるでない。余はそう簡単には死なんよ！」

　結構危なかったと思うのだが、今は言わない方が良いかな。

　ファファルも、心配して泣いているユリナさんを優しく撫でていた。

　その様子だけを見れば、仲の良い姉妹のようにも見える。

　まぁ、ファファルが妹で、ユリナさんが姉のようだが。

「ファファルが無事で嬉しいのはわかるが、それは後に回してくれないか？　ファファルには、これから大切な話が待っているのだから。さぁ、ほら」

　オドさんがそう言いながら、ユリナさんに向けて優しく手を差し出す。

　さすが夫妻というべきか、ユリナさんはそれだけで、オドさんが何を言いたいのか察したようで、俺とファファルへと何度も視線を向けてきた。

　涙を拭い、ユリナさんは満面の笑みを浮かべる。

「……いってらっしゃい」

「うむ。いってくるのだ」

　ファファルも満面の笑みを浮かべて、ここから出て行く。

　あれ？　行き先知ってんの？　と思ったのだが、よくよく考えれば、ファファルはこの家に居候しているのだ。

　家内の地理くらいは把握していて当たり前か。

　なので、俺もそのままファファルの後を付いていこうとしたのだが、ユリナさんにガシッ！　と肩を摑まれる。

「………………ファファルちゃんを傷付けたら……コロス」

　ユリナさんの表情は、鬼のようになっていた。

　……あれ？　ファファルの時と違い過ぎませんか？

「……まぁまぁ、落ち着きなさい。……本当に、ファファルの事となると見境が無いのだから、困ったものだ」

　オドさんに宥められて、漸く俺は解放される。

　何やら行く前からどっと疲れたが、ファファルの後を追った。





６






　オドさんに教えられた部屋の中は、品を損なわない程度に調度品が置かれてはいるのだが、生活感のようなモノは感じられなかった。

　多分、普段は客間として使っている部屋なんだと思う。

　部屋の中央付近に置かれたソファーが丁度良かったので、俺とファファルは対面するように腰を下ろす。

　そして、俺は軽く息を吐く。

「ふぅ～……。一体何から話せば良いのやら」

「何でも良いぞ……と言いたいが、今は返事が聞きたいのだが？」

「あぁ、あの『アモーレ』の事ね。……まずはそこを謝る事からか」

「あ、謝るとは一体どういう了見で！」

　ファファルが狼狽え出して、表情に焦りが見える。

　でも、俺はまずは頭を下げた。

「すみません。えっと、あの時、俺は『アモーレ』の意味を知らなかったので、答える事が出来ませんでした。そのせいでファファルが気絶してしまったのだし、本当にごめんなさい」

「あ、あぁ、何だその事か」

　心底安堵したのか、ファファルがほっと胸を撫で下ろす。

「別にそんな事は気にしてはおらん。なので、謝る必要は無いぞ。ただ、意味を知らなかったとはどういう事だ？　誰でも知っている事だと思うのだが、主様は今まで誰からも聞いた事がなかったのか？」

「まぁ、聞いた事は無かったね」

　そこから俺は、オドさんへ話したように、これまでの簡単な経緯をファファルに聞かせた。

　そして、そのまま俺の目的も教え、元の世界に奥さん達が居る事を教える。

　全てを話し終えた後、ファファルはどういう反応をするのかと窺うと、何故か笑みを浮かべていた。

「……えっと、どうして笑っているのかな？」

「違う世界など、心が躍るではないか！　もうこの世界の強者と呼ばれる者とは会い尽くした。そろそろ、余も別の世界に行って、新たな強者と戦いたい！　主様に付いていけば、その別の世界に行けるのだな！」

　えぇ～……そっちぃ～……。

　本当に戦う事しか頭の中に入っていないのだろうか？

　でも、ティアンやユリナさんと接する時のファファルからは、そういう部分を感じないし、よくわからん。

　いやいや、そもそも「アモーレ」はどこにいった？

　俺は頭を搔きながら言う。

「えぇと、別に連れて行くのは良いけど」

「連れて行ってくれるのだな！　よし、ではさっさと次のクリスタルの所へと行こうではないか！　そして、絶対邪魔してくるであろう大魔王をぶっ飛ばして、主様の世界へと行こう！　主様の恋人として、恥ずかしくない強さを示してくれる！」

　完全に行く気満々だな。

　…………………………ん？　ちょっと待って。

「……恋人って？」

「もちろん、余は主様の恋人である」

「いやいや、話聞いてた？　俺には奥さん達が居るって」

「きちんと聞いていたぞ。だが、それだけ居るのだ。今更一人増えたところで問題無いだろう？」

　えええええぇぇぇぇぇ！

「いやいや、問題はあるから。申し訳ないけど、俺はファファルをそういう目で見ていないからね」

「そんなもの、時間が解決する。これから一緒に居るのだ。主様は、確実に余から目を離せなくなるぞ」

　今でも、何やら危なっかしいという意味で目は離せないけど。

「そもそも、どうして俺なの？　さっき戦ったばかりだよね？」

「うむ。あの戦いは楽しかった。まさか、全力の余を破るとは思わなかった。………………もう一度、今からやり合わないか？」

「やり合わないから！」

「主様はつれないな」

　ファファルがぶすっと顔をしかめる。

　……本当に戦いが好きなんだな。

「……まともな会話だって、今が初めてだし」

「戦った者同士に言葉は要らない。拳と拳を打ち付け合えば充分であるし、相手の事も知れるというもの。実際、主様の事はよくわかった。戦っている時、余の生死を心配しただろう？　あれは、身内にティアンが居たからではないか？　だから、主様は身内には優しいという事がわかった。強さもそうだが、そういう一面に惚れたのだ」

　………………ぐぬぬ。

　どうも思っている以上に見抜かれているようで、何やら恥ずかしい。

　というか、俺はティアンの事を身内だと思っているようだ。

　まぁ、既に身内であるフロイドの事を想って付いてきているのだから、仲間と思っているのは間違いない。

　それに──。

「拳を突き合わせたのだ。余の事も、嫌ってはおらんのだろう？」

　それな。

　ファファルの言う通り、拳を突き合わせて思ったのだが、あの特殊な魔力を使用した時、別に悪い魔王という感じはしなかったのだ。

　あの特殊な魔力を使用した時も、負けを認めないと死ぬと言っていたが、あれも多分俺の身を案じたんだと思う。

　……戦闘狂なのは間違いないが。

「まぁ、確かに嫌ってはいない。でも、それが好意かどうかと問われると、首を傾げるかな」

「今はそれでも良い。これから変えていくだけである」

　随分と前向きな事で。

　けれど、俺は自然と笑みを浮かべていた。

「でも、もし俺の気持ちが変わっても、避けて通れない人達が居るけど？」

「主様の奥方達であるな。それも問題無い。主様と同じように、拳と拳を突き合わせて、余を知って貰うだけである。もちろん、殺しはしないから安心して欲しい」

「それは難しいんじゃないかな？」

「……ほう？　どうしてだ？」

「だって、あの特殊な魔力を抜きにすれば、ファファルより強いと思う奥さんが二人は居るから」

　そう、あの魔力を抜きにすれば、多分ハオスイとカガネなら、今の段階でファファルに勝てると思う。

　何だかんだで、ハオスイとカガネは、俺の奥さん達の中で最も強い二人だからね。

　それに、他の皆もどんどん強くなっているし、その内良い勝負をするようになるんじゃないかな。

　ハオスイとカガネは邪神戦を経て、更に強さを求めているし、ファファルと戦えば互いに良い刺激になるんじゃないかと思った………………と、そこまで考えてから気付く。

　ファファルが、もの凄く楽しそうな表情を浮かべている事に。

　…………………………。

　…………………………あっ！　もしかして、これって言わない方が良かった……ような？

「主様だけでなく、奥方達も強いとは！　これはもう、何を言われようとも絶対に付いていくぞ！」

　ファファルがやる気を示すように、拳を強く握った。

　……おぅ。完全にやる気満々である。

　これは不味い。

　このままでは、奥さん達に危険が……。

「………………ちなみに、龍王とかネクロマンサーとか、俺の世界で上位者と呼ばれる者達も居るよ」

「おぉ！　そんな存在も居るのか！　これは、主様の世界に行くのが楽しみだな！」

　こうなったら、ラグニール達も巻き込もう。

　その効果はてきめんで、ファファルの顔が興奮しているかのように上気している。

　……う～む。一応、釘を刺しておくか。

「……とりあえず、俺の見ていないところでは戦わないように」

「わかっておる！　命までは取らん！　余は強い者と満足のいく戦いがしたいだけだ！　それに、主様に嫌われては元も子もないからな！」

　そう言うファファルの表情は、年相応に輝いていた。

　何やら直ぐ戦いたがる子であるが、目の届く範囲に居れば俺が抑える事も出来るだろう。

　こうして俺は、ファファルと行動を共にする事を決めた。

「しかし、生まれて三百七十四年。余にも初めて恋人が出来たという事か」

「だから恋人じゃ………………え？　今何て言った？」

「うん？　だから、初めて恋人が」

「いや、その前」

「ん？　生まれて三百七十四年と。余は、ティアンの一つ下だからの。何じゃ、主様は年の差を気にするのか？　余は別に気にせんぞ」

「……いや、そういう訳じゃないけど」

　………………年上だったんですね。

　とりあえず、見た目そのままの年齢だと思っていたので、それだけは謝っておく。

　ファファルは何で謝られたかわかっていなかったが、気にするなと返される。

　……器が大き過ぎる。

　ただ、これからファファルと共に行動するにあたって、注意というか、お願いしたい事があった。

　対面にあるソファーへ腰を下ろしている、ファファルへと視線を向ける。

　俺に向けて勝気な笑みを浮かべているファファルは、見た目だけなら少女にしか見えない。

　まぁ、実際はティアンの一つ下で、俺よりもお姉さんなのだが。

「一応言っておくけど、こっちの世界に居る間だけで良いから、なるべく戦いは控えて下さい」

「ど、どうして！」

　ファファルが、この世の全てが終わったかのような絶望的な表情を浮かべる。

　そ、そこまでの事かな？

　何やら悪い事を言ってしまったような気分になる。

「……どうしても何も、残りの日数が決められているから、他の事で時間を取られたくないというか」

「大丈夫！　一発で終わらせるから！」

「……い、いや、戦いを控えてくれるだけで良いんだけど？」

「それは断る！　余に戦いを控えさせたいなら、それを戦って決めようではないか！」

　えぇ～……やっぱりそういう流れになるの？

　ティアンも言っていたけど、本当に戦って決めようとするんだな。

　………………はぁ。

　さて、どうしようかと考えていると、ファファルの方から声がかけられる。

「……と、言いたいが、主様の事情を鑑みれば、それも仕方ないか。あまり好き勝手をして、主様に飽きられては困るからな」

　お、おぉ！　ファファルが納得してくれた。

　何やら感慨深いモノを感じる。

「だが、条件がある！」

「……条件？」

「うむ。この世界に居る間は、主様の許可無く戦うのは我慢しよう。けれど、主様の世界に行ったら、先程名を挙げた者達と戦わせて欲しい。他にも強者が居るのなら、その者達とも」

　……う～む。

　多分だけど、ファファルとしてはかなり妥協しているんだと思う。

　けれど、俺としてもありがたい申し出なのは間違いない。

「……わかった。けど、先程も言ったけど、俺が見ている前でだけだからね」

「うむ。もちろんだ。主様が見ていると思うだけで張りきれる！」

　そう言うファファルの表情は、キラキラと輝いていた。

　……あれ？　もしかして逆効果になっている？

　でも、見ていないとどうなるかわからないしなぁ……。

　まぁ、最後の手段として、俺が戦えば良いだろう。

「それでは、主様。これから宜しく頼む！」

「こちらこそ」

　そして、俺達はオドさん達が居るリビングへと戻ったのだが、早速とばかりにどうなったかの質問攻めを受けた。

　主に、ティアンとユリナさんから。

　別に隠すような事でもないので、俺とファファルは正直に話す。

　フロイドやシロ、闇女神さんからは、やっぱりこうなったか……みたいな事を言われ、何やら俺がどう動くのかが読まれているようで落ち着かない。

　ティアンからは、ファファルの事を末永く宜しくお願いしますと、再度頭を下げられ、ナーゼは気苦労が絶えませんねと同情のような溜息を吐かれ、ジルンは何やら興奮していた。

　そして、全てを話し終えたファファルは、ユリナさんから何かの指導を受けている。

　攻めの一手とか、押して押して押しまくれば落ちるとか言っているのが聞こえたけど、戦いの話だろうか？

　ただ、何故か身震いしてしまう。

「………………これから先、大変だな」

　いつの間にか隣に立っていたオドさんが、そう言いながら俺の肩をポンと叩く。

「まぁ、ファファルと共に行動すると決めたのは俺ですから、ちゃんと頑張りますよ」

「困った事があれば、いつでも頼ってくれ」

「ありがとうございます。ところで、シロと戦うという話はどうなったんですか？」

　どうなったのか気になったので問うと、オドさんは不敵な笑みを浮かべた。

「これからというのは無理があるからな。それに万全の状態にしておきたいので、明日の朝、やり合う事になった」

　そう言うオドさんは、どことなく楽しそうである。

　本当に、この都市の人達は、やっぱり戦う事が好きな人達が集まっているんだな。

「明日の朝ですか」

「すまんな。先を急ぐというのに」

「まぁ、これくらいなら全然大丈夫ですよ。ただ、これから宿が取れるかどうか」

「それなら心配はいらん。この家に泊まると良い。幸い、空いている部屋はいくつもあるから、好きに使ってくれて構わんぞ。シロ達とも話はついている」

　え？　そうなの？　と、フロイドとシロ、闇女神さんへ視線を向けると、間違いないと頷かれる。

　どうやら、俺がファファルと話している間に、色々と決めていたようだ。

　でも、ありがたいです。

　俺はオドさんに向けて頭を下げる。

「それじゃ、お世話になります」

「あぁ。飯も心配しなくて良いぞ。ハニーが腕を振るうと言っていたからな」

　本当にありがたい。

　そういえば、この世界に来てから、初日以来のまともな食事と寝床だな。

　大抵がフロイドの時空間魔法の中にあった食事と、ナーゼの背の上で過ごしていた事を思い出す。

　この後もまともな食事と寝床が確保出来るかわからないので、ここでしっかり英気を養っておこうと思う。

「……そういえば、シロと戦うのは明日の朝という事ですが、場所はどこなんですか？」

「それに困っているのだ。候補としては二つある。家の庭か、闘技場だ。そのどちらかで悩んでいてな……」

「それなら、闘技場の方でお願いしても良いですか？」

「ん？　どうしてだ？」

「『火』のクリスタルも少し汚染されていましたからね。それの浄化を行おうかと。その後、シロとオドさんの戦いを見た後に、俺達は次へと向かいます」

「………………ふむ。その方が色々と効率が良さそうだな。……なら、闘技場にしよう。それで良いな？」

　オドさんの問いかけは、シロへと向けられている。

　それを受けたシロは、笑みを浮かべていた。

「うん。それで良いよ～。ただ、あんまり人に見られたくはないかな～」

「それは俺も同じだ。安心しろ。きちんと人払いはしておく。それぐらいの権力はあるからな」

　シロとオドさんからは、何とも楽しそうな雰囲気が伝わってくる。

　そして、そんな楽しそうな雰囲気に反応し、スススッと俺の隣へと移動してきて、服を摘まんで尋ねてきた者が居た。

「……主様、やはり余は戦ってはいかんか？」

　我慢出来ない子と化したファファルである。

　その表情は、どこか寂しそうで、庇護欲を搔き立てられた。

　…………………………はっ！　いかんいかん。

　ここでファファルまで参戦すると、本当にどうなるかわからない。

　でも、このまま駄目というのも、何やら気が引けるし……。

「………………そ、それじゃ、次の魔王はファファルに任せるから、それでどうか」

「………………」

　ファファルが悩み出す。

　空中を指差し出し、指先が左右に動く。

　……多分、選んでいるんだろうなぁ。

　シロとオドさんも、そんなファファルの様子を、固唾を吞んで見守っていた。

「………………わかった。主様の言う通りに、次の魔王で手を打とう」

「偉いねぇ～偉いねぇ～」

　唐突に現れたユリナさんが、ファファルを撫でまくる。

「こら、ユリナ！　いつも言っているだろう？　余の方が年上なのだぞ！」

　そう言いつつ、されるがままのファファルは、どことなく楽しそうだ。

　きっと、いつもこんな感じなのだろう。

　ティアンも嬉しそうに微笑んでいる。

　俺、シロ、オドさんも、その光景にほっこりしつつも、内心では安堵の息を吐く。

　そして、その後は、全員で楽しく談笑を交わし、フロイドとティアンが手伝ったユリナさんの手料理に舌鼓を打つ。

　食事が終われば、お風呂もお借りしてゆっくりと体を休めた後、各自決めた部屋へと向かい、明日に備えて眠った。








別章　龍王様、一日無駄にする









　……。

　………………。

　…………………………意識が覚醒していくのがわかる。

　ゆっくりと目蓋を開き、視界に飛び込んできたのは………………ここはどこだろうか？

　視線だけで周囲を確認すれば、何やらベッドの上で寝ているのがわかった。

　それと、どうやら室内であるという事と、何やら人が決めた価値では高いと思われる調度品も、いくつか置かれているのが見える。

　ここは一体どこだろうか？

　どうにか今の状況を思い出そうにも、頭の中は何やらぐわんぐわんとしていて、何も思い出せない。

　わかるのは、部屋の窓から差し込む陽の光加減から、大体お昼くらいだという事だろうか。

　このままここに寝ていても仕方ないので、我は体を起こす。

「いたぁっ！」

　体を起こした瞬間、思わず叫んでしまう程の頭痛が襲った。

　咄嗟に、頭を抱えてしまう。

　……く、くぅ。

　こ、これは一体どうしたというのだ？

　頭が割れるかもしれないと思える程の頭痛など、これまで味わった事は一度も無い。

　一体、我の体に何が起こっているというのか。

　訳がわからない。

　頭痛を紛らわせるように、ベッドの上でドタバタともがくが、その行為は更なる頭痛を呼んで苦しむ。

「ぐわあああぁぁぁっ！」

　再び叫んでしまう。

　だが、動けば動く程、頭痛が酷くなるという事がわかったので、我は大人しくする事にした。

　相変わらず頭痛は襲ってくるが、この方がまだマシなのだ。

　一旦落ち着くために、大きく息を吐く。

　痛む頭を抱えながら、我は考える。

　恐らく、この頭痛の正体は、消えた記憶の中にあるに違いない。

　それを思い出すために、まずは昨日の行動を振り返る。

　……確か、マーンボンド王国に向かう途中でどこかの娘を救い、そのまま王城に預け、花屋へと向かったが、既に売り切れていて、意気消沈しながら王城に戻った……はずだ。

　よくよく室内を観察すれば、豪華な造りであるという事がわかるため、恐らくここはマーンボンド王国の王城の一室に違いない。

　………………多分。

　確証が得られないのは、王城に戻ってからの記憶が無いという事が関係している。

　一体、そこから我に何が起こったというのか。

　この頭痛の正体は、何なのだろう。

　…………………………。

　…………………………はっ！　呪いの類というのは考えられないだろうか？

　死にたくなるような、これだけ強力な頭痛なのだ。

　つまり、我は今、どこからか攻撃を受けているという事になる。

　おのれ！　頭痛一つで、龍王たる我の行動をここまで阻害するとは、かなりの強者という事だな。

　まさか、ワズ以外にこのような事を出来る者が居たとは……。

　これはうかうかしておられん。

　我も行動を起こさねば！

「いっだぁ～！」

　………………む、無理である。

　少しでも体を動かせば、それはそのまま頭痛を刺激してしまう。

　今は大人しくするしかないという事か。

　だが、この呪いをかけた者は絶対に許さん。

　見つけ次第、我が直接ズタズタにしてくれる！

　そうして、心の中で誓っていると、この部屋の扉がゆっくりと開く。

　敵がのこのこと来おったか！　我に近付いた瞬間、その喉を嚙み切ってくれるわ！

　そう息巻くのだが、我の目には信じられないモノが映る。

　部屋の中へと入ってきたのは、何と友であるネクロマンサーのニールであった。

　ニールは、何やら水差しのような物が載せられたお盆を持って、こちらへと近付いてくる。

　貴様かぁ～！　貴様が、我に呪いをかけたのかぁ～！　良好な関係を築いていたと思っておったのに、まさかこんな形で裏切るとは！　一体、我に何の恨みがあるというのだ！

　恨みがましい目で見ていると、ある程度まで近付いたニールは、我が起きている事に気付いた。

「……ん？　漸くお目覚めかの？　……というか、どうしてそんな目で見ておるのだ？」

　くっ！　もうちょっと近付いてくれないと、嚙めん！

「………………何を言っている。この頭痛は」

「頭痛？　あぁ、やっぱりか。昨日、分量も考えずに飲み過ぎじゃ」

「………………どういう事だ？」

「今、ラグニールが味わっておるのは、単なる二日酔いじゃ」

　………………。

　…………………………二日酔い？

「いやいや、そんなはずはない。我は今までどれだけ酒を飲もうが、二日酔いになどなった事は無いぞ。このような、割れるような頭痛を経験した事は一度も無い。だから、これは二日酔いでは無いはずだ」

「………………」

「………………」

「………………ふぅ」

　ニールが、露骨に溜息を吐いた。

　おのれ！　もう少し近ければ嚙んでやったのに！

「今のラグニールの状態を、二日酔いと言うのじゃ」

「………………ん？　だから先程、二日酔いになった事は無いと」

「だから、それは龍の時の話じゃろ？　今は人の姿をしておるのじゃから、それで龍の時と同じくらいの分量を飲めば、二日酔いになるのは当然じゃ。何しろ、体の体積が違うのじゃから」

　………………ぬかった！　盲点であった！

　つまり、我は今、二日酔いの状態という訳か。

　……だが、それがわかったからといって、我の状態が好転する訳も無く、相変わらず頭痛は酷い。

　けれど、ニールを疑った事は、心の中だけで謝罪しておいた。

　今度、ニールが喜びそうな物でも贈っておこう。

「……これが二日酔いか。………………酷い頭痛だ。いっそ殺してくれ」

「ラグニールを殺せる者など、ワズぐらいしか居らんよ。ほれ、二日酔いに効く薬を持ってきた。今日は、それを飲んで大人しくしておく事じゃな」

「……恩に着る」

　そして、我は薬を飲んで眠った。

　これで一日無駄になってしまったので、明日は朝から大急ぎで、七種類の花の原産国である獣人国へと向かわねばと思いながら。




　その後ニールから聞いた話によると、我と酒を酌み交わしたらしい義父仲間のギヴィリオも、酷い二日酔いだったそうで、丸一日まともに政務が行えなかったそうだ。

　この事が知られると、義母上様に何を言われるかわからないので、これはここだけの話にしたい。








エピローグ









「なぁ、ユリナ。どうしてこのような、透けている服を余に着させるのだ？　これではお腹が冷えてしまうぞ？」

　余は、ユリナの部屋で、寝巻として渡された服を素肌の上から着る。

　先程言ったように、透け透けな服なので、余の裸が見えてしまう。

　別に恥ずかしいとも思わないが。

「何言ってんの、ファファルちゃん！　これは勝負下着よ！　これで、ワズもイチコロなんだから！　この日のために買っておいて良かったわ～」

「イチコロ？　一撃で殺すという事か？　こんな服が？」

「………………」

　ユリナが、余を可哀想な目で見ているのは気のせいだろう。

「……う、うん。まぁ、そういう風にも取れなくもないというか……取れないというか……」

「どっちだ？　そもそも、こんな防御力が皆無の服で、主様と戦えるとは思えないのだが？」

「そこはほら、ファファルちゃんの溢れる魅力で大丈夫よ！」

「ん～……。よくわからんな」

　さっぱりわからん。

　ユリナは、一体余に何をさせたいのだろう？

　余は透け透けの服を摘まんでみる。

「それで、このまま主様と一緒に寝れば良いのか？」

「そうそう。ふっふっふっ……。既成事実さえ作ってしまえば、こっちのモノよ！」

　ユリナが拳を握り、何やらやる気になっている。

　だが、それはさすがに無理ではないだろうか？

「主様の部屋に入ろうにも、鍵がかかっていると思うが？」

「大丈夫よ。ここの家主はダーリンだけど、私の家でもあるのよ。全部屋の合鍵はもちろん用意してあるから問題無いわ！」

「でも、主様が使用している部屋に入ったとして、主様程の力があれば、普通に気付かれると思うが？」

「そこはまぁ……ほら。夜遅くなら大丈夫じゃない？　完全に寝入っていればいけるでしょ？」

　そう簡単な主様ではないと思うのだが……。

「起きると思うのだが。……それに、何やら寝込みを襲うようで気が引ける」

「甘い！　甘いよ、ファファルちゃん！　ガンガン攻めていかないと！　それに、ワズには沢山の奥さん達がもう居るんでしょ？　なら、ここで、ファファルちゃんここに在り！　ってところを示さないと！」

「戦って示せば良いではないか？」

「そう！　これは戦い！　ワズの愛を勝ち取る戦いなのよっ！」

　ユリナが、握った拳を高々と掲げる。

「そうか！　戦いか！　なら、勝たなければ！」

「その通りよ、ファファルちゃん！」

　戦いと聞いて血が滾るが、どうにも余とユリナの間には、何やら齟齬があるような気がする。

　……まぁ、気のせいだと思い、余は両手をグッと握る。

「では、戦いの幕開けだ！」

「うん。もう少し夜が更けるのを待とうか」

「そうだった」

　ユリナと共に夜が更けるのを待つ。

　その間に、主様と一緒に寝て何をすれば良いのかを聞いたのだが、よくわからなかった。

　そして、夜も更け、主様が使用している部屋の鍵を開ける。

　そぉ～っと中の様子を窺えば、主様がベッドの上で寝ていて、起きている様子は見えない。

「頑張って、ファファルちゃん」

　部屋の外に居るユリナが、応援してくれたので頷く。

　そのまま部屋の中へと入り、主様が寝ているベッドまで近付いた。

「ふぁ～……」

　欠伸をして目を擦る。

　夜も遅く、もう眠い。

　余は、そのまま主様が寝ているベッドの中へと潜り、そのまま眠った。





「別世界・四大魔王編（下）」に続く










書き下ろし「奥さん達の結婚式まで、あと六日」（前編）










あと六日






　ワズ、フロイド、シロ、闇女神が、別世界・イルムシュタッドへと召喚されてから、一日が経った。

　その頃には、当初あった動揺などは治まり、こちらの世界に残されたワズの奥さん達と光女神達は、普段と同じように行動をしている。

　といっても、もう少しで自分達の結婚式なので、それに向けての準備で忙しいのは間違いなかった。

　主に、自分達の花嫁衣裳を作るのに……。

　メアルも人化して造っているのだが、裁縫をこれまでやった事がない者も居るため、少し時間がかかっているのだ。

　けれど、それで諦める奥さん達ではない。

　大切な夫・ワズに喜んで貰うため、当のワズの手伝いも断り、自分達だけで作り上げようと、日々奮闘している。

　式場の準備は終わっているので、後は花嫁衣裳と、龍王が持ち帰る予定の七種類の花、そしてワズ達の帰還を待つばかりだ。

　ちなみに光女神達は、城の外でワズの帰還を願って祈禱しているのだが、そこには誰も触れなかった。





あと五日







１






　次の日、龍王の城の一室で、メルとメギルから指導を受けながら、チクチクチクチク……と、奥さん達が花嫁衣裳を作っていると、室内へと入ってくる者達が現れる。

　それは、魚の体に人の手足が生えたような魔物と、ブーツを履いた二足歩行の猫の魔物で、室内へと入ってきた事に気付いたナミニッサが声をかけた。

「あれ？　魚君と猫君。どうしたの？」

　ナミニッサが声をかけた事で、他の奥さん達とメル、メギルも気付く。

　ちなみに、この名付けはワズである。

「ウオッ！」「ニャッ！」

　かけ声と共に、二匹の魔物はその手に摑んでいたモノを前へと突き出す。

　手に摑まれていたのは、人だった。

　しかも、合わせて男女三人。男性一人に、女性二人である。

「その方達は？　どうされたのですか？」

　声をかけながら、奥さん達は花嫁衣裳を作っている手を止め、メル、メギルと共に二匹の魔物の下へと向かう。

　二匹の魔物に摑まれていた人達を受け取り、状態の確認をすると、多少の傷は負っているようだが、気絶しているだけという事はわかった。

「ウオッ！　ウオッ！」「ニャ～ッ！」

　二匹の魔物が、何か説明するように鳴く。

　全員の視線が、メギルへと集まった。

「……ふむ。なるほどねぇ。そういう訳かい」

「ご説明をお願いします、メギル様」

　魔物の言葉がわかるメギルから、奥さん達へと説明がされる。

　二匹の魔物が語ったのはこうだった。

　いつものように、打倒ワズを掲げて修行をしていると、何やら喚きながらこの三人が襲いかかってきたのだ。

　最初は、自分達が魔物だから襲いかかってきたのだと思っていた。

　だが、この場所はおいそれと普通の人族が来れるような場所ではない事を思い出し、何か目的があって来たのだと思う。

　そして、自分達の居た場所から先にあるのは、この龍王の城なのだ。

　それを思い出した時、目的にも察しがつく。

　恐らく、龍王討伐が狙いなのではないかと。

　しかし、それは看過出来ない。

　龍王は自分達がいずれ乗り越えようとしている存在なのだから、その資格が欲しければ、まずは自分達を倒してみせろと思い、三人に対して反撃を行う事にした。

　けれど、殺す事はしない。

　自分達は確かに魔物ではあるが、無用な殺生をするつもりはないのだから。

　もちろん、身の危険を感じれば例外ではあるが、今回の三人はそれに含まれなかった。

　確かに、普通とは思えない程の力を有してはいるようだが、自分達には遠く及ばない。

　なので、安全に無力化する事は出来た……が、気絶させたこの三人をどうしようかと悩み、ここへと運んできたのである。

　ワズに押し付けようと。

　そこまでの説明を聞いて、奥さん達は顔を見合わせる。

「キュイ？　手当て？」

「それも必要だが、確かに狙いがここである以上、そうおいそれと回復させて良いものか」

「でも、このまま放置というのも後味が悪いですし」

「何をしにここまで来たのかが問題です。やはり、龍王様の命でしょうか？」

「もしそうだったなら、とんだ無駄足だな。今は居ないし」

「何もわからないのですから、まずは回復して、話を聞いてみるのが良いのでは？」

「……回復に一票」

「そうだな。私もまずは回復させる事を希望する」

「回復で良いんじゃないですか？　もし襲われても、今の私達なら余裕で対処出来そうだし」

「それもそうね。ここに来た目的を聞いてみてから判断してみる方が良いかも」

　そして、奥さん達は相談の結果、この三人を回復して、目的を伺う事にした。

　ただ、さすがに起きてこの部屋の中で暴れられると困るので、武器を取り上げ、場所を謁見の間へと移す。

　魚の魔物と猫の魔物は、自分達の役割はこれで終わったと、城を出て修行へと戻っていった。

「さて、それじゃあ、ちゃちゃっと回復させますか」

　そう言って、アリアが回復魔法を唱えて三人の傷を癒やす。

　少しして、三人の意識が戻った。

　体を起こし、キョロキョロと周囲を見渡して、自分達がどこに居るのかを確認し出したのだが、その視線は、奥さん達を見て止まる。

「……えぇと、ここは？　それにあなた方は？」

「ここは中央の山の頂にある、龍王様のお城の謁見の間です」

　答えたナミニッサの言葉に、三人は目を見開く。

「それはつまり……僕達も邪悪な龍王に捕らえられたという事ですか？」

『………………邪悪？』

　その言葉に、奥さん達は龍王……ラグニールの姿を頭の中に思い描くが、首を傾げる事しか出来ない。

　また、ラグニールの妻であるメルは困ったような笑みを浮かべ、義母であるメギルは腹を抱えて必死に笑いを押し殺していた。

　恐らく、ここで盛大に笑ってしまうと話が進まないと、思ったのだろう。

　だが、奥さん達側が纏っている雰囲気を感じた三人も、おや？　と首を傾げる。

　そして、三人の内、中心人物であろう男性が、奥さん達へと声をかけた。

「えぇと……確認したいのですが……ここは龍王の城で間違いないのですよね？」

「それは間違っていないよ～」

　カガネが快活な笑みを浮かべながら答える。

「という事は、あなた方が捕らわれの姫君なのですか？」

『………………捕らわれ？』

　男性の言葉に、再度疑問符を浮かべる奥さん達。

　姫君と言われた事は、そもそも頭に入っていない。

　ワズに言われるなら過剰に反応するのだろうが、他の者に言われても別に嬉しくもないのである。

　どうやら、この三人は色々と誤解していると判断し、奥さん達は自分達がどこの誰で、どうしてここに居るのかを簡潔に教えて誤解を解いていく。

　誤解である事がわかると、三人は即座に平伏して謝った。

　奥さん達から気にしていませんから大丈夫ですよ、と言われるまで続き、そこで漸く立ち上がった三人が自己紹介を始める。

　まず、男性の名はレウス。

　幼さも残っているが非常に整った顔立ちで、見るだけでわかる鍛えられた肉体に、青色の鎧とマントを身に纏っている好青年である。

　次いで、女性二人の名は、ディニーとミリリだ。

　ディニーは、赤茶色の長髪に、目尻が吊り上がっている美人で、赤いローブを身に纏っているが、その上からでもハッキリとわかる程、胸が大きい。

　ミリリは、濃い紫色のパーマ頭に、まだまだ幼くあどけない顔立ちで、動きやすい軽装を身に纏っている、スレンダー体型だ。

　この三人は同い年で、同じ村出身の幼馴染である。

　所持していた武器は既に奥さん達から返され、レウスが剣、ディニーが杖、ミリリがナイフだ。

　三人の紹介に噓偽りは無いと判断し、奥さん達はレウス達を連れて、元の部屋へと戻る事にした。

　花嫁衣裳を作りながら、詳しい話を伺うためである。

　何しろ、結構切羽詰まっているので……。





２






　花嫁衣裳製作部屋へと戻り、奥さん達はチクチクチクチクと手を動かし始める。

　レウス達はその近くにあるソファーへと座り、テーブルを挟んで対面にあるソファーには、タタとナミニッサが座っていた。

　二人の後ろには、キャシーが護衛として立っている。

　さすがにレウス達と相対する者は必要なので、奥さん達の中からタタ、ナミニッサ、キャシーが選ばれたのだ。

　この人選は、単純に花嫁衣裳の、現段階の完成度の高さの順だった。

　正確に言うのであれば、タタとキャシーはもう完成間近であり、次いでナミニッサの順である。

「さて、それでは……どうしてこの城まで来る事になったかの経緯を伺っても宜しいでしょうか？」

「はい」

　ナミニッサの問いかけにレウスが頷き、ディニーとミリリと顔を見合わせてから、奥さん達にどうしてこうなったのかを話し出す。

　レウス達の話はこうだった。

　大陸全土を巻き込んだ戦いである邪神戦の時、レウス達は生まれ故郷の村の防衛に就いていたのだが、その時の戦いを経て、レウスに「勇者」スキルが発現したのである。

　それだけ厳しい戦いだったのだろうと、奥さん達は思う。

　レウス達は村を無事守り切る事ができ、その報告と支援をお願いするために王都イスコアまで赴く。

　発言した「勇者」スキルも含めて国への報告と、支援も受けられる事になったので、そのままその日は王都で宿泊し、翌日帰る事にした。

　そして、翌日の朝、帰ろうとしたところで、光教会関係者である司祭に呼び止められる。

　奥さん達は、またか……と、心の中で思う。

　どこから嗅ぎ付けたのか、レウスが「勇者」である事も知っており、とりあえず話だけでも聞いてみる事にした。

　村の危機を乗り越え、自分が「勇者」となった事や、「勇者」に変な事はしないだろうと、今思えば変な自信がありましたと、レウスが反省するように付け足して言う。

　仲間であるディリーとミリリも、私達ももう少し気を付けていればと、少し意気消沈する。

　そして、司祭に案内された場所は光教会本部で、レウス達を呼んだのは、ホラルアという名の枢機卿であった。

　レウス達がそのホラルア枢機卿から聞いた話を簡潔に述べると、大陸中央にある山の頂には龍王の城があり、そこに大陸各地から集め捕らえられた姫君たちが居るという情報である。

　捕らえられた姫君達を救出しようと、各国または協会からも多くの兵を向かわせたが、誰一人として帰ってくる事は無かったと言われ、最早その姫君達を救えるのは、「勇者」スキルを発現させた君達しか居ないと、かなり煽られたそうだ。

　レウス達も、それならと話を受け、捕らわれの姫君達を救うためにここへと向かう。

　ディリーとミリリと協力し合い、激しい気候変動や強敵である魔物達との激闘の末、漸くこの城近辺まで来た時に、魚の魔物と猫の魔物に出会った。

　二匹の魔物側のほぼ一方的な戦いに、レウス達は恐怖と絶望を感じたと、少し体を震わせる。

　ただ、その二匹よりも強い人が、この城の中に多く居るのですが……と、タタはひっそり思う。

「……大方の話はわかりました。念のために確認致しますが、今の話に噓偽りは無いですよね？」

　ナミニッサが念を押すように問う。

　レウス達は揃って首を縦に振る。

「はい。そのままを伝えています」

　真っ直ぐと見てくるレウス達の目に、噓偽りは無いとナミニッサは判断する。

　それに、もし噓偽りがあっても、それは自分の見る目が間違っていたと思う事にした。

　そして、ナミニッサは少し考えた後、アリアに声をかける。

「アリア。ホラルア枢機卿という名に覚えはある？」

　ナミニッサからの問いかけに、アリアは花嫁衣裳製作の手を止めて考える。

「う～ん……無いかな。偽勇者事件で、光教会内部も色々バタついていたし、その時に運良く枢機卿になった人なんじゃない？　まぁ、私は現教皇であるユナ様にしかお世話になっていないし、他の人はよく知らないけどね」

「そうですか。……でも、アリアの言うように、新たな枢機卿というのは可能性が高そうですね。もしそうなら、今回の件は自分が教皇になるための実績作りをしようとした勇み足でしょうか？」

「それはあるかも。ユナ様が教皇に選ばれた時も色々妨害工作があったと言っていたし、案外それにもその枢機卿が関係しているかもしれないわね」

　アリアの言葉を聞いて、ナミニッサは少し考えた後、ポンと手を合わせて決断を下す。

「決めました。こういうのは早々に片付けておかないと、いつまでも付きまとってきそうですし、面倒な事になる前にその枢機卿を潰し……牽制しておきましょう」

　そう言うナミニッサの表情は笑みを浮かべているのだが、纏う雰囲気は黒いモノがある。

　レウス達は、その雰囲気を敏感に感じ取り、少し体を震えさせた。

　けれど、反論はどこからも上がらない。

　奥さん達は、全員ナミニッサの意見に賛成のようだ。

　ただ……。

「行くのは別に構わないが、花嫁衣裳の方はどうするつもりだ？　その問題を解決している時間を考慮すると、最低でも一日は貰わないといけないと思う。そうなると、間に合わないと思うのだが？」

　サローナは、ナミニッサに確認するように問う。

　だが、ナミニッサは問題無いと微笑んだ。

「安心して下さい。私に策有りです」





あと四日






「大丈夫でしょうか？」

　タタが花嫁衣裳を作りながら、心配そうな声を出す。

「心配するのはわかるが、大丈夫さね。あの子達をどうこう出来る者はそうそう居ないよ」

「そうですよ、タタ。きっと問題を解決してくれるに違いありません」

　タタの心配を和らげるように、メギルとナミニッサが声をかける。

　メアル、キャシー、ハオスイも、問題無いと頷いた。

　現在、花嫁衣裳製作部屋には、メアル、タタ、ナミニッサ、キャシー、ハオスイ、メギルしか居ない。

　あの後、ナミニッサが提案したのは、奥さん達の半数を、王都イスコアの光教会本部に向かわせて、問題を解決する事であった。

　王都イスコアに向かった奥さん達のメンバーは、サローナ、ナレリナ、マオ、カガネ、アリアである。

　基本的には強さで選ばれているのだが、光教会本部で何が起こるかわからないため、多方面に色々と話を通し易くするために王族であるナレリナとマオ、何事にも冷静に対応出来るサローナ、転移魔法で時間短縮のためにカガネ、光教会の教皇と会うためのアリアと、それぞれに選ばれた理由があった。

　けれど、基本的に強さで選ばれるのであれば、奥さん達の中で最も強いのはハオスイなのだが、何故選ばれていないかというと、単純に花嫁衣裳製作に手間取っているからだ。

「……私も行きたかった」

「駄目よ、ハオスイ。少し遅れているのですから、そんな暇はありませんよ」

　ハオスイの呟きに、タタが笑みを浮かべて答える。

「……はい」

　ハオスイは、タタの言葉に素直に従って手を動かす。

　確かに、ハオスイは奥さんの達の中で最も強く、タタは奥さん達の中で最も弱い。

　ただそれは、戦いという分野においてである。

　今回のような時や家事に関する事の場合は、タタが奥さん達の中で最強なのだった。

「ほら、手伝うから頑張りましょう」

「……武器なら易々と動かせるのに」

　どうやら、ハオスイのＤＥＸ値は武器だけに影響を及ぼすようで、花嫁衣裳製作にはかなり悪戦苦闘していた。

　なので、今回ハオスイはここに残っているのである。

　その他に、当事者であるレウス達と、メギルの命で龍王代行としてメルも、王都イスコア組に同行していた。

　ただ、王都イスコア組が向かう時間を考え、昨日は、ここに残っているメンバーが向かうメンバーの花嫁衣裳製作を手伝ったので、今は遅れを取り戻すためにかなり奮闘している。

　そして、余り根を詰め過ぎてもいけないと休憩を取った。

　奥さん達とメギルは、テーブルを囲んで紅茶と茶菓子を楽しむ。

　紅茶を片手に、ナミニッサが先程の会話の続きを述べる。

「それに、王都イスコアに行くのであれば、ナヴィリオ兄様を連れて行った方が良いと助言しておきましたから、安心して下さい」

「そうですね～。ナヴィリオ様が居られるのであれば、多分丸く収まるのではないですかね～」

　ナミニッサの言葉に、キャシーが同意を示す。

「……家族を信じてる。きっと何事も無かったように帰ってくる」

「キュイ！　皆、強イカラ大丈夫！」

　ハオスイとメアルも、何も心配していない。

「メルも同行している。上手くやってくれるさ」

　メギルも問題無いと、紅茶を口にしている。

　ナミニッサ達の言葉にタタも笑みを浮かべるが、それは直ぐに困ったような笑みへと変わる。

「……サローナ達が無事に帰ってくると信じてはいますが、私が一番心配している事は、やり過ぎないかと不安で……」

『………………』

　その言葉には誰も答えなかった。

　全員、あり得そうと思ったからである。

　ワズが居ない今、主にカガネとアリアが最初に暴走し、サローナ、ナレリナ、マオが続いて暴走しそうだなと思ったのだ。

　要は、ストッパー役が居ない。

　なので、ナミニッサは願う。

「……ナヴィリオ兄様……頑張って下さい」

　ナヴィリオに全てを任せる事にした。

「まぁ、あれだね。……もし暴走したとしても、ワズが帰ってきたらどうにかするだろ」

　メギルの言葉に奥さん達は力強く頷く。

　そして、休憩を終えた奥さん達は、花嫁衣裳製作へと戻った。










　黙々と花嫁衣裳を作っている奥さん達の心の中に、キュピーンと稲妻が走る。

「キュイ？　今何カ」

「ワズ様の前に女の影が現れたような気がします」

「しかも、何やら向こうから愛を囁かれたような気配が……」

「これはあれですね～」

「……帰ってきたら、正座させて詰問」

　別世界に居るワズの動向を、何故か察する奥さん達であった。
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運命の出会いは、明日









　クリスタルに触れ、魔王の力を注ぎ込み、聖なる力を邪悪な力へと汚染していく。

　それも、自分が出せる限界ギリギリまで……。

　これを毎日繰り返す……。

　それが、大魔王様から与えられた命令であり、魔王でなければ出来ない事。

　けれど、クリスタルは巨大で、内包している力も大きく、まるで先の見えない戦いを挑んでいるようなモノだ。

　クリスタルを完全に汚染するまで、一体どれだけの時間がかかるのだろう。

「……くっ！」

　バチッ！　という音と共に、私の手と魔王の力が、クリスタルから弾かれる。

　少しでも集中を乱せば、途端にこれだ。

　全く、いくら大魔王様からの命令とはいえ、嫌になってくる。

　よく見れば、クリスタルに触れていた手から、少し血が流れていた。

　これも、よくある事。

　既に慣れたモノと、私は回復魔法で傷を癒やそうとして………………その手に、そっと別の手が重ねられる。

　愛しむように、優しく……そっと、壊れ物を扱うように……。

「余り、無理はしないで下さいね。魔王ティアン様」

「……お前か……執事の分際で、主人である私の手を無遠慮に摑むとは、覚悟は出来ているのだろうな？」

　私は、目の前に現れた、水色の髪をオールバックにしている執事を、強く睨む。

　けれど執事は、そんな風に見られている事など気にならないと、笑みを浮かべたままだ。

　ただ、その笑みが少し悲しそうに見えるのは、きっと……この執事の優しさを感じるからだろう。

「魔王ティアン様が、自らの身体をご自愛して頂けるなら、このような無遠慮な事はしません」

「……はっ！　よく回る口だ。私の体を私がどう扱おうと、お前には関係あるまい？」

　優しく包み込まれている手を、無理矢理自分の方へと引き寄せる。

　こうでもしないと、この執事はずっと私の手を包み込んだままだから………………だから、私から引かないといけない。

　それは……少しだけずるいと思う。

　けれど、私は何も問題無いと表情を変えずに、手の傷を魔法で癒す。

「駄目ですよ。そんな乱暴に扱っては、魔王ティアン様の綺麗な手に傷が残ってしまいます」

　そう言って、私の回復魔法を遮り、執事自らが回復魔法をかけてくる。

　丁寧に魔法をかけているせいか、少しくすぐったく感じ、身じろぎしてしまう。

「……もう少しですから、我慢して下さいね」

　私に向けて、優しい笑みを向ける執事。

　体温が上がったと感じるのは、きっと回復魔法をかけられているせいだろう。

　そして、傷が全て癒えると、執事はそのまま私の手をきゅっと摑む。

「かなり消耗しているようですし、今日はこのまま休みましょう」

「いや、それでは大魔王様に顔向け出来ん。少しでも進めて」

「魔王ティアン様は、御身を心から心配する執事の言葉を聞いてくれないのですか？」

　その質問はずるい、と心の中だけで思う。

　魔王として、大魔王様の命令は絶対だ。

　けれど、魔王という肩書を外してしまえば、素の私は………………。




　という事を妄想しながら、「水」のクリスタルの汚染作業を終える。

「今日の分は、これぐらいで良いかしら」

　そう言って、私はクリスタルから手を離す。

　それにしても、結局どこにも私の理想の相手は居なかった。

　大魔王様が新世界を創造すれば、私の理想の相手も用意すると言っていたけど、本当なのかしら。

　そういえば、この世界には、別世界から勇者を召喚する術があるという。

　案外、別世界にだったら、私の理想の相手が居るかもしれない。

　もしそういう人が召喚されたのであれば、大魔王様なんて放っておくのに……なぁんて。

　起こりもしない希望を捨て、私は眠るために自室へと戻った。








あとがき









　……どうも、ワズです。

　度々すみません。

　けれど、安心して下さい。

　作者さんは、既にそこに居るので。

「よっしゃ～！　俺の勝利っ！」

　………………何やら変なテンションになっていますが、一体どうしたんですか？

「いやいや、ワズ君よ。そりゃテンションも上がるってもんですぜ！」

　……何だろう。微妙に絡み辛いテンションになっている。

　それで、どういう訳なんですか？

「だって、新しい話の舞台は別世界！　つまり、ここにあの光女神達は居ないという事。つまり、俺は自由！　さようなら、拷問の日々！　おはようございます、新たな日々！　フリィ～ダァ～ム！　ハイタッチ！　ハイタッチしよう！　ワズ君」

　えぇ……まぁ、良いですけど。

　パチ～ン！

「ウェ～イ！」

　………………。

　………………喜んでいるのはわかりますけど、神様達なら、そこに居ますよ？

「えっ！」

「どうも、いつもお世話になっております。作者様」

「……ふん」

「しまったぁ～！　この世界には、フロイドと闇女神が居るんだったぁ～！　ちくしょ～！　結局はこうなんのかよっ！」

　作者さん。そんなところで四つん這いになって、床を何度も殴りながら落ち込まれると、色々と邪魔になると思うんですけど。

　………………。

　フロイド、闇女神さん。どうにかならない？

「そうですね。どうにかしたいと言われましても、私としては伴侶も見つかりましたし、特に何かをするつもりはございません」

「私も別に……というか、シロ以外はどうでも良い。放っておけば良いんじゃないか？」

　え？　放っておいて良いの？

　……作者さんだよ？

「構わないのでは？」

「興味無い」

「ぐはっ！」

　突然吐血して、どうしたんですか？　作者さん。

「まさか、フロイドと闇女神から放置されるとは……はっ！　これが噂の放置プレイというやつか？」

　………………違うと思う。

「そんな訳ありませんよ。それよりも、ここで遊んでいて良いのですか？」

「作者なんだから、さっさと続きを書きにいけ」

「えぇ～……もっと遊ぼうよう～」

「……なるほど。つまり光女神達の時と同じように、拷問を受けたいという事ですね」

「尻を叩かれないと動けないのか？　なら仕方ない」

　どうしたの？　闇女神さん。鞭なんか持って。

「ひっ！　行ってきます！」

　あっ！　作者さんがどこかに行っちゃった。

「やれやれですね」

「……はぁ。シロで癒されたい」







　どうも、ここまできて初めての方も居ないと思いますが、こんにちは。

　ナハァトです。

　闇女神の発するオーラに命の危機を感じましたので、ここまで逃げてきました。

　いや～……さすが闇属性の神。

　怖かった。怖かった。

　しかし、まさかと思いながらも、こうして続きを書く事が出来ました。

　これもひとえに、読者の皆様のおかげでございます。

　本当にありがとうございます。

　さて、今巻から、舞台を新しい世界にしました。

　まぁ、一部は前の世界のままですが。

　今後も続ける事が出来れば、このまま新しい世界が一応メインになっていくと思いますので、楽しんで頂けたら幸いでございます。

　楽しんで頂けるように、これからも頑張っていきたいと思います。

　宜しくお願い致します。




　この作品の可愛い絵を描いて下さる、三弥カズトモ様。

　いつもいつも癒されております。

　五巻の話ですが、空女神の寝顔に庇護欲を搔き立てられました。

　あれはヤバい。

　そして、筋肉達磨・ベネドは絵になると……あれはもう変態ですね（笑）。

　今回も、ティアンやファファルの絵が楽しみです。




　この作品の格好良い絵を描いて下さる、彩乃浦助様。

　まずは、コミックス一巻発売、おめでとうございます。

　そして、毎回素敵な絵で描いて頂き、ありがとうございます。

　タイミングが合わないと出来ないと思われる、同日発売が出来て大変嬉しく思います。

　カバーイラストのラフを見ましたが、良いですね～。

　これからも、どんどん好きにやっちゃって下さい！




　ではでは、アース・スターノベルの皆様、担当のＦ氏、この作品に関わった関係者の皆様。

　そして、コミックアース・スターでこの作品に関わっている皆様と、この本を手に取って頂いた読者の皆様には感謝の言葉しかございません。

　本当に、ありがとうございます。

　それではまた、こうしてこの場でお会い出来る時が来ましたら、その時は宜しくお願い致します。
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その者。のちに…　０６　別世界・四大魔王編（上）
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